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　アルプス山脈。

　欧州を横切る世界有数の天険。

　その山間に、かつて伐刀者ブレイザーを選ばれた新人類とする新世界を築こうとしたテロリスト《解放軍リベリオン》の本部基地が存在する。

　かつて──過去形で語ったのは、そこがもはや死体と瓦礫がれきの山となり、その機能を失っているからだ。

　すべては《十二使徒ナンバーズ》と呼ばれた幹部の一人《傀儡王かいらいおう》オル＝ゴールの反乱の結果である。

　オル＝ゴールの反乱により《十二使徒ナンバーズ》はオル＝ゴール自身とその他二人を除いて全滅。

《解放軍リベリオン》はもはや瓦解したも同然であった。

　そして今──

　その滅び去ったテロリストのアジトに、無数の人間がいた。

　筋骨隆々とした分厚い体軀たいくに似合う深い黒のスーツに白のストールを靡なびかせる洒落しゃれた出で立ちの老人、日本有数のコングロマリット《風祭かざまつり財閥》の総帥にして《十二使徒ナンバーズ》の生き残りでもある風祭晄三こうぞう。

　その晄三が八十を超えて儲もうけた娘・《猛獣使いビーストテイマー》風祭凛奈りんな。

　凛奈の付き人であるメイド、シャルロット・コルデー。

　晄三が友人の画家から養子に迎えた娘・《血塗ちまみれのダ・ヴィンチ》サラ・ブラッドリリー。

　そして風祭晄三の盟友であり、日本の総理大臣を務める伐刀者ブレイザー・月影つきかげ獏牙ばくが。

　彼らは壊滅した《解放軍リベリオン》で何が起こったのか、月影の歴史を見る能力によってそれを解明し、そのうえでいまだアジトの最深部に在るはずの《解放軍リベリオン》の盟主──《暴君》を保護するためにやってきた。

　──だが、

　その行動は別の勢力によって阻はばまれる。

　轟音ごうおんを鳴らし、アジト跡に降り立つ無数の武装ヘリ。

　そこから飛び降り、銃器を手に月影たちを取り囲むのは、アメリカ合衆国の超能力部隊《サイオンＰＳＹＯＮ》と、その隊長であるサンバイザーで顔を隠した長身瘦軀そうく──《超人ザ・ヒーロー》エイブラハム・カーターだ。





◆◇◆◇◆






「エイブラハム。貴様、俺おれたちを何処どこへ連れていく気だ」


「…………」



　晄三の怒気を孕はらむ問いかけ。

　しかしエイブラハムは答えない。

　答えないまま晄三たちの前を進む。

　これに晄三たちも続き、山を掘りぬいて造られた《解放軍リベリオン》のアジトの階段を下っていく。

「──っ」

　身じろぎした凛奈の顔が苦痛に歪ゆがむ。

　晄三たちは全員、自分の意志でエイブラハムに付いていっているわけではない。

　抗あらがおうにも、身動きが取れない。体が自分の意志に反して強引ごういんに動かされているのだ。

《超人》エイブラハムの持つ能力によって。

　やがて一行は一基のエレベーターの前にたどり着く。

「こい」

　命じられ、エレベーターに搭乗する一行。

　轟音を立てエレベーターが動き出し、晄三たちをさらに深部へと連れていく。

「半世紀以上前、この世界全土を巻き込む大きな戦争が起きた。第二次世界大戦だ」

　その合間。

　エイブラハムが口を開き、語り始めた。

　内容はこの世界の現代史についてだ。

「ドイツ、日本、イタリアを中心とする枢軸すうじく国。

　合衆国ステイツ、イギリス、中国を中心とする連合国。

　ドイツのポーランド侵攻をきっかけにはじまった、世界を二分したその戦争は、行き過ぎた帝国主義の末路と言われている。──だがその認識は誤りだ」

　言うとエイブラハムは、バイザー越しに凛奈に目を向ける。

「風祭の娘。お前は何が誤りか、あの戦争の真実を知っているか？」

「侮るな。……我は日本の魑魅魍魎跋扈ちみもうりょうばっこする政財界の中枢に君臨する風祭の姫ぞ。当然知っている」

　凛奈はいつもの芝居がかった口調くちょうに、自身を拘束する男に対する怒りを滲にじませ、答えた。

　父・晄三から聞いた世界の本当の歴史。

　それは、

「あの大戦を起こしたのは国家にあらず。《解放軍リベリオン》の盟主として世界の深淵の玉座に座っていた闇やみの王──《暴君》だという話であろう！」

　対しエイブラハムは「その通りだ」と頷うなずく。

「《暴君》は自分の能力によって世界各国の支配階級の人間を洗脳し、戦争に駆り立てていた。世界を疲弊させ、《解放軍リベリオン》が成さんとする選ばれた人間──超能力者を支配階級とした王国を築くために」

　それは《解放軍リベリオン》が歴史上に登場した数百年前から標榜ひょうぼうしている目的。

　その思想を受け継いだ《暴君》は、深い夜の中から長い手を伸ばし、連合枢軸両陣営の中枢を掌握。

　世界を望まぬ戦火に引きずりこみ、これを意のままに拡大させていった。

　明確な悪意をもって煽あおられた戦いは過激化の一途をたどり、戦争は戦闘員同士の戦いであるという従来の不文律も意味を成さないものとなり果て、一般大衆の虐殺を目的としたものへ変化、無差別攻撃、ついには核兵器の使用にまで至ろうとしていた。

　それが実行されていれば、世界の形は今とは大きく異なっていただろう。

　しかし、

「だがその野望は実現を目前に挫くじかれる。《白髭公しろひげこう》によってだ」

　現在の《国際魔導騎士連盟》の長、《白髭公》アーサー・ブライト。

　当時英国軍の主力として従軍していた彼は、イタリアを降伏へ追い込んだ折に、この戦争の背後に《暴君》──《解放軍リベリオン》が存在していることに気付いた。

　その者たちこそが真に倒すべき敵なのだと。

　故に、彼はそれを成すため行動を開始する。

《白髭公》は《暴君》の洗脳による警戒網をかいくぐるべく、自身が特に信頼を置いている伐刀者ブレイザーたちに秘密裏に連絡をとり、枢軸・連合の枠組みを超えた特務部隊を結成した。

「そして《解放軍リベリオン》のアジトに急襲をかけ、《暴君》に深手を負わせ撃退した」

　このときの功労者が《大本営》の意向を無視し独断で《侍局》を動かし、《白髭公》と共に《暴君》に斬きり込んだ黒鉄くろがね龍馬りょうまをはじめとする、後に《国際魔導騎士連盟》の重鎮となる国家の主戦力たちだ。

　それによって《暴君》の洗脳が解け、拡大する戦火にようやく歯止めがかかった。

　世界は平和に向け歩み寄れるようになったのだ。

「合衆国もリョウマ・クロガネに受けたミッドウェーの屈辱を飲み込み、彼らの活動の成果に免じて東京への報復作戦を中止し、講和に応じてやった。しかし──それは間違いだった」

　エイブラハムが言葉を区切る。

　同時に、重い音を響かせて地の底へ向かっていたエレベーターが停止した。

「我々は欺かれていたのだ。今の《国際魔導騎士連盟》によって」

　停止したエレベーターの扉が開く。

　眼前に広がるのは、エレベーターから漏もれる明かり程度では照らし出せないほど深く濃い、無明むみょうの闇。

　その闇に対して、エイブラハムは歩みだし、数歩進んだ後に手を振るう。

　すると彼の手から火炎が生まれ、周囲に散って闇を暴あばいた。

「……これは！」

　凛奈は息を呑のみ、サラは目を見開く。

　暴かれた地下のドーム状の空間。

　その中央に存在していたのは、玉座。

　そして──その玉座に座す一人の中年の男。

　この場所にいる人間は、一人しかいない。


「……あれが、《暴君》…………」



《解放軍リベリオン》に出入りして長いサラと凛奈だが、玉座は幹部である《十二使徒ナンバーズ》しか立ち入りを許されていない場所なので、《暴君》の姿を見るのは初めてだった。

　一体どんな人物なのか。

　興味を抱き、暴かれた闇に目を凝こらしながら近づく。

　だが──程なく違和感を覚えた。

　その違和感は、玉座に近づくほどに強くなり、

「ッ!?」

　やがてはっきりとその輪郭を帯びる。

　サラたちが近づいてきても微動だにしない《暴君》。

　それもそのはず──




《暴君》は、さながら虫の標本のように一振りの日本刀で磔はりつけにされたまま、凍り付いていたのだから。




　玉座に在ったのは、自身の霊装デバイスであろう血色の剣を手に、目を見開いたまま、憤怒ふんぬと驚愕きょうがくの表情で、凍り付いた凍死体。

　つまり──、

「これが《連盟》の偽りだ。《白髭公》とクロガネたちはこの場所で《暴君》に深手を負わせ、撃退したと報告した。だが真実はそうではない。《暴君》はもう半世紀以上前に死亡していたのだ」

　他ならぬ《白髭公》たちの手によって。

　しかし、それを《白髭公》たちは隠した。

「《連盟》はその事実を隠匿いんとくし、《暴君》が生存していると偽り、《解放軍リベリオン》という犯罪結社を掌握。無法な暴力を以もって世界を己おのれに利するよう動かしてきた。

　これは世界への背任はいにんに他ならない。

　貴様らは先ほど私の質問に世界の敵ではないと答えたが、詭弁きべんもいいところ。

　貴様らこそが世界の敵だ。──《国際魔導騎士連盟》」

　エイブラハムはバイザーを外し、《解放軍リベリオン》の幹部である晄三を睨にらみつける。

《十二使徒ナンバーズ》として《解放軍リベリオン》と《連盟》の仲立ちをしてきた彼の行為を咎とがめるように。

　この非難に対し晄三は、

「よくもまあそんな出まかせを恥ずかしげもなく口にできるものだな」

　侮蔑ぶべつを語気に込めて、エイブラハムを睨み返した。

「それもよりにもよってお前がな。《超人》エイブラハム・カーター」





◆◇◆◇◆






　エイブラハムが非難した事柄。

　それらは概おおむね──事実だ。

　風祭晄三の存在がそれを証明している。

　彼は《解放軍リベリオン》に多額の資金援助を行い、その見返りとして世界規模の犯罪や紛争をコントロール。それを見越した形での先行投資で多くの利益りえきを得てきた戦争屋だ。

　戦後の《風祭財閥》の躍進は、こうした裏社会とのつながりによって成されたもの。

　だが──

　その行為は実のところ、利益を得ることを目的としたものではなく、《解放軍リベリオン》が多く抱える《隻腕せきわんの剣聖》や《傀儡王》のような悪、テロリストに自らを信頼させるためのカモフラージュ。

　彼が《解放軍リベリオン》に属していた本当の目的は、日本──ひいては《連盟》の駒こまとして悪の中枢に入り込み、豊富な資金力で得た発言権により《解放軍リベリオン》の行動をある程度恣意しい的にコントロールすることだった。

　故に、これを世界に対する背任と咎められれば、まさにその通りだろう。

　晄三自身もそれを否定するつもりはない。

　しかし──、彼はエイブラハムの非難に憤りを露あらわにする。

　なぜなら、エイブラハムの非難が事実であっても真実ではないからだ。

　一点、大きく真実と乖離かいりしている部分がある。

　エイブラハムが恣意的に捻ねじ曲げた部分がある。

　それは、

「確かに《暴君》の死亡を俺たちは隠ぺいした。だがそれは自らの利益のためではない。アメリカ！　お前たち今の《大国同盟ユニオン》も承知のことだろうが！」

　そう。

　エイブラハムが合衆国をはじめとする《大国同盟ユニオン》を、さも《連盟》に欺あざむかれた被害者のように語った点だ。

「あの時、《暴君》の謀略により引き起こされた大戦のせいで、世界は傷ついていた。誰だれもが血を流し、その怨嗟えんさは深く、いつ何処で大戦が再開されてもおかしくなかった。そんな不安定な情勢下で《暴君》という要かなめを失えば、裏社会の悪党どもが何をしでかすか……」

　無法者たちが世界のあちらこちらで無秩序に暴れだす。

　手に負えない事態になるのは目に見えていた。

　それに煽られた世界が、大戦で芽生えた憎しみのまま、再び戦火に飲み込まれるであろうことも。

「あのとき、世界には冷静になる時間が必要だったのだ。

　そのためにも、戦後の情勢下で《解放軍リベリオン》という枠組みを失うわけにはいかなかった。

　その共通認識があったからこそ、今の《連合》《同盟》両勢力の主要国家は思想や因縁を超えて一堂に会し、《解放軍リベリオン》という必要悪を維持することを決定したのだろうが！」

　犯罪勢力にある種のベクトルを与えて管理しつつ、《解放軍リベリオン》という武力を恣意的に操作し、三竦さんすくみの世界構造を崩しかねない動きを叩たたく。

　所詮しょせんはテロリストの集まり故、時折はねっかえりが局地的な問題を起こすことはあったが、大局的な見地からみればこのシステムは今日までとても優秀な働きをした。

「それを知らないとは言わせんぞ。俺と同じ《十二使徒ナンバーズ》の一人、《大国同盟ユニオン》側の人間として《解放軍リベリオン》に参加している──《大教授グランドプロフェッサー》の息子であるお前がな！」

　そう。

　つまりは《解放軍リベリオン》にまつわる欺瞞ぎまんについては、エイブラハムたち《同盟》側も共犯なのだ。

　それはある意味当然のこと。

　世界の二大勢力が合意していなければ、このような巨大な欺瞞を一世紀近く維持することはとてもかなわないのだから。

　だというのに、

「知らん。そんな事実は存在しない。全すべては《連盟》が行ったことだ」

　エイブラハムは再度しらをきった。

　ぶっきらぼうに、雑とすら感じるほど頑かたくなな態度で。

「ッ！　いい加減にしろ！　いったい何のつもりだ、エイブラハム！」

　なぜわかり切った噓うそを吐つくのか。

　エイブラハムの意図が読めず、晄三は苛立いらだちを露わにする。

　だが、一方で、

「……なるほど。そういうことか」

「月影？」

　今まで黙ってエイブラハムについてきていた月影獏牙は、彼のあまりに強引な態度にその意図を悟った。

「つまり《連盟》にすべての不都合を押し付けて、世界に向けて正義を名乗ろうというのだな」

「──ッ！」

　その言葉に晄三の表情が強張こわばる。

　当然だ。

　国家が正義を自称する理由。

　その目的は、近代現代の世界史においてたった一つ。

　つまりは──『開戦の口実』しかないのだから。

「またあの戦争を繰り返すつもりなのか。お前たち《大国同盟ユニオン》──いや合衆国は！」




「いかにも！」




　月影がエイブラハムに向かって詰問した、まさにその瞬間だった。

《暴君》の玉座の後ろから拍手が聞こえてきた。

　反射的にその場の全員が目を向ける。

　すると、玉座の影からのそりと一人の男が姿を見せた。

　白衣を纏まとった樽たるのような肥満体の老人だ。

　老人は全員の視線が自分に集まるのを見ると、満足げに目を細め拍手を止める。

　そしてポケットからはみ出していたボング水パイプに口をつけ、


「ふぅぅぅ～、ッ!?　げほっ、ゲホッ!?」



　咽むせた。

「チッ……安い葉っぱだ。あとで売人に文句をいってやらなければなァ」

　文句を言ってボングを岩肌の床に叩きつける肥満体の老人。

　そんな自分を見る周囲の目が痛いことに気付いた老人は、おどけるように肩をすくめてみせる。

「あー。そんな目で見ないでもらいたいなぁ。君たちの島国では御法度のようだが、我が国では合法な嗜好しこう品なんだよコレは」

　だが晄三たちの視線が険を帯びているのは、彼が大麻を吸っていたからではない。

　この肥満体の老人が、今まさに話題になっていたアメリカ合衆国の重鎮。

　アメリカ合衆国の連邦準備制度理事会議長にして、風祭晄三と同じ《解放軍リベリオン》の最高幹部《十二使徒ナンバーズ》の一人、《大教授グランドプロフェッサー》カール・アイランズだ。

「サラ君。久しぶりだ。その後どうだい。体の調子は」


「…………」



　サラは自らの持病をこの男に治療してもらった過去がある。

　しかし、恩人ではあるが、今ばかりはサラもこの老人に好意的な視線を向けない。

　当然、晄三たちの敵意はより強い。


「アイランズ、貴様……ッ！」



　自分たちを息子エイブラハムに拘束させたこと。

　そのエイブラハムが語った《同盟》にとって都合のいい出鱈目でたらめ。

　その出鱈目を押し通した先の思惑おもわく。

　すべてに対する憤怒を込めて、晄三はアイランズを睨みつける。

　まさに鬼のような形相だ。

　だが絶対的優位に立つアイランズはこれに毛ほども臆おくさず、

「ハハハ。あまり興奮されると血管が切れますよ。風祭総帥。《傀儡王》によって大戦後から続いてきた世界の構造が破壊された今、世界は新しい時代へ否応なく動き出している。ならば、その時代のイニシアチブを手にするために行動するのは、国家として当然のことでしょう。違うかな？」

　そう、せせら笑いを浮かべながら言ってのける。

　つまりは月影の予想が的を射たものであると。

　悪びれる様子もなく。

「そしてそのためには貴方あなたたちの協力が必要だ。……近くの米軍基地に部屋を用意している。話はそちらでしようじゃないか」





◆◇◆◇◆






　月影たちを拘束した《サイオン》は、《暴君》の死体を回収した後《解放軍リベリオン》アジトから撤収した。

《隻腕の剣聖》によって頭を切り飛ばされた山々は、再び無人の静寂に包まれる。

　だが、《サイオン》が立ち去ってから二日ほど後。

　彼らが踏み荒らした万年雪を、風がようやく均ならした頃。

　新たに一人の青年が、その雪面に足跡をつけた。


「…………」



　山間を吹き抜ける風に靡く襤褸ぼろ。

　その下に覗のぞく和装と、鍛え抜かれた体軀。

　長かった髪をバッサリと刈り込み、いささか雰囲気が変わっていたが、研とぎ澄すまされた刃の切っ先を思わせる眼光の鋭さ、その青年が誰かを言葉よりも雄弁に語る。

　日本刀よりも一回り大きな野太刀のだちを手に現れたのは、《風かぜの剣帝けんてい》黒鉄王馬おうまだ。

　王馬は《七星剣武祭しちせいけんぶさい》が終わった後、大陸に渡り真っすぐこの場所を目指してきた。

　目的は一つ。

　かつて屈辱を味わった《暴君》に、その借りを返すためだ。

　だがようやく目的地であるアルプス山脈に入った直後。

　思いもかけぬ呼び出しが、彼が所有する国立暁あかつき学園の電子生徒手帳に入った。

　相手を見て、王馬自身も驚く。

　自分に連絡を寄越してくる奇特きとくな人間が弟以外いるとは思っていなかったからだ。

　いい加減使い方を忘れかけていた通話に出ると、彼女は言った。




　──助けて。と。




　呼び出しで指定された場所は、奇くしくも自分の目的地と同じだった。

　足を速めた王馬はアルプスを突っ切り、崩壊した《解放軍リベリオン》アジトに到着する。

　王馬はぐるりと辺りをねめつけるように見回すが、自分以外の人間はいない。

　呼び出した本人は一体どこに。

　その疑問に、

「まって、いました……」

　声が答える。

　すぐ隣、誰もいなかったはずの場所から聞こえてくる声。

　振り向くと、何も無い空間にじんわりと人影が浮かび上がる。

　それは王馬の知る、王馬をこの場に呼び出した人物、シャルロット・コルデーだった。

「貴方が、近くに居てよかった……」

「サラの伐刀絶技ノウブルアーツか」

《路傍ろぼうのストーングレイ》

　色や絵によって自身のイメージを具現化する《血塗れのダ・ヴィンチ》サラ・ブラッドリリーの魔術で、色を塗った対象に他人の意識を散らすジャミングを施す技だ。

　シャルロットはそれを施されていた故に、路傍の石のように視界に入っても気に止まらないモノになっていた。

　だが彼女自身が王馬に声をかけたことで、魔術が解けたのだ。

　しゃべる石は存在しないからだ。

　王馬はそれを理解し、同時に察する。

　そんな魔術を施さなければならなかった状況に、彼女たちが在ったのだと。

「風祭たちはどこだ」


「……おじょうさま、は、攫さらわれました。……相手は、米軍です…………」



「アメリカだと」
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「おねがい…………おじょうさまを、凛奈お嬢さまを助けてください……ッ！」



　ヨロヨロと王馬に近づき、縋りついて懇願するシャルロット。

　その体は氷のように冷たく、指は凍傷で変色していた。

　王馬が来るまでの間、万年雪が積もるふきっさらしのこの場所で待っていたのだから当然だ。

　どこかに身を潜めればいいものを、一秒でも早く、王馬に主の危機を伝えるために。

　そんなシャルロットの捨て身の忠義を目にした王馬は、

「米軍が向かった方角を教えろ」

　自分が羽織はおっていた襤褸の外套を彼女に被かぶせ、問うた。

　シャルロットはもうかじかんで上手うまく口がきけないのか、指で《サイオン》のヘリが飛び立った方角を示す。

　それで十分だった。

　王馬は己の霊装デバイス《龍爪リュウヅメ》を空に掲げ、

「《龍眼りゅうがん》」

　風を読む。

　風に聞く。

　風に散らされた魔力の残滓と、風の通り抜けた軌跡を追い、彼が知る魔力の行方ゆくえを手繰る。

　程なく──王馬はその行方を突き止めた。
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　チェコスロバキア。

　かつての大戦でナチスドイツにより大きな被害を受けた国で、戦後は英国を中心にした《連盟》と共同歩調をとっていたが、日本に続きイタリア、ドイツなどの枢軸すうじく国が次々と《連盟》入りしたのを契機に《連盟》と距離を置くようになり、入れ替わるように米国の影響を強く受けるようになった国だ。

　国内にはいくつかの米軍基地が存在し、月影つきかげ獏牙ばくが、風祭かざまつり晄三こうぞう、風祭凛奈りんな、サラの四人はアルプスからそのうちの一つ、タトラ山脈を背にした基地へ連行された。

　基地の深部。

　鋼鉄の扉が閉ざす部屋。

　天井てんじょうから吊つるされた白熱灯一つしか光源のないその部屋の中に、月影と晄三の二人はいた。

　二人は椅子いすにアルミ製のダクトテープで縛り付けられており、うな垂れている。

　背後に《超人ザ・ヒーロー》エイブラハムが立ち、二人の後頭部に両手をかざしている。

　かざした手の平からは、青い魔力が零こぼれていた。

「[image: ]……、……ぅ」

　魔力の輝きがわずかに強くなる。

　光度が増すにつれ二人の身体はガクガクと震え、口から吐しゃ物を零す。

《精神操作マインドコントロール》

　二人は今、《超人》の能力によって合衆国にとって都合のいい証言をする証人になるよう、洗脳を施されているのだ。

　しかし、


「…………」



　その進捗しんちょくは芳かんばしくない。

　この基地に到着してから三日超。

　一睡も許されずに脳味噌を魔力の探針で引ひっ搔かき回されている二人だったが、共に強靭な精神力でこの洗脳を跳ね除け、突き刺すような敵意の眼光を対面に座る《大教授グランドプロフェッサー》カール・アイランズに向け続けていた。


「はぁぁ～……。ずいぶんとまあ、しぶといことだ。ご両人」



　アイランズはマリファナの煙を吐き出すと、エイブラハムに一度手を止めさせ、呆あきれたように肩をすくめる。

「超能力者である月影君はともかくとして、まさかただの人間の貴方あなたまでエイブの洗脳にここまで抵抗するとは、正直驚きですよ。総帥」


「……なめるなよ、アメ公のガキが……。こんなもの、…………あの戦争をくぐってきた俺おれにとっては屁へでもないわ……ッ」



「ああやだやだ、年寄りっていうのはどうしてこう頑固なんだか。まあこっちとしては日本国首相の月影君が落ちてくれれば、最低限の目的は達成できるわけなんだが、そろそろ無駄な足搔あがきはやめたらどうだ？　ん？」

　瀕死ひんしの晄三から視線を月影の方へ向け、アイランズは問う。

　これに月影は老齢な晄三ほどではないが、やはり酷く疲弊した顔を持ち上げて、問いを投げ返す。

「Ｍｒ．アイランズ……」

「なんだい？」

「……アメリカは、合衆国は、今や《大国同盟ユニオン》の中でも群を抜く大国だ。……当然小国が中心の《連盟》では勝負にもならない……、そうではないのか」

「……？　ああ、そうだとも。それが？」

「だというのにっ、こんなやり方で世界の正義の下、戦争を起こして……今をただ静かに生きている人々の命を脅おびやかしてまで、これ以上何故なぜ巨大になろうとするのだ……!?」

　月影の脳裏のうりに浮かぶのは、いつか己おのれの『歴史を視る能力』が見せた予知夢。

　赫々かくかくとした炎に包まれた東京の姿だ。

　オル＝ゴールの反乱による第三勢力《解放軍リベリオン》の事実上の機能不全。

　それを歴史の転換点として動き出した《大国同盟ユニオン》は、世界正義を名乗ることで再び世界を巻き込む戦乱を起こそうとしている。

　この今現在の行きつく先に件くだんの未来があるというのなら、そうまでして《大国同盟ユニオン》を主導する合衆国が欲しているものはなんなのか。

　それを月影は詰問する。

　疲労と苦痛に青白くなった顔を、怒りの形相ぎょうそうに歪ゆがめて。

　その形相、そこに滲にじむ必死さを目にし、アイランズはニヤリとマリファナのヤニで黄ばんだ歯をのぞかせ嗤わらった。

「ははぁん。なるほどそうか。月影君。君、何かを視たな」


「…………」



「自分の後援者である風祭総帥を通じて《解放軍リベリオン》の力を引き入れた奇怪な行動も、そのあたりが理由というところか。なるほどなるほど。合点がいったぞ」

「私のことはどうでもいい。質問に答えてもらいたい」

　語気を強め、重ねて問う月影。

　これにアイランズは「いいだろう」と応じた。
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「確かに、合衆国は大国だ。人口こそ中国に劣るが、経済規模も加味したトータルの国力で見れば、まさに世界一だろう。

　でも、それだけではダメだ。まるで足りない。我々合衆国は、合衆国以外の《連盟》《同盟》全ての国家を合わせたソレよりも圧倒的な力を持ちたいのだよ」

「……っ、！」

「誰だれ一人合衆国に後ろ指を指せない程の力。それこそ邪魔になる他国の人間を公然と撃ち殺しても誰もそれを咎とがめられないほどの力。合衆国が目指しているのはそういう力を持つ国家なのだよ」

　そして、そのためには比類ない圧倒的な軍事力や、世界のすべての国を依存させる巨大な経済力だけでは、──まだ足りない。

「『正義』が必要だ。世界の誰もが納得するしかない絶対的な『正義』と、その『正義』の執行者が合衆国であるという認識が」

　つまり、《連盟》に戦後の欺瞞ぎまんの罪を被かぶせるのはその作戦の一環なのだ。

　合衆国が『正義』の執行者としての立場を確立するための。

「世界の悪である《連盟》を告発し、完膚かんぷなきまでに粉砕し、過剰なまでに擦すり潰つぶし、世界に合衆国の正しさと恐怖を刻み込む。そしてやがては合衆国の意志それ自体が『世界正義』となる世界を作り上げる。それが我が合衆国の描く新時代──」




「馬鹿ばかげているッッ！」




　アイランズの口が閉じるのを待たずに、月影は吼ほえた。

「我々人間が言葉を持つのはなんのためだ……！　心を持つのはなんのためだ……！　すべてを暴力で押し通すつもりか！　そんな行き過ぎた力を手に入れるために世界を燃やす戦争をもう一度始めようなどと……愚かしいにもほどがある！　そんなことは合衆国の国民も望まないはずだ！　違うか！」

　だが、これにアイランズは堪たえかねたように噴き出す。

「ハハハッ！　これはまたおかしなことを言う政治家も居たものだ。別に国民が望もうが望むまいがどうでもいいことじゃあないか。どうせ戦争が起きたとしても政財界人われわれが前線に出ることなどないのだから」


「ッ……！」



　力により覇権を維持する。

　そんなものは政治家の怠慢だ。

　言葉を用いた交渉も、理性に沿う協調も、何もかもを放棄してただ我を通す。

　通せる世界を作り、維持するために、他国と自国の若者に血を流させる。

　自分たちは決して戦火の及およばない場所でのうのうとそれを観戦しながら。

　それは民主国家のあるべき姿ではない。

　許されるべき所業ではない。

　だから月影は激怒するがアイランズは気にも留めない。

　それは彼が、政財界人のために貧乏な何の地位もない国民が犠牲を強いられるのは当然だと考えている人間だからであることと、もう一つ、彼自身にもこの合衆国上層部の行動を肯定するだけの理由があるからだ。

「……とまあ、以上は大統領たちの考えを代弁したわけだが、私としては『世界正義』だの『新時代』だのはあまり興味のない話でね」

「なに？」

「ほら、知っての通り私は超能力の研究者なのだから。政財界での活動はそのための資金調達に過ぎないんだよ。

　とはいえ資金だけではなかなかどうにも都合がつかない問題もあってね。

　例えば──人体実験のための被験者を集めること。

　やはり倫理の目はどこにでもあるもので、超能力者という存在の究明も、非能力者を超能力者に変化させる研究も、生体の解剖や実験がなかなか数をこなせない。乳幼児の実験となると特に難しい。

《解放軍リベリオン》という犯罪組織を経由すればあるいはと期待して、この役割を引き受けたものの、そこの老人がとにかくうるさくて思うように拉致らちもできない。

　──正直フラストレーションがたまっていた。

　そんな時だ。大統領が私にこの話を持ってきたのは。

　合衆国の『世界正義』が執行された暁に造られる、『戦犯国』である《連盟》の人間を収容する、管理者権限という付録付きでね。

《連盟》の伐刀者ブレイザーや国民を自由にモルモットにできるというのは、非常に魅力的なんだよ。生粋きっすいの《魔人デスペラード》の標本はまだ採れていないから、ぜひ欲しい。……まあ私がこの計画に加担しているのはそういう私的な理由があるからなんだ」

「このマッド野郎が……ッ」

　息も絶え絶えに侮蔑ぶべつを吐き出す晄三。

　そんな晄三の空元気をアイランズは鼻で笑って、

「まあそんなマッドな私としては、どうあっても君たちに《連盟》と日本の罪を法廷で証言してもらわないといけないわけだ。どうだろう。もちろんタダとは言わないぞ」

　椅子から立ち上がると月影の耳元で囁ささやく。

「《連盟》を粛清する第三次世界大戦、合衆国はその戦いで日本という国を、『世界正義』誕生のシンボルとして徹底的に破壊するつもりだが……我々に協力してくれるなら、君たちの縁者だけはその戦いが始まる前に保護してあげよう。もちろん三代先までの生活保障付きでだ。どうだ？　悪くないだろう？」

「プッ！」

　アイランズに月影は言葉ではなく態度で返答する。

　彼は唾つばをアイランズの顔に吐きかけた。

　それを見た晄三はゲラゲラと声を上げて笑った。

「ハ、ハハハッ！　やるじゃないか月影！　胸がスッとしたぞ！」

　だが、当然アイランズは笑っていない。

　笑えない。

　彼は大きく息を吐き出し、頰ほおについた唾液を拭ぬぐうと、

「……ふんッ!!」

「っ[image: ]～～!!」

　自分の霊装デバイス──肉色の銃を取り出し月影の耳を撃った。

　月影の耳たぶに撃ち込まれたのは肉の弾丸。

　それは月影の身体の中に入り込むと周囲の細胞に働きかけ、それらを変異させる。

　月影の耳は折りたたまれるように小さくなり、彼の耳があった場所には歪いびつな歯並びの人間の口が生まれた。

　その口はニタニタいやらしく口唇こうしんを歪ゆがめ、

『クスクス、クスクス、キキキキ』


「ぐ、、[image: ]、[image: ][image: ]ァアア……ッ！」



「おい。感情的になるな」

「なっちゃいないさ。一生耳元で笑い声が聞こえ続けるようになっただけだ」

　エイブラハムの注意にアイランズはそう返すと、霊装デバイスを消す。

　そして椅子に戻ると、

「仕方ない。ここは、力の加え方を変えることにしよう。エイブ。モニターをつけてくれ」

　エイブラハムに指示を飛ばした。

　エイブラハムはこれに応じ、アイランズの後ろ、コンクリートの壁面に何の洒落しゃれっ気けもなく取り付けられた巨大なモニターの電源を入れる。

　そこに映し出された映像は、

「ッッ──!?　凛奈!!　サラッッ!!」

　月影や晄三たちと同じように椅子に縛り付けられた、二人の姿だった。





◆◇◆◇◆






「アイランズゥッ!!　貴様、俺の娘たちに何をしたァァッ!!」

　服を脱がされダクトテープで身体を椅子に固定されている娘の無残な姿に、晄三が血を吐きながら叫ぶ。

　三日間、一滴の水も与えられなかった喉のどが自分自身の声で裂けたのだろう。

　そんな必死な有様ありさまにアイランズは酷薄こくはくな笑いを返す。

「別にまだ何もしちゃいないとも。今は、まだ。引火が面倒だから服は脱がさせてもらったが」

「引火、だと!?　っ!!」

「幻想形態は人間の肉体を傷つけず、魂のみに作用する力なのはお二人も知っての通りだ。

　強い催眠にも似た効果で負傷の痛みこそ感じるが肉体に損傷は与えない。

　その特性は『刃引き』などと呼ばれ、これを生かして超能力者──連盟で言う伐刀者ブレイザーはより実戦的な訓練を行うわけだ。

　──がこれにはもう一つ、とても有意義な使い道が存在する。ナニかわかるかね？」

『ッ、』

　モニターからかみ殺すような小さな悲鳴が聞こえる。

　晄三が慌ててモニターに視線を戻すと、全身防護服を着た《サイオン》の隊員が二人、共に腕に火炎を纏まとわせながら、娘たちに近づく姿が映し出されていた。

「そう、拷問ごうもんだ」


「ッッ～～～～……！」



「もう状況はおわかりだろう？　君たちが我々合衆国の要求に従ってくれないなら、彼女たちを拷問する。《発火能力パイロキネシス》の炎で顔面を焼く。幻想形態なので痛覚が焼き潰れるという終わりはない。君たちが恭順するまで何時間でも何日でも脳を煮立たせてやる」

「貴様ぁああっ!!」

「返事はハイかイエスで受け付けようか」

『パパぁ!!』

「っ！」

　凛奈の声に振り向く。

　そこにはこれから自分の身に起きることに顔を真まっ青さおにしながらも、気丈に笑顔を見せる娘がいた。

『凛奈は平気！　こんな奴やつらに何されたって、音ねなんてあげない！　だからこんな奴らの言うこと聞かなくていいから！』

「凛奈……ッ」

『この世界の偽りの、だけど貴い平和を維持する黒幕フィクサー。それが風祭だってパパいつも言ってたじゃない！　凛奈だって風祭だもん！　こんな奴らに負けないわ！』

　そうまるで自分自身を鼓舞するよう啖呵たんかを切ると、凛奈は自分と同じように囚とらわれているサラに、いつもの芝居がかった口調で命じる。

『サラ、お前も我が眷属けんぞくだ！　付き合ってもらうぞ……！』

『……わかってる。私も、私を受け入れてもらったこと、感謝してるから』

　これにサラも頷うなずき、自分を養子に迎え入れてくれた風祭に報いようと唇を食いしばった。

「お、お前たち……っ」

　二人の覚悟は本物だった。

　二人が《サイオン》の目を盗んで隠したシャルロット。

　彼女が助けを呼んできてくれるまで、何をされても耐えきって見せる。

　表情にその決意がにじんでいた。

　──だが、

「やれ」




『ぎゃあぁあああああああああ!!!!』




　痛みと恐怖は人の決意を容易たやすくへし折る。

　叫び声を上げまいと食いしばっていた唇は一瞬にして解けた。

　頭部を挟み込むように摑つかむ火炎の腕。

　その炎に顔を焼かれた二人の叫びが狭い部屋を満たす。


『あづいあづいあづいあ[image: ]ぁあぁ[image: ]あ～～～～ッッ!!!!』



『ギぃ、ィ[image: ]ぃぃい[image: ]ぃ[image: ]ィイ!!!!』

「やめろおおお！　やめさせろアイランズ──ッッ!!」

　苦痛から逃れようとのた打ち回る二人。

　しかし火炎の腕は二人をがっちりと押さえる。

　これが本当の火炎ならば、二人の顔の肉はとうに溶け落ち、頭蓋ずがいも焼け崩れていただろう。だが幻想形態は強烈な催眠のようなもの。

　痛覚神経は焼け落ちることなく、脳が煮えたぎる苦痛がいつまでも続く。

　当然、そんなものに耐えられるはずがなく、十分ほど絶叫と激しい痙攣けいれんが続いた後、二人は泡を吹きながら意識を失う。

『気絶した』

『こちらも気絶した』

「口ばかり生意気で我慢の足りないガキどもだ。叩たたき起こせ」

　アイランズの命令に従い、《サイオン》の隊員が二人を叩き起こすため顔面を殴打する。

　その光景は、とても人の親が耐えられるものではなかった。

「わかった！　わかったからもうやめてくれえ！」

「わかったとは？」

「お前の、言う通りにする……！　だからこれ以上娘たちを傷つけないでくれッ！」

「その言葉が聞きたかった」

　先ほどまでの威勢も失せ、懇願する晄三にアイランズは満足げに頷く。

　だが、

「……しかし、風祭総帥だけではダメだ。確かに日本最大の財閥が《解放軍リベリオン》の黒幕だった、というシナリオは衝撃的だが、それでは世界は動かない。

　──《連盟》。やはり《連盟》が黒幕でなければダメだ。《連盟》の重鎮である日本の首相、その本人の口から語られる自供でなければ。なあ月影君？」


「…………」



「風祭総帥はこう言っているが、君も同じように協力してくれるかな？」

「月影ッ！　頼む!!」

　アイランズは月影に水を向ける。

　晄三も自らの信念をかなぐり捨て、娘のために月影に同調を願う。

　──しかし、

「申し訳ありませんが、それはできない」

　月影は首を縦に振らなかった。

「……つまり彼女たちを見捨てると、そういうのかな。月影総理」


「…………」



「幻想形態といっても苦痛は本物だ。強靭きょうじんな精神力の持ち主ならそれを気迫で抑え込むことはできるが、それは気力が充実していればの話。何時間も何日も責め続けられたら、必ず精神の方に限界が来る。これまで、どんな屈強な戦士でもそうだった。

　……拷問で壊れた人間というのは悲惨だよ？

　自律神経がおかしくなって糞尿を垂れ流す。不意に聞こえたほんのわずかな物音に泣き叫び、肉が裂けるほど皮膚を搔かきむしる。私としては、こんな若い少女たちをそうしてしまうのは実に心が痛むのだが、月影君は違うというのかな？」

「月影ェッ！　お前の気持ちはわかる！　だがお願いだ！　従うと言ってくれェッ!!」

　月影は唇を血がにじむほど嚙かむ。

　彼は政界に入る前から風祭晄三と親交を持っている。

　だから凛奈のことは赤子のときから知っているし、サラとも養子に来た当時からの付き合いだ。

　他人ではない。

　二人は月影にとって親戚の子供のようなものだ。

　そんな二人が痛めつけられる状況は、晄三だけでなく月影の心をも搔きむしる。

　だが、それでも、──譲れない一線がある。

「……私は日本の国民に信任を受けた政治家だ。国民の信任によって国民の主権を預かっている。だから彼らをあの未来の悪夢から救うためならなんだってする。どんな汚いことだって厭わない！　でも、売国奴ばいこくどにはなれない……ッ!!」


「月影ぇ……ッ」



　晄三もまた月影よりもずっと前から、日本のために尽くしてきた人間。

　彼の行動も、彼が感じる責任も、痛いほどわかる。

　だから呻うめくことしかできない。

　一方でアイランズは月影の解答に落胆を見せた。

　彼は残念だと首を振って、モニターに振り返る。

「ということだ。君たちには今からとてもとても悲惨な目にあってもらう」

『あがっ、』

『っ、ぐ！』

　無理矢理覚醒かくせいさせられた二人の少女の口に、《サイオン》の隊員の指がねじ込まれる。

《発火能力パイロキネシス》を有する指が、だ。

　今から何が始まるのか。

　それを理解した凛奈とサラの目から、恐怖と絶望の涙がこぼれる。

「だが君たちが月影君に助けを求めれば、月影君も考えを改めるかもしれない。だから、がんばっていい声で鳴いておくれよ。お嬢さんたち」

「よせぇえええええ!!!!」




　そのときだ。




「「「ッッッ────────!?!?!?」」」

　突然、大地を揺らすほどの衝撃と何かが破壊される轟音ごうおんが響き、それに一拍遅れ基地内の放送設備からけたたましい警報が発せられた。

「なんの騒ぎだ。エイブ」

　アイランズの問いにエイブラハムはしばし沈黙。

　自らの能力で事態を掌握し、──答えた。

「侵入者エネミーだ」





◆◇◆◇◆






　タトラ米軍基地。

　その軍事施設は周囲を高さ10メートルほどのコンクリート塀に囲まれており、侵入は容易ではない。

　だが、そんな外壁も伐刀者ブレイザーには無意味だ。

　圧縮された空気圧くうきあつの砲弾が、外壁の一辺に直撃。

《風の剣帝》黒鉄くろがね王馬おうまは、その破壊により出来た入り口から悠々と中に入った。

《龍眼りゅうがん》によって凛奈たちの魔力を追いかけてきた先に、彼はこの場所を発見したのだ。

　もちろん、魔力の出所の詳細な位置も。

　王馬は日本刀より一回り巨大な野太刀の霊装デバイス《龍爪リュウヅメ》で、米軍基地の一角、夜間照明に照らされた白い円柱の建物を指し示す。

「風祭たちはあの建物の中だ」

「わかるんですか？」

　頷くと、王馬は小脇こわきに抱えてきたシャルロットを地面に下ろす。

　そして、

「《天龍具足てんりゅうぐそく》」

　彼女に風をまとわせる。

　シャルロットを包んだ風はその気流によって大気をゆがめ、光の屈折率を変化。

　彼女の姿を光学的に不可視にした。

「さっさと助け出してこい。五月蠅うるさいのはオレが引き付ける」

「感謝します。王馬……！」

　シャルロットの足音が遠くなる。

　直後、けたたましい警報音と共に、無数のサーチライトの光が王馬を照らし、数十人の武装した兵士が彼の周りに集まってきた。

「フリーズ!!　このクソガキがァ！」

「よりにもよって米軍の基地に殴り込みをかけるなんざ、殺される覚悟は当然出来てるんだろぉなあッ!?」

「……それはこちらのセリフだ」

「んだとぉ!?」

「おいめんどくせえ！　どうせ生かして帰しゃしねえんだ。撃っちまえ！」

　言うと兵士たちは一斉に引き金を引く。

　軍事施設への攻撃。

　そんなものは戦争行為も同然だ。

　当然子供だろうと容赦はしない。

　米軍に支給されている装備はすべて、対伐刀者ブレイザーでも殺傷できる規格として作られている。

　そんな機関銃を数十丁も並べての一斉射撃。

　通常の拳銃程度ならただの打撲まで威力を減衰させられる伐刀者ブレイザーといえど、こんな暴力を受けてはひとたまりも無い。

　──しかしそれは、当たれば、の話だ。

「な、なんだ!?　当たってねえのか!?」

「すり抜けている……!?」

「いや！　違う！　弾が全部明後日あさっての方向に飛んで行っちまってる！」

　兵士たちは砂ぼこりを見て気付く。

　自分たちが王馬一点に集めているはずの火線。

　それが彼の手前でぐにゃりと捻ねじ曲げられ、四方八方に散らばっていることに。

　王馬の能力は『風』。

　彼はその力を用い飛来する銃弾を流しているのだ。

　そして、

「それはこちらのセリフだと言ったぞ。伐刀者ブレイザーでないにしろ銃を手に引き金を引いた以上、死ぬ覚悟はできているんだろうな」

　もちろん彼は守ってばかりいるような性格ではない。

　戦う意思を示すというのなら、相手をするまで。

「《無空結界・惨》」


「「「っ…………!?」」」



　王馬が《龍爪リュウヅメ》を夜天に振り上げる。

　瞬間、身体が浮きそうになるほどの突風が、兵士らの足元から吹き上げた。

　いったいなんだ。

　その疑問は、すぐに現象として現れる。

「が、っ!?　いきが、できない……!?」

　風によって空気を巻き上げる。

　それが王馬の《無空結界》。

　しかし、この《無空結界・惨》はそれだけでは済まない。

　直後、彼らの耳から、口から、鼻から、汗腺かんせんから──赤い蒸気が吹き上がり始める。

　それは──気化した彼らの体液である。

「ぐあああっ!?　血が、血が沸騰ふっとうするううう!?」

「ひいぃい、ひぎゃああああ!!」

　物の状態と気圧きあつには密接な関係がある。

　真空状態により肉体に含まれる水分の沸点が極限まで低下。

　結果、自分自身の体温によって体液が沸騰し始めたのだ。

　やがて結界内の兵士たちは朽ち木のようになり、バタバタと崩れ落ちる。

　遅れて加勢にやってきた兵士たちは、この光景に愕然がくぜんとし、足を止めた。

「クソ！　なんだ!?　何が起きている!!」

「退け退け!!　そんな小僧、コイツで吹っ飛ばしてやる!!」

　兵士たちを散らし巨体が増援の先頭に現れる。

　けたたましい騒音を鳴らす鉄の塊。

　戦車だ。

　戦車は砲塔を回転させ王馬に狙ねらいを定めると、

「細切れになってぶっとべえやァッ!!」

　砲撃。

　砲塔が火を噴き、徹甲弾が吐き出される。

　秒速１０００メートルをゆうに超える速度で、20キログラムに迫る鉄の塊が。

　銃弾よりもはるかに巨大なエネルギーを持った砲弾。

　これほどの至近からならば、風の力で逸そらすことは不可能。

　それを、

「……え」

　王馬は五指を広げ、飛来した弾頭をあろうことか受けた。

　衝撃によって彼のつま先がアスファルトの地面を削る。

　削りながら10メートルほど押し込まれるも、王馬の背は曲がらず、彼は砲弾を受け止めた。

「て、手で、素手で戦車の徹甲弾を止めやがったァぁッ!?」

「返すぞ」

　そして彼の手のひらにぶつかって変形した砲弾を、力任せに投げ返す。

　投げ返された砲弾は戦車の右の履帯りたいにぶつかり、これを破損させた。

　足回りを壊され、身動きができなくなった戦車。

　これに王馬は、

「《刃旋風じんせんぷう》」

　追撃を加える。

　刀を振るい、斬撃ざんげきの竜巻を直線に打ち放つ。

　それはさながら削岩機のように射線上にいる兵士と戦車をズタズタに引き裂いた。

　燃料タンクが破損したのか、戦車から炎が吹き上がり、砲弾の火薬に引火。

　巨大な爆発ばくはつが戦車を一瞬にしてスクラップに変えた。

「い、いくら超能力者だからって、馬鹿げてる……！　コイツの『身体』は一体何で出来てやがるんだ!?」

　眼前に存在する次元の違う暴力。

　兵士たちはあまりに隔絶した敵の力に怖れ戦おののく。

　その時だ。

　兵士たちにとっての救いがやってきた。

『あーテステス。総員下がれ。繰り返す、総員戦闘中止、下がれ』

「Ｍｒ．アイランズ!?」

『その王馬君は若いが《連盟》のＡランク騎士、単騎で国際社会の勢力図を変化させ得ると判定を受けている存在だ。お前たちが束になってもどうにもならんぞ。後は私たち《サイオン》に任せたまえ』

　基地全体に響く放送の直後。

　王馬は月の光が翳かげったのを感じ、視線を上に向ける。

　そこには──

「────！」

　白銀の籠手こてを握り固め、拳こぶしを振り下ろすバイザーをかけた黒衣の男がいた。

　王馬は危なげない反応でこの拳を《龍爪リュウヅメ》で受ける。

　だが、

「《放電能力エレキネシス》」

　黒衣の男は拳が受けられたと見るや、五指を解き、刃を摑つかむ。

　そして摑んだ鉄に高圧の電流を流した。

　大気が爆はぜる様な音を伴い、電流が王馬の肉体を蹂躙じゅうりんする。

　だがその強烈な電撃に、

「フンッ!!」

　王馬は動じない。

　肉を引きつらせる痛みを意にも介さず、拳を握り固め、撃ち放つ。

　黒衣の男の右頰ほおを横殴りに殴りつけるフック。

「……!?」

　だが王馬の拳は虚空こくうを切った。

　突如、黒衣の男の姿が消えたからだ。

　これに王馬は違和感を覚える。

　彼は瞬まばたきをしていない。そして彼が能力を用いて感じることのできる大気の流れにも、人間大の物体が空間を移動した形跡がなかったからだ。

「高速移動ではないな。突然消えて、突然現れた」

　王馬はくるりと背後を振り返る。

　そこに黒衣の男は立っていた。

　彼は誰何すいかする。

「何者だ。お前」

「エイブラハム・カーター。合衆国の敵を駆逐する者だ」





◆◇◆◇◆






　切り替わった尋問室のモニター。

　映し出された王馬とエイブラハムの二人が、戦闘を開始する。

　王馬は野太刀《龍爪リュウヅメ》を、エイブラハムは白銀の籠手《ゴスペル》を、敵意を込めてぶつけ合う。

　その様子を見たアイランズは、

「米軍基地に殴り込みなんて一体どこの誰かと思ったけど、王馬君かぁ」

　椅子に腰を下ろし、安堵あんどの息をついた。

「相変わらず無茶するなぁ彼は。身の程を弁わきまえないというか。若いねぇ」

「……余裕ぶっている、場合でもないと思うがね。彼は君が今言った通りのＡランク騎士。その潜在能力は計り知れない」

「だとしても、何を恐れることがある。こちらには《魔人デスペラード》がいるんだぞ？」

　指摘してきた月影にアイランズはあくまでも横柄おうへいな態度で返す。

　しかしその自信も当然といえば当然だ。

《超人》エイブラハム・カーターは、大国アメリカ合衆国において最強の超能力者（アメリカにおける伐刀者ブレイザーの通称）なのだから。

「エイブラハム・カーター。能力は《超能力エスパー》。

《発火能力パイロキネシス》

《放電能力エレキネシス》

《瞬間移動テレポート》

《精神操作マインドコントロール》

　エトセトラエトセトラ……

　無数の異能を自在に操あやつる、攻守において無類の総合力を誇る《超人》だ。《風の剣帝》黒鉄王馬の実力は認めるが、まだまだ到底及ぶところではないさ」

　それに、

「なにより、あの二人の優劣はとうの昔についているのだから。そのあたり、風祭総帥はご存じだろう？」


「っ…………」



　チラリとアイランズは尋問で憔悴しょうすいしきった晄三に目を向ける。

　晄三は苦々しい表情をしていた。

「どういうことですか。総帥」

「……《暴君》の死は、世界のバランスを保つために絶対に隠し通さなければならないことだった。だから《十二使徒ナンバーズ》の中でも、《連盟》か《同盟》、どちらかの息がかかった者にしか知らされなかったのだが……、それを不審に思う者が出なかったわけじゃない」

　晄三は言う。

《隻腕せきわんの剣聖》のように《解放軍リベリオン》の思想そのものに共感を覚えていた者。

《傀儡王》のように『悪』を行うことを純粋に楽しんでいた者。

　そういった者たちは《解放軍リベリオン》としての行動に比較的素直に従ったが、《暴君》の伝説に憧あこがれる者、《暴君》にとって代わろうとする野心家、その類の者たちは、《暴君》との接触を禁じる《十二使徒ナンバーズ》の意向に疑問を持ち、暴あばこうとしたと。

「《連盟》《同盟》はこれに実力をもって対処した。それぞれが《暴君》に近づこうとする者に刺客を立て、闇やみに葬ってきた。その《同盟》側の刺客がエイブラハムだったのだ。そして《暴君》に近づこうという人間は《解放軍リベリオン》内部からだけでなく、外部からもやってきた。そのうちの一人が当時海外を渡り歩き修行していた黒鉄王馬だ」

　そして王馬はこのとき手痛い敗北を喫きっしている。

　彼の心に大きな挫折感を与える、強烈なトラウマと共に。

　だが《暴君》はとうに死んでいるのだから、彼が戦った相手が《暴君》であることはあり得ない。つまり──

「その時、王馬を撃退したのがエイブラハムなのだ」

　晄三の言葉にアイランズは満足げに頷く。

「そう……黒鉄王馬はすでに一度、《超人》エイブラハムに敗北しているんだよ。二人の優劣はとっくの昔に決着がついている。──ほらまた捕まった。こうなったらもう終わりだ」





◆◇◆◇◆






　サーチライトによって闇に切り抜かれるサークル。

　光の決闘場。

　二人の伐刀者ブレイザーは互いの暴力を交換する。

　王馬は間合いの長い野太刀。

　エイブラハムは拳。

　リーチでは王馬が勝るが、攻撃の回転力ではエイブラハムに分ぶがある。

　が、そんな見た目の有利不利など、彼ら伐刀者ブレイザーにはなんら関係がない。

　王馬は風の力で大気の摩擦係数をゼロにし、広い間合いを持ちながらも脅威的な回転力を以もって、中距離を制圧する。

　だがエイブラハムも《未来予知》と《瞬間移動テレポート》の併用でこれを易々と回避。

　王馬の間合い深くに滑り込み、拳を繰り出す。

　だがその拳は王馬の身体を打つ寸前で弾かれる。

　気流の鎧よろい。

《天龍具足》が吹き飛ばしたのだ。

　ぐらりとバランスを崩すエイブラハム。

　それを見逃さず殺し太刀たちを放つ王馬。

　エイブラハムは《瞬間移動テレポート》によってこれを危なげなく回避。

　──それが繰り返される。

　両者攻防共に高い完成度を誇る伐刀者ブレイザー。

　体術の冴さえ、魔術の威力、どちらも譲らず互いが互いに決め手を欠くまま、拳と刃をぶつけ合い、青と緑の魔力光を散らしあう。

　しかしこの両者の拮抗きっこうは、──唐突に崩れる。


「ッッ……！」



　突然今までエイブラハムに対して烈火の如ごとき攻勢をかけていた王馬が動きを止めた。

　いや、違う。

　止めたのではない。

　動けなくなったのだ。


（動けん……。これは…………）



「《念動力サイコキネシス》」

　バイザーの奥でエイブラハムの瞳ひとみがギラリと輝く。

《念動力サイコキネシス》

《超人》エイブラハムの《超能力エスパー》。

　そのうちの一つで、『魔力』とは異なる、エイブラハムだけが操り知覚できる不可視の力によって、物体に動的な干渉を加える能力。

　エイブラハムは今、《念動力サイコキネシス》──無数の不可視の腕を伸ばし、王馬の身体を押さえつけていたのだ。

　そしてもちろんこの《念動力サイコキネシス》は捕らえるだけが能ではない。

「《サイコラッシュ》」


「ッッ……!?」



　突然、王馬の身体を不可視の打撃が連つるべ打つ。

『空気圧』でもない。

『魔力』でもない。

　王馬の五感や《龍眼》を以てしても知覚することのできないサイコパワーによる打撃。

　その打撃はあらゆる外的干渉を受けず、しかしエイブラハムの望む動的干渉だけを生じさせる。故に《天龍具足》の防御が一切いっさい役に立たず、王馬はこの打撃を貰い続け──吹っ飛ぶ。

　建物の壁面に叩たたきつけられる王馬。

　目に見えるエイブラハムの優勢に兵士たちが喝采かっさいを上げる。

　王馬はすぐに立ち上がろうとするが、しかし体は動かない。

　見えない腕で壁に押し付けられている。

　王馬は──理解した。

「この力、知っているぞ」

　そう、彼はこの《念動力サイコキネシス》を知っている。

　不可視にして防御不能の謎なぞの力。

　魔力探知でも空間の揺らぎを視る《龍眼》でも知覚できない謎のエネルギーを用いた伐刀絶技ノウブルアーツ。彼はそれに昔一度敗れたことがあるのだから。

「何故お前が、この力を使える……！」

　この王馬の詰問に、アイランズは答える。

『ハハハッ！　簡単な理由だ！　王馬君！　君が無謀にも《解放軍リベリオン》深部にまで挑んて来たあの時！　君をボロ雑巾ぞうきんにしたのはこの《超人》エイブラハム・カーターだったということだ！』

「なに……？」

『そう君は《暴君》と戦ってなどいなかったのだよ。まあ大人の世界にはいろいろとあるんだ。だが私が言っていることが『正しい』ことは、君の身体が、心が、よく理解しているだろう。なにしろ、あの時と同じ状況だ！』

　王馬はあの日、《念動力サイコキネシス》で組み伏せられ、捻じられ、ひねられ、へし折られ、エイブラハムの姿を見ることもできないまま、玉座の間の入り口で敗れ去った。

　アイランズは王馬にその記憶を掘り起こさせる。

　その時の恐怖を思い出させる。

『怖いか？　恐ろしいか？　あの時、君は何もできなかったなぁ？　《比翼》が割って入らなければ君はあの時死んでいたんだ。そんな相手と再びまみえてしまった。そして、……今度は助からない。当然だ。君はガキの分際で一線を踏み越えた。君は今、ここで死ぬんだ。王馬君』

　アイランズは覚えている。

　エイブラハムの隣で一部始終を見ていたから。

　あのとき、黒鉄王馬の心は完全に折れていた。

　見ることも防ぐこともできない力に嬲なぶられ、自分の積み上げてきた今日という日までの努力や自信を粉々にされ、その表情は恐怖一色に染まり切っていた。

　王馬にとって、あの敗北は、《超人》エイブラハムは、拭ぬぐい去ることのできないトラウマになっている。

　それを今、掘り起こしてやった。

　きっと身体はもう震えているだろう。

　心は泣き叫んでいるだろう。

　あの惨みじめな顔で許しを請うか。あるいはわき目もふらずに逃げ出すか。

　アイランズは期待する。

　そう、──全く見当違いな期待を。

　彼は知らないのだ。

　今日という日まで王馬が何を思い、何のために生きてきたかを！

「──ふっ」

『？』





「フハハッハハハッハハハーーーーーーッッ!!!!」






　感情を滅多めったに面おもてに出さない王馬が、破顔し、大口を開け、高らかに笑う。

　堪え切れない喜びが、鉄仮面の内側から噴き出したように。

　これにアイランズは困惑する。

『……何がおかしい』

「おかしい？　違うな。嬉うれしいのさ。本物の《暴君》の所在が気になるところではあるが、今は些末さまつなことだ。目の前にオレの挑むべき相手がいる。踏み越えるべき敵がいる！　これを僥ぎょう倖こうと言わずに何と呼ぶ!?」


「ッ……！」



　直後、エイブラハムが仮面のような無表情の眉まゆを、わずかにひそめた。

《念動力サイコキネシス》で壁に押し付けている王馬があろうことか自分の意志で前へ歩み出て、《龍爪リュウヅメ》を振りかぶったからだ。

「《刃旋風じんせんぷう》ッッ!!」

　王馬は《龍爪リュウヅメ》を振りぬき、斬撃の竜巻をエイブラハム目掛けて撃ち放つ。

　当然、こんな長距離砲、エイブラハムには当たらない。

　エイブラハムは危なげなく《瞬間移動テレポート》で難を逃れる。が、

『なんだと……』

　アイランズの呻きが放送から漏もれる。

《念動力サイコキネシス》は完全に王馬を捕らえていた。羽交はがい締じめにしていた。それを王馬は、──強引ごういんに体の力だけで振りほどいて反撃に転じた。その事実に驚嘆したのだ。

「オレをあの時のままだとは考えるな。ここに居るのは、あの日から寝ても覚めても、お前の心臓に『爪』を立てることだけを考えて生きてきた男だぞ」

　ニヤリと、

　牙きばをむくような笑みを浮かべる王馬。

　その表情にはアイランズが先ほど言った『恐れ』など微塵みじんもなく、

　それはアイランズにとって、ひどく、まったくもって面白おもしろくないことだった。

『エイブ。その身の程知らずにもう一度砂の味を教えてやれ』





◆◇◆◇◆






　アイランズの言葉に、エイブラハムは顔を隠していたバイザーを脱ぎ捨てる。

　バイザーの下にあったのは、黒い眼球にさながら月のように輝く、黄金の瞳。

　それに見据えられた王馬は、ドクンドクンと、心音が大きくなったのを感じた。

　体がじりじり焦こげ付つくように痺しびれる。

　脈拍と体温の上昇。

　王馬は自分が柄にもなく興奮していることを自覚した。

　それを、彼は喜んだ。

　ステラとの戦い以来、思い出すだけで自分の身体を凍えさせた《暴君》への恐怖は完全に王馬の中から消えてなくなった。

　あの敗北以来、遮しゃ二に無む二にに前へ前へと進み続けてきた千五百日。

　その経験が、自信が、今一度かつての挫折に立ち向かう勇気となって総身そうみを巡る。

　最高のコンディションだ。

　望んでいた敵を前にした今この瞬間、王馬のボルテージは最高潮に達し、

「ハァアアァアッ!!」

　彼は駆け出した。

　乗り越えると定めた敵に向かって、一直線に。

　一刀、遊び太刀は使わない。

　狙いは首。常に命へと狙いを定める。

　大気の抵抗をゼロに、刃はエイブラハムの首へ滑り込む。

　しかしこれは空を切る。

《瞬間移動テレポート》。

　エイブラハムが有する、空間から空間へ瞬時に自分の存在座標を移動させる伐刀絶技ノウブルアーツ。

　人体の限界を全く無視した移動が可能なこの魔術を前に、王馬はどうしても分が悪い。

　──だが、

「《刃旋風じんせんぷう》ッ!!」

「ッ──！」

　王馬もそう何度も逃がしてやるつもりはない。

《龍眼》により大気の流れを読み、エイブラハムが転移してきた位置を瞬時に把握。

　その位置に斬撃の竜巻を放つ。

　エイブラハムはこれを籠手の霊装デバイスでガードする。

《瞬間移動テレポート》は強力だが、繊細な魔術だ。

　間髪入れずの連続使用はできない。

　どうしても発動に一瞬の間が生じる。

　その間に王馬は滑り込む。

　大気の抵抗を受けない脚運びで、まさしく風のように間合いを潰し、ラッシュに巻き込む。

「ハァアアァアァアアッッ!!」

　さながら台風のような暴力。

　長い野太刀を自在に振り回し、あのステラすら驚嘆せしめた膂力りょりょくで攻め立てる。

　だが《瞬間移動テレポート》をラッシュによって封じても、エイブラハムには《念動力サイコキネシス》がある。

　見えざる手を伸ばし、敵を攻撃する力。

　それは思考するだけで実現できる攻撃。

　故に、ガードしながらでも《念動力サイコキネシス》は使用できる。

　エイブラハムは《未来予知》でコンマ数秒先の未来を盗み見、王馬の刃を白銀の籠手《ゴスペル》で受け流しながら、《念動力サイコキネシス》で王馬を殴りつける。

　──だが、

「ッ……!?」

「オオオォォォオォオォオォォォ──────ッッッ!!!!」

　王馬は、まったく止まらない。

　殴りつけられながら、血を流しながら、痛みも、衝撃も、不可視の恐怖も、その一切合切いっさいがっさいをまるで意に介さず剣を振るい続ける。

　──かつて味わった圧倒的な敗北。

　その敗北で植え付けられたトラウマを乗り越えるべく、王馬は一つの誓いを自分に課した。

　それは、敵の全力から逃げないということだ。

　彼は勝利のために、敵の力を誤魔化すことの一切を己に禁じた。

　彼の目的は、目指すべき目標は、その時々の勝利ではなかったから。

　己の恐怖に打ち勝つこと。

　己を恐怖させた存在に打ち勝つこと。

　そのためには、折角の敵の実力を削ぐようなことは、損失だ。

　機会がもったいない。

　そのすべてを正々堂々受けきり、競り勝つことによって、己の可能性を極限まで研とぎ澄すませることができるのだから。

　そうして王馬は一つ一つの機会を大切にしてきた。

　その機会から得られるあらゆる経験値を、余すことなく吸収してきた。

　そうして打ち固められた鋼はがねの肉体と、わき目も振らず目標に向かい続ける目的意識は、もはやなまじっかな攻撃では怯ひるみもしない！


「くっ……！」



　直後、エイブラハムは危険な未来を予知する。

　次のラッシュで自分の右腕が斬きり落とされる未来。

　是が非でも防がなければ。

　エイブラハムは強引な介入を行う。

　未来に視た王馬の刃の軌道。それを《ゴスペル》で摑む。そして、

「《放電能力エレキネシス》」

　再びの通電。王馬のラッシュを寸断することを試み──




「《火雷ホノイカヅチ》」




　無駄に終わった。

　王馬は受け止められた《龍爪リュウヅメ》の峰に自分の拳を撃ち込み、膂力を以て強引に刃を押し込む。

　その勢いは《ゴスペル》で止めること叶かなわず、肩からエイブラハムの腕を切断した。

「オオォォオォォォ!!!!」

　サーチライトの外、遥はるか彼方かなたまで飛んでいくエイブラハムの腕。

　確かな手ごたえに雄たけびを上げる王馬。

　そんな彼の姿をモニターごしに見た月影は、




「な、何をやっているんだ、彼は!?」




　困惑と焦燥の声を上げた。

　何故なら──モニターに映る王馬は、




　先ほどからずっと、エイブラハムを前に立ち止まり、呆ほうけていたからだ。




「ククク……。これがエイブの《催眠術》ヒプノティズムだ」

「さ、催眠……術だとっ！」

「王馬君はエイブがバイザーを外したときから、深い深い眠りに落ちているのだ。自分にとって居心地のいい、自分の夢が思い通りに叶う、素敵な夢の世界にねぇ。彼は夢の中でエイブを蹂躙じゅうりんし、想おもい焦こがれたリベンジを果たしているのだろう。可愛かわいいことだ」

　だが悲しいかな。全ては夢。

　現実のエイブラハムは催眠に捕らわれた王馬の生殺せいさつ与よ奪だつのすべてを握っている。

「クク。ここまで力の差があると哀れという他にないな。しかし、どだい王馬君程度がエイブと張り合おうとすること自体、間違っているのだ。何しろエイブはこの私の世界最高峰の《細胞魔法》と《暴君》のＤＮＡによって現代に蘇よみがえった、《暴君》のクローンなのだから……！」


「「ッ……！」」



　月影と晄三、二人の表情が苦々しく歪む。

　エイブラハムの正体が事実だからだ。

　大国アメリカの協調を得るためとはいえ、やはりこの条件は飲むべきではなかったと、二人は《白髭公》と《連盟》の判断を恨む。

　彼は、彼らは、過小に評価しすぎていたのだ。

　指向性強粒子砲《ハドロンカノン》や、伐刀者ブレイザーに匹敵ひってきする戦闘力を工業的に量産できるようにした機械兵《ＥＤＹ》。

　それらを生み出しアメリカを世界の一世紀先を行く軍事国家に押し上げた、《大教授グランドプロフェッサー》カール・アイランズという稀代きたいの天才科学者の力を。

　この天才はたった一本の髪の毛から、《暴君》を現代に蘇らせてしまったのだ。

　それも、己に忠実な最強の戦士として！

『これがかつてたった一人で世界中を手玉に取った最強の超能力エスパー者の強さだ！　さあ見せつけてやるがいい！　エイブラハム！』

「────」

　アイランズの命令に従い、エイブラハムが動く。

　呆然ぼうぜんと立ち尽くす王馬の前に立ち、右手に《発火能力パイロキネシス》の炎を、左手に《放電能力エレキネシス》の雷を宿す。

　ついで総身に《念動力サイコキネシス》による『疑似筋肉』を創造。

《念動力サイコキネシス》で王馬の身体を羽交い締めにして、




「《クレイジーストーム》」




　火炎と雷光を宿した拳で、無防備な王馬を滅多打ちにした。

《念動力サイコキネシス》による『疑似筋肉』と魔力放出による行動強化の併用。

　その攻撃力は王馬の鋼の肉体を以ってすら受け止め切れない。

　体中の肉は焼け落ち、骨が砕け、臓器は爆はぜ、

「ハァアッ!!」

　王馬の身体はコンクリート壁を何枚もぶち抜きながら、米軍基地の中へと吹っ飛ばされていった。





◆◇◆◇◆







「っ…………、!?」



　自分の肉体が崩した建物の瓦礫がれきに埋もれ、王馬は混乱した。

　なにが、起こった。

　確かに今自分はエイブラハムの腕を斬り落とし、戦いを有利に運んでいたはず。

　なのにその世界が唐突な激痛と衝撃によって打ち壊され、今自分は瓦礫の海に横たわっている。

「げほっ、がはっ！」

　全身が焼けるように痛む。

　骨は無数に砕け、ひび割れ、臓物も傷ついている。

　傷ついているのは肉体だけではない。意識もだ。頭が酷ひどくぐらぐらする。

　これは感電によるダメージか。

　どういう理屈かはわからないが、自分はエイブラハムに返かえり討うちにあったのだろう。

　王馬は理解できない混乱の中にありながらも、自身の状況から現実をしかと受け入れる。

　しかし、受け入れるのは現実だけだ。

　敗北はまだ、受け入れない。


「っ…………！」



　王馬の全身はいたるところが砕け、ひび割れていたが、空気圧のギプスと鍛えぬいた筋肉の力で無理矢理固定。痛む身体と意識に鞭むちを打ち、瓦礫を持ち上げる。

　──まだ立てる。

　立てる身体を作ってきた。

　かつての身体ごと心を折られていた自分とは違うのだ。

　……しかしそれにしても恐るべきはエイブラハムだ。そう王馬は思う。

　エイブラハムの能力は《超能力エスパー》──ならば今のは催眠の類だろうか。

《瞬間移動テレポート》に《未来予知》、《念動力サイコキネシス》など、これだけの汎用はんよう性を持ちながら、自分の肉体をここまで破壊する攻撃力。

　合衆国最強の伐刀者ブレイザーは伊達だてではない。

　しかし、それでこそ、そうであるからこそ挑む甲斐かいがあるというもの。

　王馬はボロボロな有様になりながら、萎なえぬ闘志を口の端に浮かべ、立ち上がる。立ち上がって──

「……！」




　瓦礫を押しのけた視線の端に、凛奈とサラを見つけた。




「────」

　配管むき出しのコンクリートの部屋。

　二人はそこに並べられた椅子にテープで雁字搦がんじがらめに固定されたまま気絶している。

　目は完全に白目を剝むき、口の端からは泡を零し、椅子の下はおそらくは小便だろう染しみを広げて。

　その有様は、少し前にこの場所で何が行われていたかを理解するに十分だった。

　それを察した王馬は、

「そうか。つまりお前はそういう男か」

　恐ろしく冷たい声音こわねで吐き捨てた。

　まるで、そうまるで、落胆したように。





◆◇◆◇◆






『やあやあご苦労だった。エイブ』

　アイランズがスピーカー越しに、王馬を吹き飛ばしたエイブラハムをねぎらう。

『これは死んだな。威勢ばかりのガキなどまあこんなものだ。さあ後片付けは基地の兵士に任せて、我々は尋問の続きをするぞ。スケジュールを考えると、あまりモタモタとはしていられない』

　アイランズはそう言ってエイブラハムに戻ってくるよう命じる。

　しかし、

『どうしたエイブ？』

　エイブラハムは動かなかった。

　彼はその場に立ち止まったまま、王馬の吹っ飛んでいった方向を見つめ、つぶやく。

「……風向きが変わった」

『何？』

　妙なことを言う。それがどうしたのだ。

　そんなニュアンスを含ませるアイランズだったが、

『っ、これは!?　風が、吸い込まれている……!?』

　彼もエイブラハムのコートの靡なびきや、砂ぼこりの動きの不自然さに気が付く。

　風向きが変わったのではない。辺り一帯の大気が、ある一点、まさしく王馬が吹き飛ばされた場所に向かって集束しゅうそくしていっているのだと。

　それは次第に強くなり、まるで竜巻のような気流の渦に変わる。

　大気が吸い込まれていく。

　風が集まっていく。

　それに比例して──

「まさか……」

　エイブラハムは見た。

　今しがた自分が完膚なきまでに打ちのめした男の『魔力』が、際限なく上昇していくのを。

　やがて風が尽きると、光が爆発を起こした。

　超高密度かつ膨大な魔力の輝きが、夜天を白く焼く。

　その輝きを引き連れ、──王馬が歩いてくる。

　滾たぎり輝く魔力の光を身に帯び、瓦礫を踏みしめ、再びエイブラハムと対峙たいじするため。

　その王馬の姿と、周囲の大気の流れの一切が止まった現実に、エイブラハムは確信した。

「お前、この一帯の風を……喰くったのか！」

　伐刀者ブレイザーの魔力は生まれたときにその総量が決定している。

　何故なら魔力とは伐刀者ブレイザーの担う運命の総量そのものだからだ。

　新たに魔力を生み出すには、人ならざる者の領域に足を踏み入れ、自身の運命の限界点を突破する他にない。

　だが例外として自然干渉系の伐刀者ブレイザーは、自分の対応する属性の力を自身の『疑似的な魔力』に変換することができる。

　時間軸としては少し先の話になるが、《雷切らいきり》東堂とうどう刀華とうかが九州の発電設備から電力を吸収し、自分の魔力としたように。

　今王馬がしたのもまさにそれだ。

《風の剣帝》黒鉄王馬は自然干渉系《風》の伐刀者ブレイザー。世界にあまねく吹き荒れる風を『喰い』、自分が使用できる魔力に変換、自らの能力を爆発的に高めることができる。

　そう、彼はいつだってそうすることができたのだ。

　だが──王馬はこの力をどんな窮地にあっても絶対に使おうとはしなかった。

　いや、使用するかしないかを考えたことすらなかった。

　なぜなら、黒鉄王馬は黒鉄一輝いっきのような戦いに勝つことを目的とする『戦士』ではなく、ただ一人、己の中に己が最強であるという充実を求め困難に挑む『求道者』であるからだ。

　どんな地位も名声も金も必要ではない。

　他人からの称賛も興味はない。

　ただ一人、己が己を確信できる確かな到達点に至りたい。

　そこを生涯をかけて歩まんとするのが彼だ。

　故に彼にとって、ただ目の前の一つの戦いに勝つために相手の力量を削そいだり、自分自身の力でない力を取り込み利用するなど、ペテンもいいところ。

　そんなペテンでつかみった勝利など、彼にとっては前進ではなく後退だ。

　敵の全力は己の全力で受けきる。受けきって倒す。

　彼にとって戦いとはそういうもの。

　ある意味、黒鉄王馬ほど戦う相手に敬意を払っている者はいないだろう。

　だが今回、王馬はその禁を解いた。

　一切の抵抗の自由を奪った人間を痛めつけるペテンにも劣る所業。

　そんなことを平気で行う人間の背後に、己の憧れを見ようという気にはなれなかったからだ。




「気が変わった。お前とは戦争で決着をつけてやる」




　凛奈とサラの二人を見た瞬間、王馬にとってこの戦いの意味が決定的に変化した。

　憧れへの挑戦ではなく、自らにとって不愉快な存在を手段をいとわぬ暴力によって打ち砕く『戦争』へと。

　こだわりはもう──必要無い。

「────」

　王馬が《龍爪リュウヅメ》を天に突き上げると、彼の身体から溢あふれ猛たけり狂っていた光が、月まで届かんばかりの巨大な輝く竜巻となって《龍爪リュウヅメ》の刀身に宿る。

　荒れ狂う巨大な竜巻の剣。

　かつてステラとの戦いでも使用した、《風の剣帝》黒鉄王馬の必殺技だ。

　しかし、周囲一帯が無風空間になるほどの風のエネルギーを取り込んだ今の王馬には、この先がある。

　王馬は荒れ狂う巨大な竜巻の刃を、膨大な魔力によって制御し、圧縮し、折り重ねる。

　幾重にも幾重にも。

　その工程を経た月まで届かんばかりの竜巻は、やがて刀身より一回り大きい程度の薄ぼんやりとした輝きとなる。

　それこそが、




「《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ────真打》」




　いまだ自らの力だけでは実現できない故に、日の目を見ることがなかった《月輪割り断つクサ天龍の大爪ナギ》の完成した姿だった。

（なんだ、あの剣は）

　それは《超人》エイブラハムを慄わななかせる。

《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ・真打》

　一見、薄い光を纏っただけの刃に、彼は吸い寄せられるような感覚を覚える。

　それは先ほどの風のような吸引ではない。

　傾斜だ。

　世界そのものが、世界の空間があの刀身に向かって捻じれている。

　空間すら巻き込むほどの風の力。

　それほどのエネルギーが、一切の揺らぎなく完璧かんぺきな統制を以て、たった一枚の薄い刃に押し込められている現実。

　エイブラハムは恐れた。

　この刃が振りぬかれたら、自分はどうなってしまうのだと。

『エイブ！　止めろ!!　奴の好きにさせるな!!』

　エイブラハムの不利を感じ取ったアイランズが叫ぶ。

　だがそんなこと、言われるまでもない。

　エイブラハムはすでに動いていた。







[image: ]







《催眠術》

　視線を通して相手の瞳から脳の深部へと侵入し、意識を操作する魔術。

　先ほど王馬をはめた技をもう一度使う。

　だが、

　今度の王馬は止まらない。

　ゆらりと、筋肉の力で背骨ごと捻じるように《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ・真打》を振りかぶる。

（コイツ、オレを見ていない……！）

《催眠術》は相手の意識を自分に向けて開かせていなければ効果を発揮しない。

　精神の深層に入り込むことができないからだ。

　だが今王馬はエイブラハムにもう微塵の興味も持っていない。

　路傍ろぼうの石に誰が注意を払うのか。


「ッ……！」



　直後、《予知能力》がエイブラハムに一秒後の未来を見せる。

　自分の首と胴が泣き別れている有様を。

　マズイ。

　この場所に立っていてはダメだ。

　逃げなければ。

　遠くへ。できる限り遠くへ！

　その念を以てエイブラハムは《瞬間移動テレポート》を最大距離で発動。

　移動する地点はここより５キロメートル先。

　米軍基地の後方に並ぶ連峰、タトラ山脈の中腹だ。

　エイブラハムは一度間合いを外すためにそこへ《瞬間移動テレポート》して、




「《一伐の風》」




　直後、彼の視界の天地がひっくり返った。

　ぐるりと逆さになった視界に、峰が軒並み斬り飛ばされたタトラの山々が映る。

　そしてさらに視界が回転、天地が元に戻ると、前方に立ち尽くす自分の身体を見る。

「──ぁ、────、」

　その体に、首は付いていなかった。





◆◇◆◇◆






《一伐の風》

《月輪割り断つ天龍の大爪クサナギ・真打》発動時のみ放てる伐刀絶技ノウブルアーツ。

　その有効射程は、約５００キロメートル。

　地上から外気圏のスペースデブリにまで斬創を刻めるこの一刀は、《龍爪リュウヅメ》を振りぬいた軌道の直線上を真実地平の彼方まで両断する技だ。

　５キロメートル程度の《瞬間移動テレポート》では到底逃げ切れない。

　王馬は《龍眼》によりエイブラハムの移動先を瞬間的に探知。

　剣を振りぬき、彼の首を落としたのだ。

「フン……」

　ずっと目指し続けてきた敵からもぎ取った大金星。

　しかし王馬の表情からはすっかり高揚が失せていた。

　自分の力以外のものを使ったから。

　それもある。がやはりそれ以上に、王馬にとってエイブラハムとの戦いそのものが、すでに価値を無くしていたからだ。

　しかし、そんな誉れ無き勝利に拍手を送る者が現れる。

「ブラーボー。予想以上だ。感服したぞ王馬君」

　拍手の主はカール・アイランズだった。

　彼は基地の兵士らの制止を聞き流しながら、王馬に歩み寄る。

「いやはやまさかエイブを君が、君程度が倒してしまうとは。なかなか侮れないものだね。自然干渉系の能力者というものは」

　アイランズはニタニタと、大麻のヤニに汚れた歯を覗のぞかせ称賛する。

　だがもちろん言葉通りの称賛ではない。

　声の端々には、聞く者の神経をざらりと逆なでする『バリ』のようなものが付いている。

　これに王馬は不快さを隠さない表情で、

「オレは戦争をすると言ったぞ」

　アイランズに告げて《龍爪リュウヅメ》を持ち上げる。

「ノコノコとオレの前に姿を見せて、無事にアメリカに帰れるとは思っていないだろうな。カール・アイランズ」

　エイブラハムの後ろに居るのがカール・アイランズであることは王馬も知っている。

　凛奈たちをあんな目にあわせたのも、この男の仕業しわざであることは容易に想像できた。

　戦争をすると言った以上、アイランズが非戦闘員であれ、王馬も容赦するつもりはない。

　だがそんな王馬に対しアイランズは、




「……それはこちらのセリフだ」




　言った。

　直後、それは起きた。

　王馬の身体が未曾有みぞうの圧力によって、地面に叩きつけられたのだ。

「ッッ!?!?!?」

「王馬君。戦争において最強の力とは何だと思うね。火力？　防御力？　それとも諜報ちょうほう力？　ノンノンノンだ。ほら、昔から言うだろう？　戦いは数だと」

　地面に押しつけられた耳に、無数の足音が聞こえてくる。

　王馬は圧力を受けながら何とか首を持ち上げ、音の方向へ目を向ける。

　基地の兵士たちを押しのけ現れたのは、ヘルメットにレガース、防弾チョッキと防具をフル装備した《サイオン》の隊員たち。

　だが、

「これは、まさか」

「いかにも」

　圧力から感じる、──強い既視感。

　王馬は確信する。

　これは《念動力サイコキネシス》だと。

　その確信をアイランズは肯定して、指を鳴らした。

　この合図に《サイオン》の隊員数十人が、ヘルメットを脱ぎ捨てる。




　彼らは全員が全員、《超人》エイブラハム・カーターと全く同じ顔をしていた。




「ハハハ！　そう君の思っている通りだ！　米国超能力特殊部隊《サイオン》。そのメンバーは全員エイブラハム・カーターなんだよ！」


「っ……！」



「《超人》エイブラハム・カーターの本当の力とは、単純な戦闘力ではない！　《暴君》の能力を有する《魔人デスペラード》を人工的に『量産』できる！　その圧倒的『物量』こそが、《超人》エイブラハムの、そして合衆国の力なのだ!!」

　高品質高性能の大量生産。

　アメリカ合衆国という国家を体現するような性能。

　それが《超人》エイブラハムが合衆国最強たる所以ゆえん。

　さしもの王馬も、三十人をゆうに超えるエイブラハムに一斉に押さえ込まれては身動きが取れない。

「たかが学生の分際でエイブを一人倒したことは称賛に値する。だが──ここまでだ」

　エイブラハムたちが一斉に手を斜め上に掲げる。

　白銀の籠手に生まれるは、火炎。

《発火能力パイロキネシス》

　その力を用い、エイブラハムたちは王馬の上空に巨大な火球を作り出す。

　数十人の《魔人デスペラード》の力によって生み出された火球は、ゆっくりと王馬に向かって落下していく。

　さながら太陽のような火炎の星。

　飲み込まれれば、人間などひとたまりもないだろう。

　王馬は当然逃れようともがくも、《念動力サイコキネシス》に捕らわれ動けない。

　動けないまま彼の身体は飲み込まれる。

　かに見えた。まさにその刹那せつなだった。




　鈴のような鍔つば鳴りが、妙に高く響き、火炎の星が真っ二つになったのは。




　真っ二つになった火炎の星は、細かな炎の燐光りんこうとなって消えていく。

　その燐光の中、王馬の隣に駆けつけたのは、天てん狗ぐ下駄げたを履はいた小柄な──老人。




「ひょっひょっひょ。間一髪というところじゃったのぉ。王馬」




　王馬はその人物をよく知っていた。

　子供のころから知った顔だ。

　彼はその名を、呼ぶ。日本最高齢の《魔導騎士》にして、大戦の《大英雄》黒鉄龍馬りょうまのライバルと呼ばれた男の名を。

「南郷なんごう寅とら次じ郎ろう……！」





◆◇◆◇◆






「《闘神》だと……!?　何故こんなところに……！」

　突然現れた新手。

　それはアメリカ軍に拉致され行方ゆくえ不明になった月影を、黒鉄厳いつきの命令で探しに来た南郷寅次郎だった。

　南郷はぐるりと、厚ぼったい瞼まぶたに潰された細い目で周囲のエイブラハムたちを見やると、




「これ────放さんか」




　告げた。その瞬間、

「「「ッッ!?!?」」」

　王馬を捉とらえていた《念動力サイコキネシス》が消滅する。

　否いな、それだけではない。

　周囲にいる三十人余りのエイブラハム。

　その全員が、一切の身動きが取れなくなったのだ。

　南郷のたった一言によって。

「これが、『音』の超能力者──《闘神》南郷の《言霊ことだま》か……ッ」

　意識ははっきりとしているのに、体が言うことを聞かなくなる。

　噂うわさに聞く《闘神》の魔術に、アイランズは苦々しい表情になる。

　一方、エイブラハムたちを《言霊》で縛り付けた南郷は、彼らから視線を切ると、倒れた王馬に尋ねた。

「ひょっひょ。王馬よ。ずいぶんとボロボロな有様じゃが、まだ動けるかの？　それともこの老人の手で優しく引き起こしてやらんと立てんかの？」

「……必要ない」

　茶化ちゃかすような南郷の言葉に王馬は不機嫌に返し、先ほどの《念動力サイコキネシス》でさらに砕けた全身の骨を気圧で無理矢理固定。

　気力だけで立ち上がる。

「結構結構。主は昔から元気なのだけが取り柄じゃからのぉ」

　そんな王馬の気迫に溢あふれる様さまに南郷は嬉し気に頷くと、

「月影君と晄三の二人は解放した。他の三人も一緒に向こうで主が来るのを待たせておる。行って、五人を連れて日本へ逃げろ。──この場はワシが請け負うでな」

　王馬にそう命じた。

　自分が殿しんがりになるから、と。

　だが、南郷は齢九十を超える老騎士。

　王馬も素直に頷きはしない。

「年寄り一人残していけるか」

　これに南郷はカラカラと小さな体を揺らして笑った。

「ひょっひょっひょ！　優しいのぉ。そうそう。若者は年寄りを敬うもんじゃて。じゃが人間歳としをとると子供っぽくなる一方で、やっぱり大人としてのプライドもあるでな。優しくして欲しいか、頼って欲しいか、そりゃもう毎日のキブンによって違うんじゃ」

「我がままか」

「うむ。そして今日は頼って欲しい気分なのよ、ワシ」

　南郷は重ねて王馬に命じる。

　行け。と。

　そう言いながら自らの霊装デバイスである仕込み杖づえの柄つかを撫なでる。

「主に気を使われるほど、この《魔笛まてき》の刃もさび付いてはおらんわい」

　その言葉に滲にじむ自信と気迫。

　それは──伊達ではない。

　確かな『実力』と、誰もが羨望せんぼうを向ける他ない『実績』に基づくものだ。


「…………わかった」



　王馬も二度目は渋らない。

　偉大な騎士の言葉に素直に頷いて、指示に従う。

　だが、

「逃がすと思うか？　ええ？　逃がすわけないだろうが！　エイブ!!」

　これをアイランズとエイブラハムが黙して見ているはずがない。

「《闘神》、アンタは表舞台に長く立っていたぶん、技の絡から繰くりや攻略法も知れている！　エイブの敵じゃあない！」

　アイランズは知っている。

　伐刀絶技ノウブルアーツ《言霊》は、『音波』による脳波の相殺そうさいだと。

　脳波と同じ波をぶつけて、身体に行く命令を阻害しているのだ。

　ならば、

「《念動力サイコキネシス》で身体を直接操ればいいだけだ!!　そうすればもう《言霊》の影響を受けることはない!!　エイブ！　そのオイボレは放っておけ！　月影と風祭の二人を逃がすな!!」

　今合衆国にとって大切なのは、《闘神》を殺すことではない。

　月影獏牙と風祭晄三。

　二人を自分たちにとって都合のいい証人に仕立て上げることだ。

　だから二人を優先するよう、アイランズは命じる。

　エイブラハムもこの命令に従う。

　立ちはだかる南郷を素通りし、王馬の背を追いかけようとする。──が、

「おい。誰に背中を向けとるんじゃ」

　自分を素通りした十人のエイブラハム。

　彼らに対し、王馬に話しかけていたときとは全く温度の異なる声音で告げた南郷は、




「《音切おとぎり》」




　目にも止まらぬ速さで仕込み杖を抜き放ち、同じ速度で納刀する。

　すると、さながら鈴の音のような鍔鳴りが《魔笛》から響き、

「「「が、ァっっ────!?!?」」」

　直後、南郷の脇わきを走り抜けた十人のエイブラハム全員が、全く同一の一瞬に斬り伏せられた。


「ッ……！」



　斬撃を受け、血を吹いて崩れ落ちるエイブラハムたち。

　それを尻目しりめに、南郷は言う。

　埋うずみ火のような怒りを滲ませた声で、




「生後二十年程度のヒヨッ子が。──ナメとるとブチ殺すぞ」





「ちっ、オイボレがぁ……！」



　アイランズは呻く。

《魔笛》の太刀音を聞かせるだけで相手を斬ることができる。

　それが《闘神》南郷の伐刀絶技ノウブルアーツ《音切》だ。

　やはりこの老騎士を素通りはできない。

　アイランズは認めざるを得なかった。
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　結局、エイブラハムたちは王馬たちに追いつけなかった。

　一度距離を離してしまえば、《路傍のストーングレイ》や《天龍具足》のような迷彩を持つ王馬たちを再発見するのは至難。

　遭遇は散発的になり、その程度を捌さばくに十分な戦力は揃そろっていた。

　一行は王馬の風の魔術を以て大陸を高速で横断、真っすぐ日本を目指す。

　だが──その道中、トラブルが生じた。

　月影獏牙が高熱を出して昏倒こんとうしたのだ。

　エイブラハムの洗脳に抗あらがった疲労が原因か。

　最初は皆そう考えたが、どうにも様子がおかしい。

　月影は深い眠りの中でうなされていた。

　悪い夢を見ているように。

「旦那様」

「シャル。月影の容体はどうだ？」

「……芳しくありません。ずっとうなされていて」

　ヒマラヤ山脈を抜け中国に入ったところで一行は月影を医者に見せるため宿をとった。

　だが原因はわからず。

　月影は目を覚まさない。

　そんな彼の姿に晄三が思いだすのは、以前月影が語った、彼が政治の道を歩むことを決意した予知夢の話だ。

　彼は今、またその夢を見ているのではないか。気を失うほどにその夢に引かれているのは、それが現実になりつつある兆候なのではないか。

「……こんな場所ではできる処置もしれている。日が昇ったら日本への帰路を急ぐ。王馬にもそう伝えてくれ」

「わかりました」

　晄三はシャルロットにそう指示する。

　早く日本に戻らなくては。

　晄三の中で、膨れ上がるいやな予感が、彼を急せかす。




　そしてその予感は────悪いことに現実だった。




　まさにこの日、《大炎》の試練のただなかにある日本に、米国の太平洋艦隊が押し寄せてきたのである。
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「ぁ…………あぁ…………」



　静止した時空を足場に曇天に立つスーツ姿の女性。

　日本支部所属Ａランク騎士。新宮寺しんぐうじ黒乃くろの。

《世界時計ワールドクロック》の二つ名を持つ、かつてＫＯＫ・Ａ級リーグで世界三位まで上り詰めた天才騎士。

　そんな彼女は今。絶望と共に曇天を赤く焼く地上の炎を見つめていた。




　燃え盛っているのは、──日本の首都、東京とうきょう。




　一瞬の、本当に一瞬のことだった。

　黒乃が地上の戦局に気をとられた刹那せつな。

　彼女が東京湾上で対峙たいじしている、米国の超能力者《白鯨はくげい》ダグラス・アップルトンの超ド級戦艦空母型霊装デバイス《エンタープライズ》の主砲が東京都心に突き刺さったのだ。

　東京の地下空間ジオフロントには都民全員が避難しているシェルターがある。

　それは核ミサイルの直撃にすら耐えうる構造だが──

　世界の一世紀先を行く米国の兵器テクノロジーが生み出した、《エンタープライズ》の主砲88インチハドロンカノンの超重粒子レーザーの前には無力だった。

　地表とジオフロントを隔てる多重構造の隔壁は一撃で溶解し、巨大な爆発ばくはつを生む。

　燃え落ちた東京の有様ありさまは、何十万、何百万の人間の死を意味しており、そこには黒乃自身の家族もいて──


「うぁ…………あぁ……………………、っ」



　黒乃は眼前の敵に備えることすら忘れ、ただただ言葉を失い、それを見つめていた。

『吾輩知っておるぞ。こういうのを後悔先に立たずというのだろう。まさにまさにだ』

　そんな黒乃に、──この災厄さいやくを引き起こした人間、ダグラス・アップルトンは拡声器を使って告げる。

『君がもしＫＯＫを引退していなければ、君が今日という日まで一線級の中で切磋せっさ琢磨たくまを続け、覚醒かくせいを経ていれば、吾輩に打ち勝ち、この現実を防ぐことができたかもしれない。そうは思わないか。──《世界時計ワールドクロック》。

　しかし君はその有り余る才覚を持ちながら、自分自身の家族を優先し、一線を退いた。家族が君を戦いから遠ざけてしまった。守るべきものの存在は、時として人を弱くする。君にとって家族は、枷かせでしかなかったということだ』




「ア、ァア、ァァアアァアアアアアアアアアアア────ッッッ!!!!」




　絶望に染まった黒乃の絶叫。

　首都を守る戦いの二日目。

　それがどのような経緯を経て、この結末に至ったのか。

　時は、すこし遡さかのぼる──
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　突如来襲した米国の太平洋艦隊から首都を守る戦い。

　日本は魔導騎士、学生騎士、自衛隊──、すべての戦力をつぎ込んだ総力戦によって、辛くも初日を凌しのぎ切った。

　脅威がひとまずは消え去った東京の夕空の下。

　東京湾の防衛線では、兵士たちが夜営を張り、食事をとっている。

　皆傷つき疲れ切った様子だが、しかしすこし高揚した様子もみられる。

　彼らの世代にとっては初めての『戦争』の高ぶりがいまだ尾を引いているのだ。

　最前線で戦った学生騎士たちの姿も、その饗宴の中にあった。

「嬢ちゃん速ぇな！　まるで目で追えなかったぜ」

「そりゃもう、アタシは《速度中毒ランナーズハイ》。スピードが売りの騎士だかんね！」

「兄ちゃんもすげーパワーだ。あの銃弾すら弾く《ＥＤＹ》を一発で粉々にしちまうんだからな。そんだけデカい体だと晩飯たんねーだろ。チョコバー喰くう？」

「かたじけない」

　そして、その賑にぎやかな最前線より少し後ろ。

　都心部には別の喧騒けんそうがあった。

　シェルターへの物資の運び込みと配給作業だ。

　太平洋艦隊は一度撤退したが、いまだ日本の排他的経済水域ギリギリの洋上に存在している。

　彼らはそこで太平洋を日本に向かって進んできている第二陣と合流するつもりだ。

　合流予測時刻は明朝。

　つまり戦争は一日では終わらないということだ。

　明日は敵の増援も日本の増援も、それぞれ合流する。

　戦いは一層激しいものになるだろう。

　その戦いに備えて、後方は今から大忙しということだ。

　黒乃は彼らの邪魔にならないよう、道の端を歩きながら、自分の家族に逢うため、彼らが保護されているシェルターに向かう。

　その道中で、彼女は見知った少年の声を聞いた。

「はいはーい。そんなに泣かないの二人とも。男の子でしょう？」

「わあああ！　男なのにママみたいな喋しゃべり方してるう！」

「こわいよぉぉ！」

「あら。失礼しちゃうわこのガキども」

「戻ってきていたのか。有栖院ありすいん」

　声をかけると、故郷に友人の墓参りに行くと外出届を出していた菫すみれ色の髪をした少年──有栖院凪なぎは人好きのする笑顔を向けて挨拶あいさつを返してくる。

「あら理事長先生。お疲れ様です」

「その子たちは、迷子か？」

「ええ。緊急避難だったので、親とはぐれてしまった子が多くて。私の能力で親元へ送り届けているの」

　有栖院は青色のハンカチで五歳くらいの子供の涙を拭ぬぐい、頭を撫なでる。

「あたしはあまり戦力にはなれないから、せめてこのくらいはって、後方の仕事を手伝っているの」

　有栖院の能力は『影』。

　影で攻撃したり、影を縛ったり、影の中を移動したり──

　汎用はんよう性の高い力だが、いかんせん火力には乏しい。

　それに加え大規模な戦闘では『光源』が無数かつ無秩序に増えたり減ったりするため、光源の変化で影の拘束が解けたり、影の道が途絶えたりして、非常に使い勝手が悪いのだ。

　だから有栖院は戦闘以外でその力を生かすことにした。

　影の中を通れる彼は、どんな混雑でも混乱でも、かなり自由に、なおかつ邪魔にならず動き回ることができる。

　人や物を運ぶにはうってつけだ。

「いや大事な仕事だ。その子を早く親御さんの元へ送ってあげてくれ」

　迷子の心細そうな顔を見ていると、早く自分の娘に逢いたいという想おもいが強くなった。

　黒乃は邪魔して悪かったと有栖院に言うと、歩を速める。

　そして連絡を受けたシェルターの直上の区画にたどり着いた。

　そこで、彼女は挨拶せず素通りするわけにもいかない人物の姿を見つける。

「お疲れ様です。長官」

「ご苦労だった。新宮寺君」

　黒乃にねぎらいの言葉を返すのは、この戦いを行方ゆくえ知れずだった月影つきかげ総理に代わり指揮している《連盟日本支部》の長官、黒鉄くろがね一輝いっきや黒鉄珠雫しずくの父親、黒鉄厳いつきだ。

「申し訳ありません。今日のうちに決着をつけるつもりだったのですが……どうにもサイズが大きすぎて……」

「いや十分だ。君が《エンタープライズ》を引き付けてくれていたおかげで、敵の第一波を押し返すことができた」


「しかし…………」



　黒乃の表情が暗くなる。

　彼女が勝負を焦あせっているのは、九州きゅうしゅうで起きているある人災のせいだ。

《大炎たいえん》播磨はりま天童てんどう。

　氷の牢獄ろうごくから抜け出した犯罪者が、九州全土を機能不全に陥おちいらせている。

　黒乃は首都防衛のため、その戦いを放置してこちらに戻ってこざるを得なかったのだが、こちらも早く対処しないと大勢の死者が出る。

　だから彼女としては、一刻も早く《エンタープライズ》との決着をつけ、九州に戻りたいのだ。

　そんな黒乃に厳は告げる。

「その件に関しての朗報だ。君の生徒たちが君の帰還を待たず《大炎》を打ち倒した」

「!!!!」

「東堂とうどう君が九州中の電力を喰って《大炎》を斬きり伏せたのだ」

「東堂が……っ」

　黒乃の目が驚きに見開かれる。

　彼女が最後に視た刀華とうかは、《大炎》の力に打ちのめされ、心が折れていた姿だったからだ。

　あの状態から立て直すだけでなく、《大炎》を打ち負かしてしまうなんて。

「秀ひいでた能力を有する生徒だとは思っていましたが、まさかこれほどの器うつわだとは。……でも、そうですか。それはよかった」

「九州といいこの首都防衛戦といい、若い世代のＢ、Ｃランク騎士たちの活躍は目覚ましい。教育者の指導の賜物たまものだな」

「私たちは大した事はしていません。むしろ助けられてばかりですよ」

　特に、今回は本当に助かったと黒乃は思う。

　九州を見捨てるのかと取りすがる刀華にすぐに戻ってくると言ったが、やはり相手は《白鯨》ダグラス・アップルトン。

《超人ザ・ヒーロー》エイブラハム・カーターが現れる前のアメリカで最強と呼ばれた男。

　その力はもちろんだが、なにより黒乃にとって厄介やっかいなのは彼の持つ霊装デバイスの巨大さだ。

　黒乃の能力は『時間』。

　比類なき最強の能力ではあるが、一つだけどうにもならない弱点がある。

　それは、大規模な破壊攻撃を持っていないという点だ。

　敵のサイズが大きいと、どうしても致命傷を与え辛づらい。

　今日戦った感触的に、長期戦も視野に入れなければならないと思っていたところだったので、《大炎》という脅威を刀華たちが打ち払ってくれたのは、本当にありがたかった。

　となると──あとは東京の脅威だが、

「……寧音ねねたちは、まだ帰還しないのでしょうか」

　ヴァーミリオンに出張していた《夜叉やしゃ姫ひめ》西京さいきょう寧音には、戦闘開始と同時に帰還命令が出ていたはずだ。

　だから黒乃は尋ねるが、厳は眉間みけんの皺しわをやや濃くして、首を横に振った。

「《夜叉姫》は《砂漠の死神ハブーブ》との戦いで腕を欠損する深手を負った。ＫＯＫの選手である彼女はセルバンクに予備の体細胞があるから治療は問題ない。だが治癒にはいささか時間がかかる。流石さすがにもうヴァーミリオンを出発してはいるだろうが……、いかんせん日本全域にわたって通信妨害を受けていて外の状況が摑つかみづらい。いつ戻ってくるかは現状不明だ」

　それに、と厳は続ける。

「日本同様、《連盟》の主要国も《同盟》からの攻撃を受けているようだ。開戦の名目は全く同じ、世界に対する《連盟》の背信行為の追及。米国がそれを主張し《同盟》を扇動している。

　この主張自体は先ほど、対馬つしま基地に奴やつらが捕らえたと主張していた月影総理が帰還したことで、打ち崩す道筋は見えた。


　米国に扇動された《同盟》国が兵を引けば、追加の増援も要請できる。だが…………連中もそれを座視ざしはしない。最低でももう一度は、米国の攻勢を凌ぐ必要はある」



「同感です」

「敵の再攻勢は今太平洋を横断してきている第二陣との合流後。明朝と思われる。今夜中に九州に散っていた一部の騎士たちがこちらに合流するから、明日は総力戦になるだろう。今夜はゆっくり休んでくれ」

「……はい」

　会釈えしゃくをして黒乃は厳の隣を通り過ぎる。

　九州の戦力が合流するなら、地上は今日よりは楽になるだろう。

　そう簡単には押し込まれないはず。

　となればこの戦争の趨勢すうせいは、自分とアップルトンの戦いの勝敗に掛かっている。

　黒乃はその責任の重さを感じながら、シェルターへ通じるエレベーターに乗った。
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　黒乃の家族にはシェルター内の個室があてがわれていた。

　これは黒乃以外の最前線で戦う魔導騎士にも同様に与えられている特権だ。

　現代の戦闘は伐刀者ブレイザー同士の戦いの勝敗が全体の戦局を大きく左右する。

　彼らに少しでも良いコンディションで戦ってもらうために、前線に配備される魔導騎士の家族は国が責任をもって預かることになっているのだ。

「ママーッ!!」

「鳴めいっ！」

　個室のドアを開けると、四畳半ほどの狭い部屋の中にいた三歳の娘・新宮寺鳴めいと目が合う。

　目が合うや娘はぶわっと、大きな瞳ひとみを涙で濡ぬらして黒乃に走り寄ってきた。

　黒乃は娘を膝ひざをついて、自分の胸に迎え入れる。

「よかった。怪我けがはしていないな？」


「うん、うんっ。……でも、でも、こわかったですの～…………っ」



「大丈夫だ。鳴がいる場所は私が守る」

「……ママは、怪我してないですの？」

「当然だ。ママは強いからな」

　人混みに揉もまれたのだろう。

　娘のくしゃくしゃになった髪を撫で梳すきながら、黒乃は娘の身体を観察する。

　確かに、どこにも怪我は無い。

　それを自分の目で確認できただけでも、だいぶホッとした。

「黒乃さん。お疲れ様です」

　娘の他にもう一人。

　部屋の中で荷物の整理をしていた栗色の髪の優しげな男が、黒乃をねぎらう。

　彼は黒乃の夫・新宮寺拓海たくみだ。

「拓海。お前も大事ないか？」

「《連盟》の人たちが良くしてくれたので、この通り」

「……国のことは信頼しているが、無事に避難できているか、離れ離れになっていないか、ずっと気がかりだった。……本音を言えば傍そばにいてお前たちを守りたいんだがな」

　だがそれは叶かなわぬ願いだ。

　黒乃ほどの力を持った騎士を遊ばせておけるような状況ではない。

　明日も迎撃に出なければならない旨を伝えると、拓海は頷うなずいて理解を示した。

「わかっています。鳴は僕が責任をもって守るから大丈夫。こっちのことは心配しないで、自分の身を大切にしてください。……一番危険なのは黒乃さんなんですから」

「ああ」

「さっき配給係の人が食事を届けてくれました。夕食にしましょう」

「ごはん！　メイもたべますのー！」

　その夜。黒乃は久しぶりに家族三人で食事をとった。

《傀儡王かいらいおう》の悪意から始まった脱走騒ぎで連日出ずっぱりだったからだ。

　戦争が起きたおかげで家族の元に戻れるとは、なんとも皮肉な話だ。

　黒乃は苦笑しながら缶詰のたくあんを口に運んだ。
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　翌朝。

　空が明け方の藍あいから朝の青に変わる頃。

　水平線の彼方かなたに昨日の脅威が再び姿を見せた。

　それを確認するや、東京湾から一つの人影が飛び立つ。

　二丁の拳銃を手に空を走るその女性は、《世界時計ワールドクロック》新宮寺黒乃である。

　彼女は空間を能力によって時間的に固定し、それを足場にして空を駆ける。

　向かう先は敵軍中央。

　空母の甲板と天地をひっくり返した戦艦の船底を持つ異形の船。

《白鯨》ダグラス・アップルトンの霊装デバイス・戦艦空母《エンタープライズ》である。

「今日決着をつけてやる！　ダグラス・アップルトン！」

『ハハハ！　やはり単騎でつっかけてきたな！　その意気や良し！』

　他の艦艇を無視し黒乃が最高速で接近してきたのを捕捉したアップルトンは、《エンタープライズ》の甲板から無数の機械人形《ＥＤＹ》を発艦させる。

　その数、ゆうに数百。

　とても目視では数えられない物量だ。

《ＥＤＹ》は背中に装備したスラスターで空を飛び、手の平の小型ハドロンカノンから熱閃ねっせんを放ち、黒乃を撃墜しようとする。

　しかし、

「《時間倍速クロックアップ》──10倍速！」

　自らの時間を加速し、常人ではありえない速度で動ける黒乃に、機械による単調な砲撃など到底当たらない。

　黒乃はこれを軽かろやかに躱かわし、

「《クロック・オン・デス》」

　固有時間加速の呪のろいを施した銃弾を、空路を塞ふさぐ《ＥＤＹ》に叩たたき込こむ。

《クロック・オン・デス》を喰らった《ＥＤＹ》は、瞬く間にその装甲が錆さびとヒビに覆おおわれ、関節部からバラバラになって海に落ちる。

　この魔法は撃ち込んだ対象の時間を何万倍も早回しにし、瞬時に『老衰』『老朽化』させる必殺の魔弾なのだ。

　黒乃は自身に纏まとわりつく《ＥＤＹ》をすれ違いざまに二十体、瞬時にスクラップに変える。

　そして巨大な戦艦空母《エンタープライズ》を自身の銃の射程に捉とらえるや、《ＥＤＹ》同様に《クロック・オン・デス》を叩きこんだ。

　だが──《エンタープライズ》はただの機械ではない。

　カール・アイランズの細胞魔法が生み出した『生体金属』によって改造を施されたダグラス・アップルトンの霊装デバイスだ。

《クロック・オン・デス》の魔弾を喰らうや、着弾した部分を瞬時にパージ。

　本体に老朽化が侵食するのを防ぎ、空いた穴に『生体金属』を移動。

　水銀のような『生体金属』はぐねぐねと蠢うごめきながら機関砲を形成し、反撃してくる。

『いきなりキングに突撃とは落ち着きのないことである！　だがこの《エンタープライズ》を前に大した自信だと褒めてやらんでもない！』

「結構だ。お前とおしゃべりをしに来たわけじゃない。とっとと沈没船になれ！」

《エンタープライズ》から撃ち込まれる対空砲火を、黒乃は時間の壁で防ぐ。

　防ぎながら、何度も銃撃を見舞う、が──

　その効果は《エンタープライズ》の総質量をわずかに削ぐにとどまる。

　黒乃の時間の能力は大規模破壊を得意としていない。

　効果範囲の狭さが、巨大さを武器にしている《エンタープライズ》とはとことん嚙かみ合あわないのだ。

「くそ、デカブツめ……っ」

『無駄無駄無駄！　吾輩を落として戦争の流れを決定づけたいのだろうが、いかんせんその豆鉄砲ではらちが明かんなァ！』

「黙ってろと言ったぞ！」

　せめてこの戦艦空母のどこかに合一しているだろうアップルトンの居場所さえわかれば、そこをピンポイントに抉えぐることで決着をつけられるのだが──

　いかんせんそういう探知系の伐刀絶技ノウブルアーツを黒乃はもっていない。

　図星をつくアップルトンの挑発に、黒乃は歯嚙みした。

　これに、アップルトンは続ける。

『しかし安心するがいい。望み通り、この戦争は今日で決着である！　世界正義である吾輩たち合衆国の勝利によってな！』

「昨日今日あわせて、私にかすり傷一つ負わせられていないくせに、図体ずうたいと遠吠えだけは大きいな。米国の犬は」

『遠吠え？　ははは、それはいい。ならば耳を澄ませてみるといい。聞こえてくるのは犬の遠吠えか？　それとも『悪』の断末魔か！』


「…………なんだと!?」



　どういう意味だ。

　疑問に思った黒乃は、アップルトンの言う通りに音に意識を向ける。

　そして、

「ッッ、!?」

　気付いた。

　彼女が飛び立ってきた地上。

　東京湾の防衛線から、──悲鳴が聞こえてきていたのだ。

　遥はるか彼方だというのにハッキリとわかるほどの大きな、そして大勢の、混乱と絶望の悲鳴が。
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　日本の《魔導騎士》や自衛隊が守る東京湾。

　そこに空から飛来するは、空母群から飛び立った無数の機械人形《ＥＤＹ》。

　海からは強襲揚陸艦が昨日同様港目掛け突っ込んでくる。

　これを迎え撃つ第一陣は、航空自衛隊の戦闘機と湾岸に展開する陸上自衛隊の戦車群だ。

　だが《ＥＤＹ》の機動力は空において無類であり、そう簡単には落とせない。

　強襲揚陸艦も同様だ。

　相手は世界一の兵器大国アメリカ合衆国。

　通常兵器に対する防御はぬかりなく、戦車砲は滑らかな装甲に弾かれ、有効打にならない。

　じき、陸上での戦闘がはじまるだろう。

　昨日と同じ流れだ。

　故にここからは防衛線の第二陣、白兵はくへいの出番だ。

「来たぞ……！　昨日の機械人形たちだ！」

　東京湾をぐるりと囲むバリケード。

　自衛隊員たちはそこから空と海を睨にらむ。

　そこから真っすぐに向かってくる敵意を。

「落ち着け。やることは昨日と一緒だ」

「ああ。それに今日は九州から魔導騎士が合流してきてる。あの《裁きの雷いかづち》も一緒だ」

「向こうは昨日の戦闘でそこそこ消耗しているはず。大丈夫だ」

　隊員の一人が言う通り、敵は第二陣と合流したはずだが、揚陸艦の数も《ＥＤＹ》の数も、昨日とそれほど変わらない。

　昨日の損害が響いているのだろう。

　程なく、巨大な地響きを鳴らし、砲弾をかいくぐった揚陸艇が港に乗り上げ始めた。

「敵の揚陸艇が港に突っ込んできました！」

「よぉし！　射程に入り次第撃って撃って撃ちまくれ！」

　隊員たちは鉄板のバリケードから銃口を突き出し、揚陸艇から降りてくる敵兵に備える。

　程なく、それは現れた。

　現れたのだが──

「ん？　おい。船から降りてきた連中、昨日の兵士たちと違うぞ？」

　昨日の自分たちと似た装備を持った非伐刀者ブレイザーの兵士ではない。

　全員がコートを纏まとっただけの身軽な装備。

　武器らしいものは、手に装備した白銀の籠手こてくらいの軽装だった。

　しかし、

「な、なんだありゃ!?」

　隊員たちはそんな敵兵に仰天する。

　理由は、彼らの顔だった。

　その全員が──まったく同じ容姿をした面長なブロンドの男だったのだ。

「双子、いや、そんなもんじゃねえ！　あいつらみんな同じ顔してるぞ!?」

「うろたえるな！　敵の顔なんてフッ飛ばしちまえばどうせわかりゃしないんだ！　俺おれたちのやることは一つ！　東京を守ること！　そうだろう！」

　奇妙な光景に動揺する隊員たちを中年の曹長そうちょうがどやし、落ち着かせる。

　そして、

「よぉし、総員撃ち方はじめェッ!!」

　敵上陸地点に対し、陸上自衛隊が集中砲火を見舞った。

　機関銃と戦車砲による集中砲火は、港をその波止場ごと吹き飛ばす。

　そこに立つ兵士が無事でいる理由はない。

「……やったか？」

　だが敵兵はもうそこにはいなかった。

「「「え？」」」

「────」

　あろうことか、揚陸艇から降り立ったブロンドの男たちは、陸上自衛隊が作ったバリケードの内側、彼らの背後に立っていたのだ。

「な、なんでコイツがバリケードの内側にッ!?」

「《発火能力パイロキネシス》」

　瞬間、ブロンドの男がかざした手が火を噴き、巨大な爆発を生む。

　バリケード内のあちこちで同じことが起こり、防衛線は一瞬にして穴だらけにされた。

「奇襲ッ!?　いったいどうやって！」

「うわああああ！　なんだ！　なにがどうなって──ぎゃああ！」

「クソ！　コイツ伐刀者ブレイザーか！　完全に内側に入りこまれた！」

「銃を使うな！　同士討うちになる！」

「ぐああぁああああ!!」

　パニックに陥る最前線。

　隊員たちは銃やナイフで突然背後に現れた敵に応戦するが、相手は異能を使う伐刀者ブレイザー。

　非伐刀者ブレイザーの通常隊員では相手にならない。

　隊員たちは敵の手から迸ほとばしる爆炎と、白雷によって吹き飛ばされていく。

　その様子を見て、日本の魔導騎士たちは慌てて駆け出した。

　そこには前線配備されたＢ、Ｃランクの学生騎士の姿もあった。


「みんな……ッ！　クッソォォオオ!!」



　昨日の夜、一緒に食事をしていた隊員たちが蹂躙じゅうりんされている。

　兎丸とまる恋々れんれんはその光景に、放たれた矢のごとく駆け出す。

「《ブラックバード》──ッッ!!」

　放つ音速の一撃。

　それは敵の頰ほおを捉え──

　たかに見えた刹那、

「消えたッ!?」

　恋々は唐突に敵の姿を見失った。

　瞬きすらしていないにもかかわらず。

「くあっ!?」

　直後、恋々が悲鳴をあげて転倒する。

　直上からの蹴けりによって地面に叩きつけられたのだ。

　恋々を踏みつけているのは、今まさに彼女が見失ったターゲットだった。

　いったいなぜ上から、──と考える暇は無かった。

「いぎっ!?」

　踏みつけられた恋々の右足を、見えないナニカが摑んでいる。

　しかもそのナニカは恋々の足をまるでもぎ取るように、膝から捻ねじり折った。

「[image: ]ああああっっ!!」


「兎丸ッ!!　おのれぇぇぇっ!!」



　同級生の窮地を救うべく、《破壊者》砕城さいじょう雷いかづちが恋々を踏みつける男に向かって斬馬刀ざんばとうを振るう。

「ぬゥゥウゥ!!」

　だが男はこの剛剣を、なんの危うさも感じさせない完璧かんぺきな見切りで躱す。

　砕城が初動に入るよりも早く、回避行動をとっている。

　その動きに砕城は気付いた。

「こ奴、さては複数の能力を持っているのかッ！」

　だが気付いただけでは何もできない。

　砕城もまた恋々同様、唐突に敵の姿を見失う。

　どこへ、と探すよりも早く、いつの間にか砕城の背後に立っていた男が彼の背中に手を触れて、

「《放電能力エレキネシス》」

「ぐあああぁああああ!!」

　高圧の電流を砕城に叩き込み、一撃で昏倒こんとうさせた。

「砕城くんっ！　兎丸さんッ!!　っ、はあぁあああ！」

　二人に追いついた破軍はぐん学園の教師でありＣランク魔導騎士の折木おれき有里ゆうりは、カットラスの刃で生徒二人を一蹴した男に襲い掛かる。

　しかしやはり空転。

　男はまるで未来を知っているように、危なげない動きで折木の攻撃を捌さばく。

　その能力、そして顔立ちに、折木は覚えがあった。

「こいつ、やっぱり──あの！」

　わからないのは、あの伐刀者ブレイザーが何故なぜこんなにたくさんいるのか、ということ。

　しかし、

「でもどんな能力を持っていたって、人間相手なら喰らわせられる!!」

　それを今考える必要はない。

　とにもかくにも、脅威は倒さねばならないのだから。

　折木は戦場深くに入り込むと、自らの伐刀絶技ノウブルアーツを発動する。

「《血染めの海原ヴァイオレットペイン》ッッ!!」

　数多あまたの病を抱えた体の痛みを、自分を中心とした広範囲の敵に共有させ、敵のコンディションを強制的に絶不調に落とす魔術だ。

「が、[image: ]っ!?」

　しかし、男はこれにまるで怯ひるむ様子を見せなかった。

　突っ込んできた折木の腹部に深々と拳こぶしを叩きこむ。

　そのダメージもまた、《血染めの海原ヴァイオレットペイン》によって共有されるはず、なのだが、


「痛みに…………動じて、ない!?」



　みぞおちを貫く打撃に折木は血を吐き、膝をつくが、男は意に介した様子もなく、口の端から血を零こぼしながらも、両の足で立っている。

　そして、炎の魔術を折木に対し、至近から放とうとしてきた。

　この距離であの爆発を受ければ、体が吹き飛ぶ。

（自分が死ぬのに、躊躇ちゅうちょがない……！　マズイ！）

《血染めの海原ヴァイオレットペイン》は折木が生きて発動し続けなければ意味が無い。

　即死するような攻撃を受けては、その効果を発揮できない。

　しかし折木は先ほどのボディブローが足にきて立てなくなっている。

　これを避けられない。




「《緋雷神ヴィジャヤ》──ッ!!」




　そんな折木を、雷鳴と共に飛来した赤い閃光せんこうが救った。

　赤い稲妻を纏う初老の偉丈夫いじょうふ。

《裁きの雷》海江田かいえだである。

　海江田は槍の霊装デバイス《緋雷神ヴィジャヤ》の矛先ほこさきで男を貫くと、尋常ではないジュール熱により一瞬にして『炭化』させ、男を塵に変えて消し飛ばした。

「海江田、さんっ、助かりました……！」

「一度下がりなさいっ。コイツのことは知っているはず。コイツは未来を予知し、瞬間的に移動できる……！　コイツの思考より早く動ける私のようなものでないと、戦いにすらならない!!」

　告げると海江田は周囲の敵に真実稲妻の速度で襲い掛かった。

　圧倒的な攻撃力と速度の両立。

　日本有数のＡランク騎士・海江田はその位に恥じない実力で獅子しし奮迅ふんじんの働きをする。

　しかし──

　それでもその『男』の数が多すぎた。

　彼以外の魔導騎士たちはこの男にまるで手も足も出ず、圧倒される。

　当然防衛線は機能不全に陥り、敵の迎撃もままならず、

「ッ!!　あああ！　いけないっ！」

　折木が空を見上げ、悲鳴を上げた。

　百をゆうに超える大量の《ＥＤＹ》が、対空砲火のなくなった空を滑空。

　統合作戦本部と避難シェルターのある《ジオフロント》直上の東京都心に群がり始めたからだ。
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「《ＥＤＹ》が湾岸の防衛線を突破ッ！　都心部に乗り込まれました!!」

「都心部に《ＥＤＹ》のハドロンカノンによる強粒子レーザーが直撃！　都市迎撃システム蒸発！　シェルター第一隔壁被害甚大じんだいッ！」

「ＡＩの性能は向こうが上です！　都市の防衛設備だけでは持ちません！　このままでは、《ジオフロントここ》へ乗り込まれます!!」

「何をやっているんだ前線は！」

《ジオフロント》に地殻エレベーターにより格納された日本連盟支部ビル内、そこに設置された統合作戦本部に警報が鳴り響く。

　敵が防衛線を突破し、自分たちの直上まで来ているという状況に、自衛隊の幕僚や《連盟》の職員も狼狽ろうばいを隠せない。

「昨日はあんなにもたせていたじゃないか……っ」

「なんなんだこの同じ顔をした連中は！」

　昨日力強く米軍の侵攻をはじき返した防衛線が、見る影もなく破壊された。

　その原因は誰だれの目にも明らかだ。

　あのコートの男たち。

　その顔を、名を、統合作戦本部の司令官である《鉄血》黒鉄厳は知っていた。


「《超人》エイブラハム・カーター……ッ!!」



「こ、これがあの《超人》なのか!?」

「でもなんでこんなにいっぱいいるんだ！　何かの能力か!?」

　これに厳は答える。

「推測の域は出ないが……、おそらくクローンだろう。アメリカには《大教授グランドプロフェッサー》カール・アイランズという天才がいる。そういう技術を確立していてもおかしくない」

　その直後、あってはならない事態が現実のものとなる。

　コンソールの前に立つオペレーターの一人が悲鳴のような声で叫んだ。

「し、Ｃ15番エレベーターの隔壁が突破されました！　《ＥＤＹ》複数体が《ジオフロント》内に侵入ッ!!」




「「「ッッッ──────!!!!」」」




　地上と《ジオフロント》の間にある地層型装甲を突破された。

　そこからこの統合作戦本部とは、防衛層と呼ばれる敵を迎撃するための空間を隔てるのみだ。

　敵がついに至近までたどり着いた

　その事実に空気が張り詰める。

　その緊張の中で、いち早く指示を飛ばすのはやはり黒鉄厳だ。

「ジオフロント防衛層の防衛システムをすべて稼働させろ！　防衛層でＥＤＹの侵攻を是が非でも防ぐ！」

「はいっ！」

「それから予備配備の魔導騎士と、……Ｄ、Ｅランクの学生騎士に緊急連絡」

「まさか……！」

「出動命令だ。防衛層に展開し《ＥＤＹ》を迎撃する！」

　厳の命令にオペレーターをはじめ、自衛隊から召集された幕僚たちも目をむく。

　当然だ。

《ＥＤＹ》は高度な知能と破壊力に優れた数多の武装を装備する、Ｃランク相当の伐刀者ブレイザーでようやく相手にできる脅威だ。

　それにＤ、Ｅランクの、それも年若い学生騎士をあてる。

　どんな惨劇が起きるか。火を見るよりも明らかだったからだ。


「っ…………！　そ、その、よろしいんですか!?」



「責任はすべて私が負う」

　厳の眉間にいつもよりも深い皺が刻まれる。

　この決断は適材適所を絶対の運用基準とする厳にとって、まさしく苦肉の策でしかなかったからだ。

　だがそれでも、命じないわけにはいかない。

　なぜなら、防衛層の後ろはもう統合作戦本部──そして民間人の避難区画なのだから。

「今は一人でも、戦える人間を遊ばせておける状況ではない」
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　出入口となるエレベーター坑から《ジオフロント》内に侵入した《ＥＤＹ》はさらに地下深くを目指すべく地面に向けて両手のハドロンカノンを放つ。

　オレンジ色の指向性強粒子レーザーにより、施設の床はたやすく溶解。

　溶けた鉄となって崩れる。

《ＥＤＹ》はその穴から直下の通路に飛び降り、

　──その者たちと対峙した。

「ひっ！」

「ま、マジで来やがった！　こんなところにまで！」

　天井てんじょうを溶かし降りてきた《ＥＤＹ》。

　その姿に、貪狼どんろう学園の赤い制服を着た男たちが息を飲み込む。

　彼らは緊急招集をうけたＤ、Ｅランクの学生騎士だ。

　皆、前線で戦うには力不足であると、《ジオフロント》に残されていた者たち。

　戦闘力は当然低いし、まともな実戦も初めてだ。

　全員霊装デバイスを手にしてはいるが、その切っ先は細かく震えている。

「お前たち狼狽うろたえるな！」

　だがそんな男たちを、彼らの先頭に立つ袴はかま姿の少女が一喝いっかつした。

　少女──綾辻あやつじ絢瀬あやせは緋色ひいろの日本刀を《ＥＤＹ》に向け、吼ほえる。

「ここから先にいるのはボクたちのような戦う力を持った伐刀者ブレイザーじゃない！　病人や子供だっているんだ！　絶対にここを通すな!!」

「お、おうよ姐ねえさん！」

「やってやらコラー！」

「ぶっ殺すぞクラー！」

　絢瀬の励ましに男たちも野蛮な唸うなり声で応こたえる。

　その直後、

『生体反応、複数確認。モード《サーチ＆デストロイ》実行シマス』

《ＥＤＹ》が攻撃を開始した。

　両の手を絢瀬たちにかざし、孔から熱閃を放つ。

「避けろ！」

「うわああああ！」

　間一髪、狭い通路の両端に散ったおかげで一同はこれを躱す。

　熱閃は通路の奥に突き刺さり、そこで爆発を生んだ。

　通路を吹き抜ける熱風。その熱さに、威力に、絢瀬はゾッとした。

（こんなもの、伐刀者ブレイザーが喰らっても無事じゃすまない……！）

　では父のような伐刀者ブレイザーでない人間が喰らえばどうなる。

　考えたくもない。

　そんなことは、絶対にさせない。

「はああぁあぁぁ────っ!!」

　二発目のチャージが終わる前に決着をつけるべく、絢瀬は《ＥＤＹ》目掛け踏み込む。

《ＥＤＹ》ももちろんこれを他の武装で迎撃。

　腕に取り付けられた格納式の超振動ブレードを解放。

　近づいてくる絢瀬に斬りかかる、が、

　機械の太刀筋たちすじなど、受け流しを得意とする綾辻一刀流の使い手である絢瀬にとって、見切るのは造作もないことだ。

　彼女はするりと懐ふところに飛び込むと、《ＥＤＹ》の胴を斬り払う。

　が、

「──痛っぅ」

　装甲に傷をつけて、そこから《緋爪ひづめ》の能力で引き裂くつもりだった。だが、絢瀬渾身こんしんの太刀たちを受けても、《ＥＤＹ》の装甲には小さな擦り傷すらつかなかった。

　硬質な感触が絢瀬の手の平に跳ね返り、骨を軋ませる。

　ここで《ＥＤＹ》が返し太刀を振るったので、絢瀬は一度間合いの外へ逃れる。

「な、なんて硬さなんだ……！」

「力んで刃筋が乱れているぞ。絢瀬」

「っ!!」

　突然かけられた声に絢瀬はぎょっ、と振り向いた。

　通路を歩いて、こちらに近づいてきている中年はここにいるはずのない人間。

　絢瀬の父にして《最後の侍ラストサムライ》と呼ばれた剣客、綾辻海斗かいとだった。

「父さん……ッ!?　どうしてここに！」

「剣客が刀を手に戦場に現れる理由なんて、一つしかないだろう」

　言われて絢瀬は気付く。

　父が一振りの日本刀を手に提さげていることに。

「無茶だ父さん！」

「そ、そうっすよ先生！　先生は伐刀者ブレイザーじゃねーし！」

「それにアンタ退院したばっかっしょ!?　さっさと逃げて──」

　彼に気をとられたのがいけなかった。

　機械人形はその隙すきを見逃さない。

　超振動ブレードとは逆の腕から機関銃を展開。

　貪狼の少年たちに銃口を向ける。

「えっ」

「やば、っ」

　だが銃口が火を噴くことはなかった。

「綾辻一刀流《綾霞》」

　一瞬にして10メートルの間合いを詰めた海斗の刃が、太刀音すらないままに、《ＥＤＹ》の比較的柔らかい関節部を断ち切り、五体をバラバラに斬り崩したからだ。

　滑るような太刀筋で《ＥＤＹ》を破壊した海斗は言う。

「老いても病んでも、お前ら程度に心配されるほどなまっちゃいねぇ」

「父さん……！」

　その顔つきは、道場で見るよりも十歳ほど若く見えた。

「ぼうっとするな！　次が来るぞ！」

「は、はいっ！」

　集まった綾辻一門は先ほどの穴から飛び降りてきた新たな《ＥＤＹ》三機と相対する。

　一度落ち着きを取り戻せば、貪狼の少年たちも《ＥＤＹ》相手に数の暴力と粘り強い立ち回りで善戦した。

　伊達だてに毎日《剣士殺しソードイーター》倉敷くらしき蔵人くらうどの打ち込みを受けているわけではない。

　しかし、それはこの場を維持できているだけだ。

　いずれ敵の数が増えればじり貧になる。

（この場の戦力ではそう長くはもたん……）

　今ここに、あの男がいれば。

　海斗は九州に発っていまだ戻らない男を惜しまずにはいられなかった。
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「地上で何が起きているッ!?」

　都心から吹き上がる火の手に、黒乃は激しく狼狽。

　これに、《エンタープライズ》内のアップルトンは答える。

『《サイオン》──それが吾輩たちが合流した米軍の第二陣だ』

「っ!!」

『当然知っているだろう。米国最強の能力者《超人》エイブラハム・カーターをリーダーとする米国が誇る超能力者特殊部隊。だがこの《サイオン》にはこの作戦までずっと、吾輩にすら知らされていなかった驚くべき事実がある。

　それは《サイオン》に所属する全隊員が、Ｄｒ．アイランズによって造られたエイブラハム・カーターのクローンということである！』

「な、なにい!?」

『ハハハッ！　恐ろしいだろう。彼らは《念話テレパシー》による意識統合で普通の人間には到底まねできない群行動が可能だ。そのうえ個人個人の戦闘力も、吾輩にはやや劣るものの、並のＡランクでは到底勝負にならん。まさに世界最強の軍隊。それが《超人》であり《サイオン》なのだ！』

　そして、とアップルトンは一度焦らすように言葉を区切り、

　──告げた。

『今回の攻撃にはその《超人》が二百人作戦に参加している』


「っ～～～～！」



　それは黒乃にとって、そして日本にとって絶望的な現実だった。

『この圧倒的戦力の正義を前に、悪は灰燼かいじんと化すのみである!!』

「クソォオッ!!」

　ほとんど反射的な行動だった。

　絶望的な状況、それに対する焦燥しょうそうが、黒乃にあってはならないエラーを生んだ。

　彼女はあろうことか、《エンタープライズ》を放置し、東京へ駆け戻ろうとしてしまったのだ。

『吾輩知っておるぞ。こういうのを注意一秒怪我一生というのであろう』

「っ!?　ぐっ、!!」

　一瞬。

　注意が逸それた一瞬をアップルトンが周囲にばらまいた《ＥＤＹ》は見逃さなかった。

《ＥＤＹ》は自身の腕を射出。

　腕と本体を繫つなぐワイヤーが黒乃の両腕に巻き付き、自由を奪う。

「離せッ！　あ、」

　そして銃が使えなくなった黒乃の前で、──《エンタープライズ》は船底に備え付けられている二門の主砲ハドロンカノンのチャージを始めた。

　その砲身は、真っすぐ東京都心に向けられている。

　黒乃はゾッとした。

「おい、よせ！　ダグラス・アップルトン！　何をする気だ!!」

『愚問。愚問だな《世界時計ワールドクロック》。悪は討つ。それが正義の行いである』

「やめろ！　《ジオフロント》には民間人の避難区画もあるんだぞ！」

　黒乃は必死にワイヤーを振りほどこうとしながら、叫ぶ。

　しかし、

『……悲しいことだ。実に。しかしお前たち悪を野放しにする理由にはならない！　《解放軍リベリオン》という隠れ蓑を使い、世界を陰から暴力によって脅かしてきた《連盟》という悪を根絶やしにするためならば、それもまた正義のための尊い犠牲である！』

　アップルトンは聞き入れない。

　自らの正義を、祖国の正義を疑わない。

　疑わないまま、躊躇ためらわないまま、




『《正義執行ジャスティスファイア》────ッッ!!』




　主砲を発射した。

　88口径の砲門からオレンジ色の閃光が迸ほとばしり、

「うああぁああああああああぁあああああ──────ッッッ!!!!」

　東京を、文字通り、消し飛ばした。

　そこにある何百万の命、諸共に。
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　何が起きた。

　ダグラス・アップルトンは混乱する。

　何が、起きた。

　繰り返す疑問。めぐる不可解。しかし答えはわからない。

　彼は何も見ていない。

　何も見えなかった。

　ただ、





「ハァ、ハ[image: ]…………ッ、ァア…………」






　突然射線上に現れた黒乃に、主砲を二門とも破壊された。

　発射直前の主砲に撃ち込まれた劣化の魔弾は、瞬く間に主砲を損壊。

　内部エネルギーが暴走し、爆発。

《エンタープライズ》の船底、戦艦の部分が大ダメージを負った。

　起こった事実のみを並べるなら、そういうことだ。




　だが、




　あのとき、《ＥＤＹ》に捕らわれていた黒乃が、その拘束を振りほどき、射線に割り込み、主砲を破壊する。

　この一連の動作は、位置関係的にも、あの時黒乃が置かれていた状況的にも、絶対にありえない。そう断言できる事柄だった。

　そんなあり得ないことを可能にするとすれば──

『……この土壇場どたんばで《覚醒》に至ったか』

《世界時計ワールドクロック》は時間を操あやつる能力者。

　それはアップルトンももちろん知っている。

　その力が《覚醒》し、運命を乗り越える特性を得れば、通常の時間使いには不可能とされる時間という不可逆の運命ながれに逆らうこともできるのかもしれない。

　否いな。

　そうでなければこの状況の説明がつかない。

　新宮寺黒乃は、時間を巻き戻したのだ。

　そして《ＥＤＹ》に不覚をとった過去を捻じ曲げ、砲撃を止めた。

　……何という恐ろしい力か。

　アップルトンは畏怖いふを覚える。が、

『ハハハ！　よかろう！　それでこそだ！　そうでなくては面白おもしろくない！　同じ《魔人デスペラード》として吾輩も全力で相手をしてやろうとも！』

　彼もまた《魔人デスペラード》。

　運命に屈するつもりなどさらさらない。

　敵が過去を捻じ曲げて、運命を自分に利する形に変えるというのなら、それをまた自分も自分の強さで捻じ曲げて見せる。

　その気概を以もって、吹き飛んだ船底を『生体金属』により修繕。

　再び黒乃と相対する。

　のだが、


「げ、はっ…………！」



『ム……!?』

　直後、空に佇たたずむ黒乃が、泥のような血を吐き出した。

　その異様な行動に、アップルトンは気付く。

　スーツの色が紺で、髪の色も黒なのでわかりにくかったが、




　黒乃は、全身が血みどろだった。




　ぐっしょりと濡れた革靴から、血が滴したたるほどに。


『なんだ、《世界時計ワールドクロック》、その…………体はッ!?』



　黒乃は答えない。

　いや、答えられないのか。

　荒い息をつきながら、肩を苦しそうに上下させている。

　──アップルトンは昨日から一度も、黒乃に有効な攻撃を与えられていない。

　黒乃にとって《エンタープライズ》が大きすぎるように、《エンタープライズ》にとって黒乃は小さすぎるのだ。

　だから当然、自分が与えた傷ではない。

　ならば──時間を遡行そこうした反動か。

　時間を進めるならともかく、不可逆な流れを遡行する行為は、本来不可能とされている。

　人間の身体が、その行為に耐えられないのだ。

　黒乃の傷は、そのための損傷か。

　アップルトンは一瞬そう考えるも、
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（いや、違う……！）

　カメラを寄せ、確信する。

　血を吹き出す黒乃の傷痕きずあと。

　顔に残る打撲痕。

　スーツが炭化した肉に貼はりつく熱傷。

　深々と刻まれた鋭利な裂傷。

　それらは──どう見ても戦闘による負傷だったからだ。

『ま、まさかキサマァッ!!』

　その傷を見た瞬間、アップルトンは一つの、恐ろしい可能性に行きつく。

　そして、

『提督！　大変です！』

　その予感は──直後入ってきた前線からの報告で肯定されたのだ。
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「グアアアッ！」

「海江田さんっ！」

《裁きの雷》海江田は実によく戦った。

　しかしエイブラハムは《暴君》の細胞を基もとに作られた、物量と高性能を両立するアメリカの生体兵器。

　とても一人で対処できる敵ではない。

　最初こそ持ち前の破壊力と速度で優勢に立っていたが、次第に物量に押しつぶされ、ついにはエイブラハムの見えざる手《念動力サイコキネシス》に捕まってしまう。

　一度捕まれば、もう後はなかった。

　エイブラハムは《念動力サイコキネシス》で海江田の両手両足を捻ひねり折り、殴り飛ばした。

　地面を転がり、バリケードの残骸ざんがいに叩きつけられ、動けなくなる海江田。

「────」

　海江田を倒した十人のエイブラハムが、次のターゲットをその場にただ一人残っている伐刀者ブレイザーである折木に移す。

（もう、ダメだ……、とても、抑えきれない）

　エイブラハムが猛威を振るっているのは此処だけではない。

　いや、この周辺は海江田の奮戦があったぶん、まだ被害が少ない方。

　周囲の陸自や魔導騎士たちはひどい有様だった。

　居並ぶ戦車はすべて火を噴き上げ、組まれたバリケードは残らず消し飛び、もはや立っている人間より倒れている人間の方がはるかに多い。

　壊滅。

　前線は接敵わずか十分足らずで壊滅状態になった。


（こんなの、反則でしょう…………）



　すべては、目の前の異形の軍隊。

《サイオン》──エイブラハム・カーターによって、だ。

　折木は周囲の惨状に、覚悟を決める。

（こうなったら、使うしかない）

《死の宣告ジョリーロジャー》折木有里の切り札。

　痛みだけではない。

　効果範囲内に自分の病そのものを共有する。

　それによって範囲内の人間の免疫機構を過剰反応させ、人間を内側から自壊させる。




　伐刀絶技ノウブルアーツ《血染めの大時化サイコカインストーム》




　非常に強力な伐刀絶技ノウブルアーツだが、大きな欠点として、コントロール度外視の最高出力で発動しなければならないため、ターゲットの選別ができない。

　効果範囲内にいるならば、敵も味方もすべてに影響を与えてしまう。

　当然、折木の傍で倒れている生徒たちにも。

　いや、すでに負傷している彼らは、エイブラハム以上に強い影響を受けかねない。

　ともすれば……死すら。

　だが、もはや折木にそれ以外の手札はなく、魔導騎士としてこの場所を通せない以上、折木には選べる手段もなかった。


「ごめんね、みんな…………っ」



　倒れている恋々たちに詫わび、折木は自らの伐刀絶技ノウブルアーツを発動──

　しようとした、まさにそのときだった。




「「「────ッ!!」」」




　一瞬に千を超える発砲音が重なり鳴ったかと思った刹那せつな、迫ってきていた十人のエイブラハムが身体をハチの巣にされて吹っ飛んだのだ。

「え……！」

　折木は、今の技を知っている。

　時間を止めて発砲。その後、時間停止を解除することで、一瞬にして数十から数百の銃弾をターゲットに見舞う伐刀絶技ノウブルアーツ。

《クロックドロウ》

　それを使える魔導騎士は日本に一人だけ──

　背後を見やると、そこには、やはり新宮寺黒乃の姿があった。

「理事長先生！　どうしてここに！」

「説明は後だ！　生徒たちを連れて下がれ!!」

　鬼気迫る表情で黒乃はそう叫ぶと、折木の脇わきを駆け抜け、自分が撃ち倒したエイブラハムたち目掛けて駆け出す。

　その姿を追って折木がエイブラハムたちに視線を戻すと、彼らは《念動力サイコキネシス》で穴だらけになった自分の身体を操り、反撃に移ろうとしていた。

　そのうちの一人の頭を黒乃は至近からの銃撃で吹き飛ばす。

　だが、

「あぶな──」

　敵は複数。

　当然周囲の他のエイブラハムが、《発火能力パイロキネシス》や《放電能力エレキネシス》を両腕の霊装デバイスに纏い、黒乃に襲い掛かる。襲い掛かった。しかし、

「「「ハァアァアアッ!!」」」


「っっ～～～～!?!?」



　続く瞬間、折木はかつてない混乱に陥った。

　なぜなら、エイブラハムの反撃が黒乃を捉えるかと思った刹那、エイブラハムと同じ数の黒乃が現れ、彼らを蹴り飛ばし、反撃を寸断したからだ。

　そして、その現象は折木の傍だけではなかった。

　遠くから湧わき上がる驚きの声。

　それに目を向けると、崩壊した戦線の至る所で、エイブラハムと黒乃が戦闘を開始していたのだ。

「な、なにが起こっているのっ!?」




　──混乱しているのは折木だけではなかった。

　前線の状況をモニタリングしていた統合作戦本部も、この事態に困惑する。

「せ、戦闘区域一帯に異変!!　複数、いえ大量の《世界時計ワールドクロック》新宮寺黒乃が出現！　《サイオン》と交戦を開始しました！」

「どういうことだこれは！　ど、どうして黒乃女史がこんなにも……！」

「まさか、わが国でもクローン技術を!?」

　エイブラハムと同じ技術を疑う幕僚たち。

　しかし、そうではない。

「……違う」

　統合作戦本部でただ一人、厳だけは今黒乃が行っている行為に気付いた。

「新宮寺君、……なんという無茶を」

　その、度を超した無謀さにも。

「長官。教えてくれ。この状況は一体どういうことなのだ……？」

「……彼女、新宮寺君の能力は『時間操作』だ。

　そこから導ける現状に対する解は一つしかない。新宮寺君は今、




　同一時間上に時間遡行を繰り返すことで、何十、何百回という過去介入を行っているのだ」





◆◇◆◇◆






『ただの、時間遡行じゃない……。《世界時計ワールドクロック》、君は今、同一時間上へ複数回介入し、その結果を累積している！　それが君が運命を超越して手に入れた力であるか……！』

　前線の状況の報告を受け、米軍の司令官であるアップルトンも厳同様、黒乃の行っている事柄の絡から繰くりに気が付く。

　その気付きは、正しかった。




「伐刀絶技ノウブルアーツ《三千世界》……！」




　それが新宮寺黒乃が《覚醒》を経て手に入れた能力。

　修練の果てに行きついた自らの可能性の最果て。

　そこに存在した扉の向こうから持ってきた力だった。

　そう、扉はいつだって彼女の傍に──背後にあったのだ。

　あの日、運命を超えるか、運命に準じるか。その選択を迫られ、母としての生き方を選んだ日からずっと。

　でもずっと背を向けていた。

　見ないようにしていた。

　その扉に触れ、人ならざる者となって、人としての運命を、今ある幸せを失うのが恐ろしかったから。

　そう、昨日までは。
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『ねーねー。センセーがメイたちはママがまもってくれるから大丈夫だっていってましたの。ママってそんなにつよいんですの？』

　保育園の先生から聞かされたのだろう。

　黒乃は鳴を身ごもったと同時にＫＯＫを引退したので、鳴は現役げんえき時代の黒乃を見たことがないのだ。

　この娘の問いかけに、夫の拓海が『そうだよ』とすこし誇らしげな調子で答えた。

『ママは昔、世界で三番目に強い伐刀者ブレイザーだったんだ。もし辞めずに続けていたら一番にだってなれたくらい強かったんだ』

『すごいですの！』

　くりくり大きな目を一層大きく見開いて驚く鳴。

　だがすぐに彼女は、はてなと小首を傾げる。

『でもどうしてやめちゃったんですの？』

『……丁度そのとき鳴が生まれたからな。お腹なかに鳴がいるのに危険なことはできないだろう。だからやめたんだ』

　正直なところ、黒乃はこの話をするのはあまり好きではなかった。

　この話題になるとどうしても思い出すからだ。

　あの雨の日。

　青春時代を共に競い合った宿敵に頭を下げたあの日のことを。

　あの時の、西京寧音の表情を。

　だから、

『そんなことよりも鳴。今日は──』

　黒乃は話題を変えようとした。

　のだが、

『じゃあまたセンシュできますの！　だってメイはもう大人のレディなんですもの！』

　鳴は黒乃の声を遮さえぎって、そう言った。

　対し黒乃は困ったように笑う。

『そういうわけにもいかないさ。メイはまだまだ小さいし、それに私も引退して長いからな。もう昔のようには……』

『でも、トレーニングは現役時代から変わらず毎日続けているよね』

『拓海……』

『それに今日だって、アメリカのダグラス・アップルトン提督をたった一人で抑えていたって聞きましたよ。それだけの力があるなら、今から復帰しても充分通用するんじゃないですか』

『メイも、かっこいいママみてみたいですのー！』

『……やめてくれ』

　黒乃は少し語気を強めて二人に言った。

　二人はともすれば、本当に自分なら今から復帰しても通用すると思ってくれているのかもしれない。米国を代表する伐刀者ブレイザー、ダグラス・アップルトンと互角に渡り合ったこともまた事実だ。

　しかし、

『今日みたいに、お前たちを守るために戦うのはいいんだ。私はそのために命を賭かけられる。お前たちは私が守るべき大切な家族だから。でも……Ａ級リーグは別だ。私にはもう、自分の名誉のために命を賭けることなんて、とてもできない。私の命はもう、私一人のものではないから。しかし……あの世界でそんな生半可な考えは通用しない』

　黒乃は知っている。

　あの世界に生きる人間が、どれだけ勝利に飢えているかを。

　どれだけ勝利を渇望し、そのためになら命すらも惜しまないことを。

　かつては黒乃もそうだった。

　だが、今は違う。

　七星剣武祭しちせいけんぶさい決勝で寧音と死力を尽くして張り合った時のような感情を、自分はもう持てないだろう。だから、

『今の私が立ち入っていいような世界じゃないんだ』

　黒乃は二人にそう言った。

　黒乃の語気に含まれる、この話題に対する拒絶を拓海は感じ取ったのだろう。

　彼は『余計なことを言っちゃったかな。ごめん……』と黒乃に詫びた。

『僕は所詮しょせんＥランクどまりの伐刀者ブレイザーだから、本当の頂点で戦っていた黒乃さんや、ネネちゃんみたいな人たちがどんな思いを抱いているのかは、よくわからないんだ。黒乃さんがもうあの世界に未練なんてなくて、僕たちと一緒にいるのが何よりの幸せだって言ってくれるなら、それでいいんだ』

『……ああ、もちろんだ。私にとってお前たちと一緒にいる時間ほど幸せな時間なんて』

　ない。

　黒乃はそう言おうとした。

　でも言葉は喉のどに引っかかって、すぐには出てこなかった。

　そこに、拓海が言葉を続ける。

　まるで──今の黒乃の胸中を見透かしているように。

『……でもね。一つだけわかっていて欲しいのは、家族僕たちは黒乃さんを縛る枷ではないということなんだ』

『！』

『今日、鳴は君に逢うまで一度も泣かなかったんだよ。保育園の先生や僕が避難で大変だっていうことをわかっていてくれたから、ずっと我慢していたんだ。そうだろう？』

『とうぜんですの！　メイはもう子供じゃありませんのよ！　りっぱなレディはひと前でないたりしませんの！』

『……僕たちの宝物はこんなにも大きくなった。この戦争を相手に、この子なりの戦い方ができるくらいに、強くなったんだ。守られてばかりの重荷じゃない。家族は君と一緒に戦う仲間なんだ。まあ、戦うと言っても応援くらいしかできないけど』

『でもいっぱいいっぱいオーエンしますの！』

　よしよしと拓海は鳴の髪を撫でる。

　撫でながら、彼は黒乃に問うた。

『黒乃さんは覚悟がないとあの世界には踏み込めないと言った。確かに名誉のためになら死んでもいいなんて覚悟、持たれたら僕たちも困る。けど、僕たち家族の声は、その捨すて鉢ばちな覚悟の代わりにならないかな？』
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「私も馬鹿ばかだな。夫に言われるまで、そんなことにも気付けないなんて……」

　肺に入った血の塊を吐き出しながら、呟つぶやく。

　──確かに、自分はかつての命がけの情熱エゴを失った。

　とてもではないが、死んでも勝ちたい、そんな風には思えない。

　だからあの扉を開かなかった。今の自分が、あの扉の向こうで自分自身を維持するだけのエゴを持っているとは思えなかったから。

　今までずっと。

　そうずっと、黒乃は思っていたのだ。

　今の自分はかつての自分より弱くなってしまったと。

　そして、そんな弱い自分を見せたくないばかりに、寧音の前から逃げ出した。

　だけど──

　ああだけど、失ったものばかりでもなかったのだ。

　新たに得た力もあった。

　家族だ。

　家族に対する愛情。彼らの前で誇れる自分でありたいと思うプライド。

　なによりも──自分の背中を押してくれる『声』を、自分は手に入れた。

　その声に背中を押されると、無限の力が湧いてくる。

　それがかつての情熱に劣っているとは、まったく思わない。

　ならば──




「今この瞬間こそが、《世界時計》新宮寺黒乃の全盛期だ。これでも私の家族を枷というか。《白鯨》ダグラス・アップルトン……！」




　血濡れの顔を持ち上げて、力強く微笑ほほえむ黒乃。

　彼女の力によってなかったことにした未来で、アップルトンが彼女に言った言葉尻を捕らえて。

　そんな黒乃に──

「ブラーボゥ」

　アップルトンは拍手と称賛を携え、《エンタープライズ》の甲板に姿を見せた。

「吾輩は悪を憎んでいる。しかし尊敬すべき敵が在ることも知っている。同一時間上への連続介入。それを能力と片付けるのは簡単だが、君が今行っていることは生半可なことではない。なぜならその連続介入を成している事実は、君が二百人の《超人》と連戦し、その悉くに勝利しここに戻ってきたという過去の証左なのだから。凄すさまじい能力。凄まじい意志力。吾輩も帽子を脱がずにはいられない。敬意を表するとも。《世界時計ワールドクロック》」

　艦橋から甲板に現れたアップルトンは、惜しみない称賛を口にする。

　ずっと《エンタープライズ》の中に隠れていたというのに、その姿までさらして。

　だがもちろんそれには理由がある。

「しかしその代償は大きかったな。今の君はもう、とても戦えるような状態ではない。こうして姿を見せた私に対して、銃を構えることもできないのだからな」

「……っ」

　そう。彼は今の黒乃の有様を見て確信していたのだ。

　彼女にもう、自分を、《エンタープライズ》を倒しきる力が残っていないことを。

　そして、彼の確信はまったくもって正しかった。

　黒乃は霊装デバイスを手放さないでいるだけで精一杯。

　アップルトン本人を前に、銃を持ち上げることもできなかった。

　ならば黒乃がしたことは、前線の崩壊をわずかに遅らせたに過ぎない。

「君が死力を尽くして稼げたのは精々が10分だ。10分後、吾輩の《エンタープライズ》は主砲を再構築し、第二射を東京都心に向けて撃ち放つ。君にはそれを止める力がもう残っていない。その一撃でこの戦争は決着だ」

　言うとアップルトンは『浮力』の能力で『生体金属』を操作。

　黒乃に破壊された主砲を一度分解し、組みなおそうとする。

　しかし、

　これに黒乃の表情はどこまでも不敵なものだった。

「10分、それだけあれば、十分だ……」

「何？」

「わからない……のか？　まあ、そうかもしれないな。だが私にはわかるんだ。……ずっとあのいけ好かない奴を意識してきたから、あいつが……近づいてくるのがな」

「なんの話をして、──ん!?」

　近づいてきている。

　その言葉の意味を、やや遅れてアップルトンも理解する。

《エンタープライズ》の対空レーダー。

　それが何かが頭上から急降下し迫ってきているのを捉えたからだ。

　大きさは直径約20から30メートル。

　人工物ではない。岩。彗星──




「気をつけろよアップルトン。アイツは嫌になるほどに強いぞ」




　直後、アップルトンは見た。

　曇天を貫き《エンタープライズ》目掛けて落ちてくる赤々と燃える彗星と、




「テメェェエェッ!!!!　誰の女スケに手ェだしてんだコラァァアァッッ!!!!」




　その上に仁王立におうだちする和装の小柄、《夜叉姫》西京寧音の姿を。
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　低く垂れこめる鉛色の雲。

　それを千切ちぎり割さいて現れた、灼熱しゃくねつに染まる赤星せきせい。

　それは大気圏外から重力操作でスペースデブリや惑星片を引っ張ってきて、敵に叩きつける《夜叉姫》西京寧音の《覇道天星はどうてんせい》だ。

　その他に類を見ない超質量攻撃は、真っすぐに《エンタープライズ》目掛けて落ちてくる。

「くっ！　吾輩に直撃コースであるか！　対空迎撃ッ!!」

　アップルトンはこれにすぐさま対応。

《エンタープライズ》の生体金属を変化させ、空母の甲板だった部分を対空砲やミサイルを大量に積載した防空艦に変形。

　落ちてくる直径30メートルほどの隕石いんせき目掛け、砲弾とミサイルの弾幕を見舞う。

　これは的確に隕石に撃ち込まれ、その体積をみるみる削る。

　が、四散させるまではいかず、

「《スカイドゥエラー》────ッッ!!」

　破壊は間に合わないと判断するや、自身の『浮力』の能力で対抗を試みる。

　アップルトンの能力は総質量12万トンの《エンタープライズ》を自由自在に操作できるほど強力なものだ、が、


「ッッッ～～～～……！」



　その《エンタープライズ》に浮力を割いていることが災いした。

　アップルトンの能力を以てしても、成果は隕石の速度をわずかに落とすに留まり、




　結論から言えば、この不意打ちが戦争の趨勢を決した。




《覇道天星》は《エンタープライズ》に直撃。

　衝突の衝撃は万の雷が一か所に落ちたかのような爆風と轟音ごうおんを生み、海を揺らす。

　超質量に打撃された《エンタープライズ》はその巨体の半分を失い、爆発。

　火を噴きながら海に向かって落下を始める。

　一方、直撃の直前で《覇道天星》から飛び降りた寧音は、

「くーちゃん！」

　叫びながら、《覇道天星》の直撃を見届けた後、まるで糸が切れたかのように海に向かって落下を始めた黒乃の下へ飛んでいった。

　寧音は重力の力で浮遊したまま、黒乃の身体を抱きとめる。

　瞬間、寧音の顔が真まっ青さおになる。

「っ、な、なんだよこの怪我……！　ここまでボロボロにされるような相手でもねーだろうが！　おい！」

　じっとりと血に濡れたスーツの感触。

　触れているだけで、添えた自分の指の間から染しみ出した血が滴っている。

　そしてその血は、……ぞっとするほどに冷たかった。生命の温度が一切いっさい感じられないほどに。

　どれほどの傷を負い、どれほどの血を流せばこんな有様になるのか。

　もはや黒乃は生きているのが奇跡としか言えない状態だった。

　その現実に、寧音の顔が悲痛に歪ゆがむ。

　だが、

「そんな顔をするな。お前のそういう顔はもう見たくない」

「！」

　黒乃はそう言うと、もう霊装デバイスを握っているのもやっとだった手を動かし、寧音の頰に伝う涙を血に濡れた手で拭う。

　そして、言った。

「……心配、するな。私は、戻ってくるぞ。あの夏の決着をつけるために、……今度はちゃんと……戻ってくる」

　体の有様からは想像もできないほどの力強い表情で。

　寧音が、ずっとずっと聞きたかった言葉を。

「くーちゃん……！」


「でも、……こんかいは、さすがに疲れた…………すこし、休む……あとは、任せるぞ……」



　それだけ言うと、今度こそ黒乃は昏倒する。

　非常に危険な状態だ。

　しかし、寧音はもう泣かなかった。

　戻ってくる。

　黒乃は確かにそう言った。

　寧音が憎んだ、憎むほどに愛した、あのいけ好かない自信に満ちた顔で。

　ならば必ず戻ってくる。死んだりしない。

　黒乃はそういう女だ。

　寧音は誰よりもそれを知っている。だから、
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「ああ、任せておきなよ。うちらがきっちりカタをつけておいてやる。なんたって、くーちゃんの頼りになる生徒も一緒だかんな！」
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　空で起きた大爆発。

　炎に包まれる《エンタープライズ》の姿に、東京湾に侵攻してきていた太平洋艦隊の将兵たちは愕然がくぜんとした。

「アップルトン提督が!!」

「なんだ!?　一体なにがおきた！　報告しろ！」

「い、隕石です！　隕石が《エンタープライズ》に直撃しました！」

「馬鹿野郎！　隕石がそう都合よく降ってくるか！　それは《夜叉姫》の《覇道天星》だ！　ヴァーミリオンから戻ってきたんだ！」

「《エンタープライズ》半壊！　高度低下！　墜落します！」

「提督を援護するぞ！　ミサイル攻撃用意ッ！」

　浮足立ちかける将兵たち。

　だがそこは世界最高の練度を誇る米軍だ。

　混乱すらも行動力に変え、すぐに自分たちの成すべきことを成す。

　当然、総司令官ダグラス・アップルトンの救援だ。

　だが、





「「「っっっ～～～～～～～!?!?」」」






　上空の黒乃と寧音を狙ねらうべく移動していた艦群の動きが急停止する。

　いったい何事だと兵の一人が船の外を見て、目を剝むいた。

　そこに広がる海原が、真っ白に凍り付いていたからだ。

「う、海が凍ったあぁッ!?」

「こ、これはまさか《凍土平原》か……！」

「それって、ミッドウェーであのリョーマ・黒鉄が使ったっていう!?」

　将兵は上の世代から伝え聞く、先の大戦で起きた太平洋艦隊最悪の事件を想起する。

　たった一人の伐刀者ブレイザーに艦隊を海域ごと凍らされ、撤退に追い込まれた事件を。

　もちろんもう半世紀以上前の話。

　黒鉄龍馬りょうまも死没しているため、彼が再び現れたということはありえない。

　だが、彼らの予感はある意味で正しかった。

　何故ならこの事態は、黒鉄龍馬から直々に氷の魔術を受け継いだ少女、




《深海の魔女ローレライ》黒鉄珠雫の魔術によって引き起こされたものだったからだ。




　そう。彼女は日本に戻ってきていたのだ。

《夜叉姫》や、自らの兄と共に。

「敵の脚は止めました！」

　そう自らの兄、《落第騎士ワーストワン》黒鉄一輝に言った珠雫の姿は、まるで童話の中に出てくる妖精ようせいのように小さくなって、氷の海原を走る兄の傍を浮遊している。

　珠雫がこんな姿になっているのは、先のヴァーミリオン戦役で肉体の半分近くを失った一輝の身体を、自らの体細胞で補塡ほてんしているためだ。

　この合一はいわば一輝の治療のための、一時的な応急処置。

　しかし、──この場においてはまったくのマイナスというわけではない。

「まずはあの船だ。行くよ珠雫！　今の僕たちならあの人の剣が使えるはずだ！」

「ハイ！　お兄様ッ！」

　そう。今の一輝は珠雫と同じ体を共有している。

　つまりそれは、《落第騎士ワーストワン》の身体能力で《深海の魔女ローレライ》の水魔法を扱うことができるということだ。

　そんな状態だからこそ扱える技が黒鉄の家には存在する。

　それは敵を瞬間的に凍結させることで衝撃を緩和する余地をなくし、防御力を奪い、そこにすかさず剣を叩きこみ微塵みじんに破壊する、稀代きたいの氷魔法使いにして《旭日一刀流》の使い手、《大英雄》黒鉄龍馬の剣技──！




「「《剣鯨イッカク》──ッ!!」」




　一輝は刀を水平に構え、弓を引くように引き絞る。

　そしてその体勢のまま、詰める。

　距離を詰める。

　詰めて詰めて、船の舳先に渾身こんしんの突きを放つ。

　突きは切っ先が僅わずかに船体へ触れた刹那、船全体を凍結させ、続く突きの衝力を船体全体へと伝播でんぱ。適度に『揺らぐ』ことによるダメージコントロール機能の一切を奪われた船体は、それを構成する小さなネジや溶接、脆もろいつなぎ目から崩壊。

　駆逐艦は一輝の突き一撃でバラバラのスクラップと化し崩れた。

「うわあぁあああ!!!!」

「ふ、船が、剣の突きで粉々に……!?」

「そんなバカなぁあ！」

　崩れた船は砕けた氷海に飲み込まれていく。

　将兵たちが慌てて脱出を試み、船から飛び出してくる。

　一輝と珠雫は、これを追撃することもできたが、そうはしなかった。

　船を失った彼らはもう脅威ではない。

　それよりも、討つべき敵艦は周囲にいくらでもいる。

「珠雫、今度は右の船だ！」

「わかりました！」

　二人は湾内に入り込んできていた巨大な空母を守る駆逐艦を狙う。

　だが今度は敵も反撃をしてきた。

　船に取り付けられた機銃や砲塔、ミサイルを撃ち放ち、氷海を駆けてくる騎士を迎撃する。

　しかし──

「《青色輪廻りんね》……！」

　止まらない。

　それら物理攻撃の一切は、霧になった一輝の身体をすり抜けるばかり。

　そして一輝は問題なく船の至近に迫ると、




「《凍断カチワリ》ッッ!!」




　今度は突きではなく斬撃を放つ。

　原理は同様だ。

　斬撃を受ける瞬間凍り付かされた船は、斬り裂かれた舳先へさきから船尾にかけ、真っ二つになって海に沈んだ。

　珠雫の強力な魔法と、一輝のキレのある剣技。

　二つが揃そろった今の《落第騎士ワーストワン》は攻防において一切の隙がない魔法剣士であり、それはもう通常兵器では止めようがなかった。

　だが、

「流石ですお兄様！　この調子であの空母も……！」

「ッッ、珠雫！」

「きゃあっ!?」

　突如、一輝の頭上から雨あられとオレンジの熱閃が降ふり注そそぐ。

《青色輪廻》で躱すことのできない熱量攻撃だ。

　一輝は珠雫をひっつかんで跳躍。

　これを躱し切り、視線を空へ向けた。

　上空20メートル付近。

　そこから一輝を見下ろす無数の影は、米軍の対伐刀者ブレイザー用量産兵器《ＥＤＹ》だ。

『モード・サーチ＆デストロイ』

『デストロイ』

『デストロイ』

「機械人形か」

　数は約二十機。

　しかしその数は次第に増えていく。

　空母だ。

　駆逐艦に守られていた空母の甲板から、《ＥＤＹ》が放たれているのだ。

　あの空母はどうにかしなければ。

　一輝はそう考え、珠雫に言う。

「珠雫。ここは合一を解いて戦おう。機械人形の方は任せる。僕は空母を制圧する」

「無茶ですお兄様！　そんな身体で……！」

　当然珠雫はこれに反対する。

　一輝は今、体の半分を欠損している状態だ。

　合一を解いても珠雫の力で子供の姿になるだけだが、現実には重傷なんて言葉では生ぬるいほどの怪我人なのだから。

　しかし、そんな珠雫に一輝は、

「心外だな。僕はいつだって昨日の自分より強いつもりだよ」

　言い切る。

　珠雫がこの世界の誰よりも信頼する笑顔で。


「っ……！　わかりました！　ご武運を！」



「珠雫もね！」

　愛する男にここまで言われてはそれを尊重しないわけにもいかない。

　珠雫は合一を解くと、

『デストロイ』『デストロイ』『デストロイ』

　空母に向かっていく小さな兄にハドロンカノンを構える上空の《ＥＤＹ》目掛け、気化させた己おのれの血を散布し、




「《レスト・イン・ピース》」




《ＥＤＹ》のスラスターの排気口から内部基盤へ侵入。

　その悉くを凍り付かせ、装甲の存在しない内部から機械を破壊した。

『デス、ト──────』

　スラスターによる浮力を失い、次々と《ＥＤＹ》が氷海に消えていく。

　一方一輝はその間に空母へとりつき、わずかな側面の凹凸おうとつをとっかかりにクライミング。

　甲板へと到達した。

　そこにはすでに米兵が数十人展開。機銃を構えていた。

「ッ！　敵が甲板に上がってきたぞ！」

「が、ガキじゃねえか！」

「でも能力者だ！　容赦するな！　撃ち殺せ！」

　火を噴く数十丁の機銃。

　しかし彼らが引き金を引いたときには、照準ガンサイトの先に少年一輝の姿はなかった。

　いったいどこに。その答えは、

「下だ！　このガキ、弾幕の下を潜ってきやがった！」

　一輝は自らの小さな体の有利を知っていた。

　それは大きさ。そして低さだ。

　まるで猫のように地面スレスレを駆けることのできる体格と体幹。

　この身体だからこそ実現できる低さを用い、一輝は集中砲火を潜り抜けて、兵の戦列へ飛び込む。──が、

　しかしこの身体にはもちろん問題もある。

　攻撃力だ。

　迎撃に出てきた米兵は特殊な繊維で編まれた防護服に、《ＥＤＹ》用の装甲で作られたプロテクターをつけている。

　力任せに斬りつけたところで、小さな体の膂力りょりょくでは大したダメージは見込めない。

　そう、見込めない。だからこそ、

（エーデルベルクでの思い付きを試すには、絶好の機会だ！）

　いつだって昨日の自分より強い。

　珠雫に言ったこと、それは強がりではない。

　一輝はエーデルベルクでの魔力を集中させる修行から得たインスピレーションを、ここぞとばかりに実行する。

《一刀修羅いっとうしゅら》や《一刀羅刹いっとうらせつ》のための虎とらの子この魔力を消費し、切り札を失う代わりに、《陰鉄いんてつ》に魔力を纏わせる。

　その魔力をエーデルベルクで得た魔力コントロールを以て、絞り、圧縮し、研とぎ澄すまし、刃よりもなお細い刃と成す。

　そう、エーデルベルクで一輝は細く魔力を集中させることで、《比翼》の一太刀を魔力防御によって跳ね返した。

　その理屈を──今度は攻撃に転用する。

　あらゆる物質の結合。その合間に滑り込めるほどに細い刃を作り──力ではなく技で断つ！




「「「ぐああぁああああああぁあああああ!!!!」」」




　独楽こまのように身体を横回しにしての一刀は、周囲の兵士たちの足を、数人纏めてプロテクターごと断ち切った。

　そしてもちろん、一太刀では終わらない。済まさない。

　一輝は低さを維持しつつ、戦列の中を駆けまわり、次々と兵士たちを戦闘不能に追い込む。

「噓うそだろ……！　《ＥＤＹ》用の装甲板なんだぞ!?」

「畜生！　低すぎて狙いが付けられねえ！」

「馬鹿野郎！　味方に銃口をむけるんじゃね、ぐゃああ！」

「ファック！　ファック！　このガキ、なんだこの強さは────えッ!?」

　そしてついに、兵士たちは完全に黒鉄一輝の姿を見失った。

　低い位置を猫のように駆け回る姿も見つけられない。

　煙のように消えてしまった。

　だが現実は違う。

　一輝は、兵士たちのすぐ傍に立っていた。

　動き回ることすらやめて、悠然と佇んでいた。

　それが、彼らには見えない。

　窮地に陥り、視野が狭窄きょうさくになるあまり、『覚醒の無意識』という意識の死角が増えたためだ。

　一輝は特殊な歩法《抜き足》でそこへ滑り込み、姿をその場にいる全員からくらまして、

「正直戻ってきたばかりで状況が良くつかめていない。貴方たちがどういう正義でこの戦争を起こしたのかもよく知らない。でも、──ここは僕の故郷くにだ。傷つけようというのなら、問答無用で敵対させてもらう」




「「「う、うわぁあぁあぁああああああああああ!?!?!?」」」




　一輝は甲板に迎撃に出てきた一団を、瞬く間に壊滅。空母を制圧した。

　そして、状況の変化は前線だけではなかった。

　後方。

　都心地下、《ジオフロント》の防衛層の戦局にも、大きな変化が起きていた。

　そう。到着した援軍は──一輝たちだけではなかったのだ。





◆◇◆◇◆






《ジオフロント》の戦局は、いよいよもってどん詰まりだった。

　やはりＤ、Ｅランク主体の防衛隊では《ジオフロント》に侵入した《ＥＤＹ》五十機を止めることはできず、じわじわと防衛層最深部、最後のフロアまで追い詰められていたのだ。

「くああっ！」

「絢瀬！」

「「「姐さんッ!!」」」

《ＥＤＹ》の拳をうまく受け流しきれなかった絢瀬が、体を地面から引っこ抜かれ、防衛層の最終防壁に叩きつけられる。

　防衛戦用に広くつくられた最後のフロア。

　しかし今そこには各通路から押し込められた防衛隊が数百人単位で集まっており、十分な回避行動がとれなかったのだ。

　絢瀬はすぐ立ち上がろうとするが、

「っ!?」

　脚が動かない。

　壁面に叩きつけられた衝撃で背骨を傷めたのだ。

　そして、そんな絢瀬をオレンジの光が照らす。

《ＥＤＹ》のハドロンカノンの砲口から漏もれ出す破壊の光だ。

　絢瀬はその瞬間、覚悟を決める、が──


「ッっ……!!」



　突如、体が突き飛ばされ、光から遠ざかった。

　彼女の父・海斗が娘を蹴り飛ばしたからだ。

　しかし、

「ダメだ父さんーッ！」

　自分の速度をすべて娘を逃がすための力で使い切った海斗は、その場に静止してしまう。

　それはまさに致命的な静止。

　光は影すらも焼き払うほどに光度を増して海斗を飲み込み──




「揃いも揃って情けねえ。こんな木偶でく相手にいいようにやられてんじゃねェよ」




　直後、《ＥＤＹ》の侵攻によって天井に穿うがたたれた無数の穴の一つから降ってきた男が、自重に落下の速度を乗せ、《ＥＤＹ》の頭部を踏みつぶした。

　頭部を破砕し佇むその赤い服の男を、絢瀬たちはよく知っていた。

「お前……！」

「「「く、クラウドー!!」」」

　綾辻親子や貪狼学園の生徒たちがよく知る《剣士殺しソードイーター》倉敷くらしき蔵人くらうどだった。

「クラウド帰ってきてたのかよ！」

「つーか勝手にどっかいくのやめてくれよ！　マジピンチだったんだぞ!?」

「おー、すまんすまん」

　文句を言う貪狼の少年に詫びる声は、蔵人と共に穴から降りてきたもう一人の男。

　金髪に染めた髪にバンダナを巻いた槍使い。

　一年前の七星剣王しちせいけんおう、《浪速なにわの星》諸星もろぼし雄大ゆうだいだ。

「なんかエライことになってもーたなぁ。《ジオフロント》にまで追い込まれとんのは予想外やったわ」

「諸星さん……！」

「すまんの姉ちゃん。ワイがコイツ連れ出してもーたばっかりに」

　拝み手で絢瀬に詫びる諸星。

　その背後では、別の《ＥＤＹ》が超振動ブレードを振り上げている。

「気を付けて！　《ＥＤＹ》は機械だ！　貴方とは相性あいしょうが──！」

　絢瀬は叫んだ。しかし、

「……まあ確かにワイの伐刀絶技ノウブルアーツはコレ相手には役に立たんが、別にその程度で不便するような相手でもないわい」

　杞憂きゆうだった。

　諸星はまるで後頭部に目でもついているかのように軽々と、背後から振り下ろされた刃を躱して、──《虎王》の一突きで《ＥＤＹ》の最も頑丈な胸部装甲を一撃でぶち抜き、コアを串刺しにしたからだ。

「……！」

　自分が斬りつけても傷一つつかなかった《ＥＤＹ》の装甲を、段ボールでも貫くように軽々と破壊した諸星の槍さばきに、絢瀬は言葉を無くす。

「ほな片付けるで！　《剣士殺しソードイーター》ッ！」

「いちいち指図さしずするんじゃねえ！」

　諸星に怒鳴り返しながら蔵人も己の霊装デバイス《大蛇丸おろちまる》を顕現。

　先んじて《ＥＤＹ》の群れに飛び込んだ諸星を追う。

　──その間際まぎわに、肩越しに倒れた絢瀬を見やって言った。

「おい。テメェは傷の手当でもしとけ」

「……！」

　一言だけ気遣いの言葉を残し、蔵人も《ＥＤＹ》の一団の中に突っ込む。

　これを《ＥＤＹ》たちも機銃やハドロンカノンで迎撃する、が、

「《悪路王あくろおう》────ッッ!!」

　この暴力の天才の火砕流かさいりゅうが如き突進の前には、すべてが無力だ。

　機銃は《天衣無縫てんいむほう》の体捌たいさばきで受け流し、ハドロンカノンは霊装デバイスで打ち払う。

　打ち払いながら前へ。僅かな減速もなく最短距離を詰め、放つ打ち下ろし。

　白骨のノコギリ刃が《ＥＤＹ》の装甲をガリガリと切削し、力任せに削ぎ斬る。

　諸星もそうだが、突く、斬る、そんな基本的な一つ一つの動作の精度や威力からして、このレベルの騎士は桁けたが違う。

　自分たちがあれだけ苦戦した《ＥＤＹ》が木偶同然に粉砕されていくのを見ながら、絢瀬は痛感する。自分たちの武と彼らの武の違いを。

　それを──少しだけ頼もしく思ってしまうのは、彼女にとってまったく不愉快なことだったが。

　そして、蔵人と諸星に遅れ、天井の穴ではなく通路側の正規ルートから、《雷切らいきり》東堂刀華をはじめとする西日本の騎士たちも戦線に到着した。

「機械人形……、戦場に立つことすらせず、一方的に人の命を奪う道具。それだけでも不愉快なのに、そんなものを民間人に嗾けしかけるなんて……！　不愉快極きわまります！」

　こんなものを作りだした精神。

　それそのものに対する強い拒絶と嫌悪感をむき出しに、刀華は己の能力、稲妻を放つ。

「《飛蝗雷荒ひこうらいこう》──!!」

　抜刀と同時に、鞘さや口から四方八方に細かい電撃が飛び散る。

　それは人を避け、金属である《ＥＤＹ》に吸い込まれていき、電撃によって内部基盤を焼き潰つぶした。

　彼らの怒りと勢いは、一気に《ジオフロント》の戦局を巻き返す。

　その怒濤どとうの巻き返しは、統合作戦本部からも観測できた。

「ヴァーミリオン戦役と《大炎》討伐とうばつから戻ってきた騎士たちが続々と援軍に来ました！」

「防衛層に侵入した《ＥＤＹ》、約70パーセントが機能停止！」

「た、助かった！　よく来てくれた！」

「ここが勝負処だ」

　前線と後方。双方の戦局が同時に好転したのを見て、厳は命令を下した。

「本部の人員も投入しこの戦争を決するぞ。私も前線に出る……！」

「「「ハッッ!!!!」」」

　最後まで残った予備兵力をとどめの一撃として使う。

　掃討そうとう戦の王道である。

　──一方、厳が勝負を決するための判断を下した頃。この戦局の唐突な変化に、戦場から最も離れた場所に留まる空母ペンシルバニア内に置かれた、太平洋艦隊司令部は大混乱に陥っていた。

「副指令！　状況が一変しました！」

「敵増援は《夜叉姫》《深海の魔女ローレライ》のＡランク二名！　そして同Ａランクに勝利しあの《黒騎士》を打ち破ったＦランク騎士、イッキ・黒鉄と思われる少年です！」

「《ＥＤＹ》や駆逐艦では止められません！」

「前線の《サイオン》も《世界時計ワールドクロック》に抑えられています！　戦線が維持できません！」

「総司令ダグラス・アップルトン提督、応答なし！　応答なし！」

「《ジオフロント》内部に侵入していた《ＥＤＹ》部隊壊滅！　九州から戻ってきた敵の増援部隊です!!　侵攻失敗!!」

「副指令！　《エンタープライズ》と《サイオン》なくして戦線の維持は不可能です！　撤退指示を……！」

「ぐ……！」

　艦隊の副指令でありペンシルバニアの艦長マスタング提督は、齢よわい五十を過ぎてから深くなった顔の皺をより深くして、飛び込んでくる戦況に歯嚙はがみする。

　あまりにも散々な有様だ。

　特に敵本営を叩きに行った《ＥＤＹ》部隊の状況が良くない。

　そのシグナルが悉く途切れ壊滅状態だ。

　おそらく敵はこの流れを逃がすまいと、《ＥＤＹ》を倒した援軍に予備兵力を合流させ、前線を押し上げに来るはずだ。

《サイオン》のエイブラハムたちは《世界時計ワールドクロック》相手に苦戦している。

　やはりこの時間を操る能力は、対人戦において極めて厄介だ。

　前線の状況好転は望めない。

　さらには総司令であるアップルトンの生死も不明。

　マスタングは思う。

　これ以上の戦闘は、兵たちの命に責任が持てないと。

　故に苦々しい表情で決断した。

「やむをえん、作戦の中止を──」




『ならァァンッッ!!!!』




　しかし、直後通信に割り込んできた怒鳴り声が、その決断を搔かき消した。

「あ、アップルトン提督ッ!?」





◆◇◆◇◆






『アップルトン提督！　ご無事だったのですか！』

「作戦は続行である！　撤退は認めない！」

　燃え盛る《エンタープライズ》の艦橋。

　そこに一人立つアップルトンは、《覇道天星》の衝撃で吹き飛んだ腕を上着で止血しながら、戦闘の続行を主張した。

「ブリーフィングで言ったはずだ！　これは世界の正義を守る戦いである!!　《連盟》は《暴君》の死亡を隠し、半世紀以上にもわたり《解放軍リベリオン》を傀儡とし、世界を弄もてあそんできた！　自らの利益りえきのために様々な戦争やテロリズムの引き金を引いてきたのだ！」

　まだ生きている通信機にアップルトンは怒鳴りつける。

　言葉を重ねるたびに、彼の腹の奥底に、脇腹わきばらに突き刺さった金属片よりも熱い怒りがこみあげてくる。

「思いだせ！　アフガンを、イランを、ベトナムを！　我々が戦友を失ってきたすべては、《連盟》がこの世界を効率的に操作するための茶番でしかなかったのである！　そんなことを許しておけるのか！　ＮＯッッ!!　断じてＮＯであるッ!!」

　正義のためにと信じてアップルトンは息子を送り出した。

　息子は戦場から戻らなかった。

　息子は正義のために立派に戦って死んだのだ。

　そして今、自分の眼前には、息子を殺した戦争を作り上げた悪が在る。

　これを野放しにすることなど許されない。

　もっとも、《連盟》を悪と断じ、彼を煽動した者たちもまた、《解放軍リベリオン》という隠れ蓑を使い、世界を陰から操作してきたのだが──

「世界の正義は此処に在る！　決して負けるわけにはいかない!!　死んでいった者たちのためにも、これからこの世界で生きる子供たちのためにも!!　悪は討たねばならないのであぁあるゥゥッ!!」

　アップルトンはそれを知らない。

　いや、教えられても信じはしないだろう。

　彼には他に縋るものがないのだから。

　己が信じてきた、息子を捧ささげてまで信じてきたアメリカ合衆国という正義しか、この壮年の将校には残っていないのだから。

　そう、だからこそ、アップルトンは死力を振り絞る。

　無事な『生体金属』を『浮力』の力で操作し、88インチハドロンカノンを一門、再構築。

　落下する《エンタープライズ》から、再度東京都心を狙い、




「《正義執行ジャスティスファイア》────ァァァアアァアアッッ!!!!」




　ハドロンカノンを発射した。

　大気を焼き払いながら、東京都心目掛け一直線に熱閃が迸る。

　その暴力は一度地表に突き刺されば、地層型装甲を悉く突き破り、《ジオフロント》を吹き飛ばすであろう。

　故に、

　そんなことは許さないと、一人の騎士が光の向かう先に立ちはだかる。

「貴方だけが悪いとは言わないわ。《空飛ぶ提督》」

「……！」

　アップルトンは一つだけ生き残ったモニター越しに、その姿を見た。

　赤い髪を揺らし、燃え盛る炎の翼を広げ、虚空こくうに佇む少女。

《紅蓮ぐれんの皇女》ステラ・ヴァーミリオンの姿を。

　ステラはアップルトンに告げる。

　どこか、憐れむように、

「戦争はアタシたち政治に携わる人間の不出来が起こすもの。その尻拭しりぬぐいのために耳触りのいい言葉で他人を利用する。傷ついた兵士たちの弱みにつけこんで、戦いに駆り立てる。貴方のような人を生み出してしまったのは、きっとこの世界を作ってきた人間たち全員の責任なんだと思う」

　だからこそ、と、ステラは剣を振り上げ、




「貴方には誰も殺させないッッッ!!!!」




「ッッ!?!?」

　龍の炎がステラの掲げた剣から火柱となって吹き上がる。

　火柱の炎は螺旋らせんを描き、捻じり絞られるように集束。

　白日の太陽が如く眩い、天にも届く光の剣となる。

　その剣を──




「《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》ァァァアァァアッッッ!!!!」




　ステラは迫る熱閃目掛け振りぬいた。

　白い光とオレンジの光がぶつかる。

　だがその内包する力には、あまりにも大きな差があった。

　ハドロンカノンの熱閃は《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》に触れた瞬間、斬り裂かれ、押しつぶされ、四方八方に霧散。

《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》はその剣速を僅かも損なうことなく、そのまま空を横薙なぎに薙ぎ払い、──空に浮かぶ半壊した《エンタープライズ》を、横一文字に両断した。

　爆発。

　巨大な爆炎が《エンタープライズを》飲み込む。

　そして炎と煙が風に散った虚空こくうには、何も残っていなかった。

　その様子を遠くから見守っていたペンシルバニアのオペレーターが告げる。

「……っ、アップルトン提督、通信途絶……っ」

「《エンタープライズ》の反応、消滅しました……」

　それを受け、副司令は先ほど飲み込んだ命令を発した。

「……撤退だ。全軍に伝達。作戦失敗。直ちに撤退を開始せよ！」





◆◇◆◇◆
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　米軍の撤退は実にスムーズなものだった。

　不必要に粘らず、潮が引くように逃げ散っていく。

　昨日と違い、今日の襲撃は《ＥＤＹ》と《サイオン》が主体のものだったからだ。

　機械である《ＥＤＹ》はもちろん、《サイオン》のエイブラハムも、自分の意志というものを持ってはいない。

　彼は合衆国のために戦う、生きた兵器だ。

　そういう設計でアイランズによって作られている。

　命令には自らの思考を差し挟むことなく従う。

　この敵の撤退を、今しがた前線についたばかりで体力の余っている西日本勢は追い討とうとするが、これを厳が制した。

「追撃は不要だ。全軍に伝えてくれ」

「よろしいのですか？　今は我が方に有利。敵を削るには絶好の機会と思いますが」

　ここで少しでも数を減らせば、次の戦いが楽になる。

　敵が壊走している今こそ、追撃を加えた方がいいのではないか。

　厳の秘書官はそう問うが、厳は首を横に振った。

「……おそらく敵の第三波攻撃はない。衛星は敵の増援を確認していないからだ。それに今回こちらには多くの被害が出ている。今は何よりも負傷者の治療に当たってくれ」

　言うと厳は足元のアスファルトに手をつき、自らの伐刀絶技ノウブルアーツを発動する。

「《鉄血錬成》」

　無機物に自らの『血』を通わせ、肉体の一部となった家や瓦礫がれきを操り、厳はその場に巨大な一件の建物を作り出した。

　それを指して彼は指示を出す。

「取り急ぎ、病棟を造った。医療スタッフにはもう連絡を入れているからじき到着する。緊急性の高い者は応急処置をした後、ここに運び込むように」

「わかりました。そのように指示します」

「ではこの場は任せる。私は《ジオフロント》の避難民に──」

「ですが長官」

　と、そこで秘書官が厳の言葉を遮った。

　なんだと視線で問うと、秘書官はどこか楽しそうな表情で厳に進言した。

「次のタスクに移る前に一つ、長官ご自身の口から、この作戦の結果を皆に伝えて欲しいのですが」

「……ああ。それは気が付かなかった」

　言われてみて周囲を見渡せば、傷ついた自衛隊の隊員や魔導騎士たちが、何かを期待するような視線を向けてきている。

　事が済めばすぐに次のタスクへと移ろうとするのは自分の欠点だ。

　厳は自戒しながら、無線を手に、作戦域の全員に告げた。




「皆ご苦労だった。この戦争は、──我々の勝ちだ」




　その宣言に続く皆の歓声は、地面を揺らすほどに大きなものだった。
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　日本にとって、大きな試練の一日が終わった。

　王馬おうまによって対馬つしま基地に連れてこられて保護された風祭かざまつり晄三こうぞうは、日が沈み切った頃に電話でその報しらせを受ける。

　相手は首都防衛の指揮を月影つきかげに代わって執とっていた連盟支部長官の黒鉄くろがね厳いつきだ。

「そうか。わかった。……ご苦労だったな。厳」

　かつての戦友・龍馬りょうまの孫から事の顚末てんまつを聞いた晄三はそう礼を言って電話を切る。

　そして通話の為に一度退室した医務室の扉を開き、

「今厳から連絡があった。米軍は近隣海域から退き、グアムに向かっているようだ」

　話しかける相手は医務室のベッドに横たわるスーツ姿の初老。

　日本国内閣総理大臣の月影獏牙ばくがだ。

　彼は米軍基地からの道中で倒れ、それ以来目を覚ましていない。

　ずっと夢にうなされたままだ。

　その夢は、きっとあの夢だろうと晄三は思う。

　しかし、その夢は現実のものにはならなかった。

　若い力が最悪の未来を打ち砕いたのだ。

「お前の夢も杞憂きゆうに終わったというわけだ。俺おれたちを助けてくれた王馬といい、若い世代の頼もしさは大したものだな」


「……っ、ぁ…………」



「だがお前も俺なんぞに比べたらまだまだ若い。いつまでも眠っていないで、他の者たちを見習ってさっさと仕事に戻れ」

　晄三はそう言うと眠る厳の肩をやや乱暴に叩たたく。

　もう悪夢は終わったのだから、さっさと起きろ。

　そう激励するように。

　だが──


「…………ち、がう…………」



「月影……？」

　ふと、うなされている月影が言葉を紡つむぐ。


「ぉ、…………わって、なぃ…………まだ…………」



　嚙かみ締しめるように強く瞼まぶたを閉じ、震える唇で、彼は告げる。

　嘆くように、慄わななくように──

「はじまっても、いない」

　これから始まる、日本、いや《連盟》《同盟》の枠組みすら超えた、世界にとっての『災厄』の到来を。
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　月影たちが米軍基地を脱出した少し後のこと──

　月光に青く照らされるタトラ山脈中腹。

　岩陰に座り込み息を整える小さな影がある。

　血に汚れた和装の老人。殿しんがりを引き受けた《闘神》南郷なんごう寅とら次じ郎ろうだ。

「流石さすがにあの数を同時に一人で相手にするのは無理があるのぉ」

　彼はボロボロになった羽織はおりを脱ぎ、その羽織で仕込み杖づえの霊装デバイスにべっとりとついた血を拭ぬぐうと、汚れた羽織を投げ捨てる。

　王馬たちが脱出してから約三日。

　南郷なんごうはその間ずっと、合衆国の《クローン暴君》であるエイブラハム数十人を相手に、ゲリラ的な立ち回りで戦闘を続けてきたが、いよいよ身体が動かなくなってきたのだ。

　いかんせん相手が悪すぎる。

　エイブラハムは一人一人がＡランク以上の力を持つ《魔人デスペラード》だ。

　一対一でも油断できない相手。

　それを数十人相手にとなると極限の集中と、注意深い立ち回りを要求される。

　南郷の消耗は無理もないことだった。

「登場まではカッコよかったんじゃがなワシ……」

　年は取りたくないものだとごちる。

　とてもではないがあれだけのエイブラハムを倒し切ることはできないだろう。

　今は『音』の能力で姿をくらましているが、次に接敵すれば確実に殺される。

　このあたりが潮時。しかし、

「……逃げるにしてもアレの所在は確認しておかんとな」

　アレとは、《暴君》の亡骸なきがらだ。

　南郷がここへ来る前、《解放軍リベリオン》アジトの玉座の間に行った時、《暴君》の亡骸は玉座ごとなくなっていた。

　行動経路から、このタトラ山脈下の米軍基地に、月影らと共に運び込まれたのは確実。

　エイブラハムとアイランズが、ちょこまか逃げ回り遅延戦闘を続ける自分を捨てて、月影らを追いかけに行かない理由も、この地に彼らの戦争の正義となりうる《暴君》の死体があるからだろう。

　南郷はそう読む。そして、

「同感です」

「っ!!」

　同じことを考える者が現れた。

　伐刀絶技ノウブルアーツ《凪なぎ》によってあらゆる音がかき消される南郷の結界。

　それを破り声を発する、翼のような一対の剣を携える女性。

　月光に濡ぬれる丘の上に、気高い白い花のように佇たたずむその出で立ちを、南郷はよく知っていた。

「お久しぶりです。南郷さん」

「……これはまた意外な人間と意外なところで逢うもんじゃな。エーデ」

《比翼》のエーデルワイス。

　南郷の親友・黒鉄龍馬が黒鉄家から実質的に追放されていた時期、力と立場を失った龍馬が異国の地で剣を教えていた少女だ。
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「おー。ではこのおじいさんが《大老師》に自分以外で唯一土をつけた《闘神》さんっすか！　お噂うわさはかねがねっす！」

　ひょこりと、エーデルワイスの後ろから黒髪によく焼けた肌の、エーデルワイスとは正反対の風体の少女が現れる。

　中華風の装いに身を纏まとう快活かいかつな少女。

　彼女はかつてエーデルベルクでエーデルワイスへの挑戦権を賭かけ《紅蓮ぐれんの皇女》と相対した、中華大陸が誇る仙人（《魔人デスペラード》と同義）《饕餮とうてつ》フー・シャオリーだ。

　シャオリーは自分の故郷でもある神龍寺しんりゅうじ主催の《闘神リーグ》を荒らしまわり、部外者でありながら優勝をかっさらった伝説の闘士に興味津々といった様子で近づこうとする。

　だが、それをエーデルワイスが手で制した。

　──後にしろと。所作に意を込め、その後エーデルワイスは南郷に、自分がここに来た理由と経緯を話す。

「《傀儡王かいらいおう》の一件以来、欧州全土で《同盟》がきな臭い動きを加速させています。近く大きな戦乱が起きるでしょう。その前に……私としてはどうしても《暴君》の現状を確認しておきたいと思いまして」

　あの死体は第三次世界大戦の引き金になる。

　龍馬を通しエーデルワイスはそのあたりの事情に通じていた。

「しかしいざアジトに行ってみれば玉座の間はもぬけの殻。魔力の残滓ざんしを追いかけ、ここにたどり着いたというわけです」
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「龍の遺志を継ぐか」

「それほど自分に儀式めいた誓いを立てるつもりはありませんよ。ただ、師匠に教えていただいた剣で救える命は──すべて救う。そう考えているだけです」

　このエーデルワイスの言葉に南郷は小さく頷うなずく。

　エーデルワイスの行動理由を理解したと、彼はその動作で示す。

　その後、視線を先ほどからエーデルワイスの後ろで目を輝かせているシャオリーに移した。

「そっちのちっこいのはさっきの《大老師》うんぬんから察するに《饕餮》フー・シャオリーじゃな？　ゴッツイ《破戒僧》の噂のわりにはめんこい娘じゃのぉ」

「ドゥイ！　ご存じいただいて光栄っす！　では互いに自己紹介が済んだところでさっそくお手合わせを！」

「……やっぱりゴッツイのぉ」

　バシィッ！　と包拳ほうけんするシャオリーに南郷は苦笑いする。

　そして鼻息荒いシャオリーに勘弁してくれと返すと、エーデルワイスに尋ねた。

「しかしなんでエーデがこの娘と行動を共にしておるんじゃ。その娘は事を起こしている《同盟》側の闘士じゃろう」

　問うとエーデルワイスは困ったようにため息を吐ついた。

「いえそれが、アルプス山脈で行き倒れているところを助けたら、なぜか付きまとわれてしまいまして……」

「行き倒れ？」

「ドゥイ！　自分、ステラ殿に負けた後、自分の力不足を痛感し、アルプスで修行していたっす。でも悔しさのあまり突発的に来ちゃったもんっすから、食料も何も用意してなくて、その上吹雪ふぶきに見舞われて、ほんと九死に一生だったっす！　あ、でもエーデルワイス殿にいただいたスモアはすごくおいしかったので、結果得したっす！」

「ひょっひょっひょ、さてはシャオリー。主はあれじゃな。阿呆あほうじゃな」

「ドゥイ。よく言われるッス。でも自分そのぶん強いっすよ！　闘士たるもの、命の借りは武をもって返さねばならないっす。自分はエーデルワイス殿に命を救われた身。この恩を返すまでは傍を離れるわけにはいかないっすよ」

「なるほどのぉ」

　南郷は喉のどを鳴らして笑う。

　これはエーデルワイスも相当苦労しただろうと。

　なにせ相手が相手だ。振り切るのは難しい。

　かといって話も聞きそうにないので、仕方なしに連れてきた、ということなのだろう。

　しかし、──これは使える。

　南郷はそう思った。

「……ここに来るまでに気付いておるじゃろうが、今ワシは米帝の《超人ザ・ヒーロー》エイブラハムと戦闘中じゃ。そして《暴君》はおそらく次の大戦のトリガーにするべく、米軍があの基地のどこかに運び込んでおる」

「そのようですね」

「じゃが一対一でも厄介やっかいな《超人》エイブラハムを単身で複数倒し、そこにたどり着くのはこの老体には少々堪こたえる。……ここはひとつ、敬老の念を以もって、この老人を助けてくれんか。若人よ」

「元よりそのつもりです」

「ドゥイ！　自分はエーデルワイス殿に従うっす！　それに、アメリカの《超人》さんといっぱい戦えるのとってもリーハイね！」

　やはりと南郷はほくそ笑む。

　このシャオリーという娘、《破戒僧》の噂の通り、立場に全くとらわれない自由な武の持ち主だ。彼女がエーデルワイスに付き従うというのなら心強い。

　存分に暴あばれてもらおう。

《魔人デスペラード》三人。人数的には不利だが、質は上々。

　これだけの戦力があれば基地の中の《暴君》を確認しに行くことはできるだろう。

「では、ゆくかの」

　言うと、三人は南郷の《凪》の外に躍り出た。

　瞬時に三人の存在を探知したエイブラハムたちが《瞬間移動テレポート》で至近に現れる。

　戦闘が始まった。





◆◇◆◇◆






「それでは皆さん！　おつかれさまでしたーッ!!」


「「「かんぱーーーーい!!!!」」」



　地殻エレベーターにより地層防壁の下に格納されていた東京都心部。

　それは太平洋艦隊が公海に退いたのを機にせり上げられ、東京は非常時の要塞から夜空の星すら搔かき消すほどの光を放つ眠らない街に戻っていた。

　シェルターから解放された人々は街中で浮かれ騒ぎ、東京で飲食店を営む者たちは無料で料理や酒を提供し、戦った者たちを労ねぎらう。

　店の中だけじゃない。道路も屋根も街中のどこにでも人があふれ、試練を乗り越えた喜びを皆が分かちあっていた。

　その歓喜の中を楽し気に歩く二人の少年少女がいる。

　破軍はぐん学園一年、日下部くさかべ加々美かがみと有栖院ありすいん凪なぎだ。

「うひゃー！　もう街中どこもかしこもお祭り騒ぎだねー！」

「無理もないわ。本当にたいへんな戦いを乗り越えたんだもの」

「何処見渡しても素材の宝庫だねー。ブンヤの血が騒ぎますよーコレは」

　加々美はそう言いながら首から下げたカメラのシャッターを切る。

　彼女は破軍学園の新聞部員で、破軍学園壁新聞というものを作っている。

　今回の騒動は大変ではあったが、そうであるからこそ記事として残すべき出来事だ。

　その内容はともすれば見る者に恐怖を思い出させてしまうかもしれない。

　しかし、だからこそそのすべての総決算であるこの浮かれ騒ぎは、記事のトリを飾るにふさわしい。

「二学期初の大特集号は盛り上がるよー。ヒーローたちにもインタビューしてるしね」

「あら。そんなこといつしてたの？」

「今。能力使っていろんなところでインタビューしてるよ。ほらあそこ。海江田かいえださんのところにもいるでしょ。私」

　加々美が指をさす先に有栖院は目を向ける。

　そこには人であふれかえる幹線道路の真ん中、焼酎しょうちゅうグラスを手にしたすこし赤ら顔の海江田と、彼に録音機材を向ける加々美の姿がある。

　いや、そこだけではない。
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　見渡せば所々に加々美はいた。

　自衛隊の隊員たちや学生騎士たち、主婦たち、子供たち──この騒動に関かかわった色々な人間にインタビューをしている。

　物の数を増やす──《レイズアップ》。

　加々美はその伐刀絶技ノウブルアーツで自分自身を増やし取材活動をしているのだ。

「でも流石に、今回のＭＶＰ、我らが理事長先生にはまだインタビューできてないけどねぇ」

「……理事長先生、やっぱりまだ……」

「うん。今回は無茶しすぎたからね……。カプセルで傷は治したみたいだけど、意識はまだ戻ってない。今もずっと西京さいきょう先生が付き添ってるよ」

　黒乃くろのは援軍が来るまで、《サイオン》を実質一人で止め切った。

　だがその戦いの代償は非常に大きなものだったのだ。

「まあそっちには退院したらインタビューしにいくとしてー、ステラちゃんや先輩、珠雫しずくちゃんにも話を聞きたいわねー。まーだ見つからないんだけど」

「……貴女あなたはどんな時でも変わらず元気ね。そういうところすごく素敵だと思うわ」

「にひひ。そりゃもう。ブンヤは体力稼業だかんねー。……あっ！」

　そのときだ。

　ふと加々美の記者としての注意力が人混みを歩く見知った顔を見つける。

　彼女は有栖院の横から駆け出し、その人物に向かって行った。

　燃えるような髪を揺らして歩く真っすぐな後ろ姿。

　それは、

「ステラちゃーん！」

　彼女のクラスメイト《紅蓮の皇女》ステラ・ヴァーミリオンだ。

　加々美はほとんどタックルに近い勢いでステラに抱き着く。

「カガミ！　うわっ！」

「大変だったね、ヴァーミリオン……！」

　ぎゅっと力を込めてステラを抱きしめる加々美。

　記者である彼女は、遠い地ヴァーミリオンで起きた事の顚末をよく知っている。

　その勝敗だけでなくそこに至る経緯。つまりはステラの愛する国の国民が、何人も犠牲になったことも。

　この加々美の心配と労いたわりを汲くみ取ったステラは、感謝を込めて彼女の頭を撫なでる。

「……まあね。うん。大変だった。でもイッキやネネ先生がいたからなんとかなったわ」

「あら。私に感謝はないんですか」

「も、もちろん珠雫にも感謝、してるわよ？」

　ステラの隣を歩いていた珠雫がちくりと刺す。

　これにステラはすこし言葉を詰まらせながら答える。

　普段からいがみ合ってる分、本人を前に言うのは恥ずかしいのだ。

「ひさしぶりね。珠雫」

　そんなステラを見て満足げな珠雫の肩を、追いついてきた有栖院が軽く叩く。

　彼の方を振り返った珠雫は、ぱあっと表情を明るくした。

「アリス。貴方あなたもこっちに帰ってきてたのね」

　珠雫は親友・有栖院との再会と、互いの無事を握手で祝する。

「お墓参りには行ってきたの？」

「ええ。……《解放軍リベリオン》に入って以来、ずっと顔を見せてなかったんだけどね。昔の顔なじみと色々話をしたわ」

「そう。よかったわね」

「珠雫の方はどう？　今回は間に合った？」

「ええ。前みたいに泣いているだけじゃなかったわよ」

《七星剣武祭しちせいけんぶさい》のときは《白衣の騎士》に救いを請うしかなかったが、ヴァーミリオン戦役で珠雫は瀕死ひんしの──いやすでに死んでいた一輝いっきを見事、救ってみせた。

　その成果に珠雫は胸を張った。

　それからチラリと周りの大騒ぎを見回して、

「でもヴァーミリオンも大変だったけど、こっちもこっちですごいことになったのね。お兄様や西京先生のリハビリ中に緊急招集が入ってびっくりしたわ。アリスも怪我けがとかしてない？　してたら今治してあげるけど」

「あたしは大丈夫。後方支援だったからね。あ、でも加々美は前線に出ていたのよ」

　これにステラが驚きの声を上げる。

「そうなの!?　すごいじゃないカガミ！　普通Ｄランクの学生騎士は前線には出ないのにっ！」

「うん。先輩のお父さん──黒鉄長官のご指名でね。桐原きりはら先輩と理事長先生と一緒に空母艦隊の攻撃に参加してたの」

「……キリハラ？　誰だれ？」

　突然出てきたあまり覚えない名前にステラは首を傾かしげる。

　これに珠雫が言った。

「たぶんお兄様と《七星剣武祭代表選抜》の初戦で戦った人じゃないかしら。ほら、姿を消す能力を持った弓使いの」

　その言葉にステラの表情が露骨に渋いものになる。

「……ああ。あの嫌な奴。そっか。あいつＣだもんね。前線に出てたんだ」

「結構活躍したんだよー。まあ詳しくは破軍学園壁新聞夏休み特大特集号を見ていただくとしてぇ、──ステラちゃん！」

「な、なに？」

　突然身体を離し、何やらおねだりするように目をキラキラさせる加々美。

　これにステラは何だろうと身構える。

「ステラちゃんにもインタビューしたいことが山ほどあるんだけど、ヴァーミリオン戦役のこととか聞かせてもらっていい？　ステラちゃんと先輩が大活躍したあの戦いも、特集号で記事にしたいの。あ、もちろん話すのがイヤだったらいいんだけど……」

　いいんだけど、と言いつつ目ではめちゃくちゃおねだりをしてくる加々美。

　ステラの心の傷を気遣いはするが、やはりそこはジャーナリスト。

　歴史の当事者に話を聞かずにはいられないのだろう。

　別にそれをステラも悪いとは思わない。

　加々美とはこういう娘で、こういう娘だからこそステラは彼女のことが好きだった。

　だからステラはこれを快諾する。

「別に良いわよ。皆の雄姿を話してあげるから、カッコイイ記事にしてよね」

「ありがとー！」

　だが快諾した後、ただ──と続けた。

「すこし後にしてくれる？　今はちょっと……イッキを探してて」

「先輩を？」

「うん。この人混みではぐれちゃったの。カガミ、アリス、イッキのこと見なかった？」

「先輩？　みてないにゃぁ」

「あたしも見てないわね」

　首を振る二人。

　これに珠雫が横から苦言した。

「ステラさん。今のお兄様だとすれ違っていても気付けないでしょう」

「あ、それもそうか」

　珠雫の言葉にステラは納得する。

　日本とヴァーミリオンは地球半周分離れている。

　一輝が《黒騎士》を討うち取とったことや、一度死にかけて九死に一生を得たことまでは伝わっているだろうが、──その詳細、つまり子供の姿になっていることまでは広まっていないだろうからだ。

「誰かわからない？　どういうことなの？」

「うん。それがね──」
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　一方その頃ころ、はぐれた一輝はと言うと、

「うわー。この背丈せたけだと前もろくに見えないな……」

　人混みの中で、まるで激流に弄もてあそばれる木の葉のようになっていた。

　ステラと珠雫を探そうにも、周りと今の自分の身長差がありすぎて何も見えない。

　行く先も見えないので、ただただ人の流れに翻弄されるままだ。

　これでは埒らちが明かないと、一輝は一度人の流れの外に逃れる。

　そこで一息つこうとした──のだが、

「君ッ！」

「！」

　突然鋭い声を射かけられた。

　この騒ぎの中でも自分に向かって放たれたものとはっきりわかる声。

　その方向に振り向くと、一人の女性が驚いた表情で慌あわただしく走り寄ってきた。

　そして女性はがしっと一輝の肩を摑つかむ。

「どうしたんだその姿！　血だらけじゃないかっ！」

　その女性──いや道着姿の少女は一輝のよく知る人物だった。

「綾辻あやつじさん……！」

　そう。かつて一輝が剣を教えていた破軍学園の三年生。

　綾辻絢瀬あやせだったのだ。

　絢瀬は自分の名前を知る見知らぬ少年に目を丸くする。

「あれ？　どうしてボクの名前を知っているの？　どっかであったっけ？　町内の子、じゃないよね──って、今はそうじゃなくって早く治療しないとっ！」

「あ、大丈夫だよ。これは僕の血じゃないから」

「え？」

　言うと一輝は上着を脱いで襟首えりくびを広げる。

　彼の身体は傷一つついていない。

　彼はこの戦争でかすり傷一つ負っていないからだ。

　服や髪についているのはすべて敵の血である。

　一輝の身体に傷がないことをみると、絢瀬はほっと胸をなでおろした。

「なんだ。よかった。……でも怖かったでしょ。こんなに血をかぶるような目にあって」

「いや、全部返り血だからどっちかといえば怖がらせた側、かな」

「え？」

「綾辻さん。僕は一輝なんだ。黒鉄一輝」

　黙っている理由も無い。

　一輝は自らの正体を明かす。

　これに対し絢瀬は『はてな』と首を傾かしげ、手を打って言った。

「……ああ！　なるほど！　黒鉄君のファンなんだね！　かっこいいもんね。黒鉄君」

「え？　いや、そうじゃなくって、僕が本人なんだよっ」

「またまた。一輝くんはボクの一個下だからね。君みたいに小さくないんだよ？」

「この身体はこの間のヴァーミリオン戦役でドジっちゃって、大怪我したから一時的に繕つくろってもらってるだけなんだ」

「なるほど。そういう設定なんだねっ」

（し、信じてもらえない！）

　まあ人間が十歳ほど若返ったなんて、そうそう信じられる話ではないから仕方がないのだが。

　一輝はどうしたものかと考える。

　別に絢瀬に理解してもらえなくても構わない話ではあるからだ。

　もういっそ他人のふりをして離れてしまうのも──とそんなことを考えていると、もう一人一輝のよく知る顔が人混みを乱暴にかき分けて現れた。

「おい絢瀬。何やってんだ。早く帰るぞ」

「倉敷くらしき君……！」

　赤い制服を羽織はおった髑髏どくろの入れ墨の男。

《剣士殺しソードイーター》倉敷蔵人くらうど。

　かつて絢瀬の道場をかけて一輝と戦った貪狼どんろう学園の学生騎士だ。

　蔵人は突然自分の名を馴なれ馴れしく呼んだ子供に目を眇すがめる。

「アァ？　なんだこのガキ」

「いや違うんだ。僕は黒鉄一輝なんだ。今はちょっと色々あってこんな姿になっちゃってるんだけど」

「はぁ？　人間がガキに戻るわけねーだろ。バカかお前」

「そんな乱暴な言い方しないでよ。ごっこ遊びくらいアンタだって小さい頃やったでしょ」

「……でも確かに、このいけ好かない感じのツラ、面影があるといえばあるな」

（お……！）

　膝ひざをかがめて、じーっと一輝の顔を見つめる蔵人。

　蔵人はカンの鋭い騎士だ。

　そのカンで気付いてくれたのか。

　一輝は彼に期待のまなざしを送る──が、

「いたっ！」

　突然デコピンされ、一輝は尻餅しりもちをついた。

「ちょっと!!　なんてことするんだ！」

「いやマジで似てッから本物かと思ってちょっと試してみたんだが、こんなもんも躱かわせねーならやっぱ別人だな」

（しまったぁ……）

　見えてはいたけど躱せなかった。

　先の戦い、空母制圧自体は造作もない作業だったが、それはメンタルや技巧面の話。

　子供の体力ではわりといっぱいいっぱいで、咄嗟とっさの動きが間に合わなかったのだ。

　頭蓋骨が軋きしむような痛みに涙目になる一輝。

　この蔵人の蛮行に、絢瀬は蔵人を怒鳴りつける。

「サイテー！　子供にいきなり暴力なんて！　アンタなんかをちょっとでも頼もしく思った自分が情けないよ！」

「どういう切れ方してんだ」

「うっさい！　君、大丈夫？」

　絢瀬は労わるように一輝の前髪をかきあげ、おでこを視診。

　皮膚がすこし赤くなっているのを見て、絢瀬はますます眉まゆを怒らせ、もう一度蔵人を睨にらみつけた。

「アンタは先に帰ってて！　ボクはこの子をお風呂ふろにつれていくから！」

「はぁ。好きにしやがれ」

　すっかり不機嫌モードになった絢瀬から逃げるように、蔵人はそそくさ居なくなる。

　……せっかくのチャンスだったのに。

　一輝は自分の失敗を悔やみながら、──ふと、絢瀬の言った言葉に疑問を覚える。

「お風呂？」

「そう。そんなに血でべたべただと気持ち悪いでしょ。近くの銭湯がボランティアでお風呂を解放してくれてるの。案内してあげるよ」

　なるほど。

　確かにと一輝は自分の上着を見て思う。

　血がついていない面積の方が少ないくらいのひどい有様ありさまだ。

　これでは絢瀬みたいに周りの人を心配させてしまう。

　この状態で歩き回るのはそれ自体が周りに迷惑だ。

　それに言われてみれば髪も血が固まって気持ちが悪い。

「……そうだね。わざわざありがとう。綾辻さん」

「いいよ。ボクもたくさん汗をかいたから。すっきりしたいと思っていたし」

　一輝は礼を言って、彼女についていくことにした。

　案内されたのは昔ながらの公衆浴場。

　男女を分ける入り口で絢瀬と別れ男湯の方に向かおうとする。

　だが──ここで大きなトラブルが起きた。

　男湯の暖簾のれんを潜ろうとした一輝を店員の女性が止めたのだ。

　そして、絢瀬に向かって告げる。

「申し訳ありません。今日は自衛隊の方々が多く、どうしても男性の方に人数が偏ってしまって。なので十歳以下の子供は男女どちらも女風呂の方を利用してもらうことになっているんですが、構いませんか？」

「構いません」

「いや構うよ！」

　即答した絢瀬に一輝は声を上げた。

　構いまくる。とんでもないことだ。

　自分が十歳以下なのは見てくれだけなのだから。

　これはもう立派な犯罪である。

「そういうことなら僕はいいからっ！　絢瀬さん一人で入ってきてよ！」

　もちろん一輝は慌てて逃げ出そうとする。

　が、体の動きが鈍っている今、容易たやすく絢瀬に腕を摑まれてしまった。

「もうっ。我がままばっかり言わない！　そんな格好で外歩いてたら周りのみんなが心配するだろう！」

「うっ、だけど」

「だけどじゃないのっ。大丈夫だよ。君みたいな子供に見られても誰も気にしないから」

　そしてそのまま強い力で引っ張られていく一輝。

　絢瀬はこれでも剣術道場の娘。

　鍛えているだけに基礎身体能力は極きわめて高く、力も強い。

　とても今の疲労困憊ひろうこんぱいな一輝の力で抵抗できるものではなく、

（せめて知り合いがいませんように……っ）

　なすがまま女湯の暖簾を潜る彼はせめてと視線を床に固定しながら祈る。

　その祈りは、────神には届かなかった。

「あら綾辻さん奇遇ですね」

「綾辻センパイ、ちわっす！　この間の集会以来だね」

「こんばんわ。《ジオフロント》の方も大変だったみたいですねぇ」

「あっ。生徒会長に、兎丸とまるさん、貴徳原とうとくばらさんも。みんなお疲れ様」


（ものすごいいっぱい知ってる人がいるーーーーっ!!）



　床に目を落としているので見えはしないが、明らかに知り合いの声がした。

　一輝は自分の毛穴という毛穴から汗が噴き出すのを感じる。

「あら？　そちらの男の子は綾辻さんの弟さんですの？」

「ううん。さっき近くを歩いていたら血だらけ泥だらけで歩いていたから、ここに連れてきたんだ」

「血だらけ!?　ケガはしてないんですかっ!?」

　話を聞いた刀華とうかが駆け寄ってくる。

　そして身をかがめて、心配げに一輝の身体を調べた。

（屈かがまないで！　屈んでのぞき込まないで東堂とうどうさんーっ！）

　突然下げた視界に刀華の豊満な下着姿が映り、一輝は食いしばるように目をつむる。

　彼の顔はもう耳まで真まっ赤かだった。

　だが女子一同はそんな一輝の我慢に気付かない。

「大丈夫。僕もさっき確認したけど、本人に怪我は無かったよ」

「そう。よかった。怖い目にあったのね。可哀そうに……あら？」

「でもこの子全然上向かないね。あ、目つむってる」

「女の人がいっぱいだから照れているんでしょう。おませさんで可愛かわいいですね」

　兎丸や貴徳原も刀華に続いて一輝の周りで身をかがめる。

　その状況を、目をつむりながらでも空気の動きや伝わる体温で感じ取った一輝は確信した。

　これはもう、是が非でも墓まで持っていくしかないと。

　それ以外に自分が社会的な死を免れる方法はない。

　とにかくもう何も知らないおませな子供のふりをしてやり過ごさなければ──
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　と、一輝がそんなことを考えていると、刀華がそっと耳打ちしてきた。




「……あの、もしかしてなんですけど、黒鉄くんですか？」




「ッッ!!!!」

　瞬間、息ができなくなる一輝。

　その反応が刀華にとってはなによりの返答だった。

　彼女は各々下着を脱ぎに行った他の皆に聞こえないよう、小さな声で話す。

「やっぱり。生体電流の感じが見覚えがあったので、もしかしたらと思って」

「あ、あのあのあのこ、これには深い、いや深くもないんだけどワケが……！」

　目をつむりながら顔面を蒼白そうはくに弁解しようとする一輝。

　これに刀華は一輝の髪を優しく撫でた。

「凡およその想像はつきますよ。自分が黒鉄一輝だって言っても信じてもらえなかったんでしょう？　別に黒鉄くんが女湯を覗のぞきに来たなんて思いませんよ。貴方がそういうことをするような人ではないことは知っています」

「東堂さん……」

「でもそんな身体では信じてもらえないのも無理もないですよね。どうしてそんな姿に？」

「じ、実は──」

　一輝は刀華にヴァーミリオンで自分の身に起きた事を話す。

　彼女にしか聞こえないよう、小さく。

　これに刀華はなるほどと頷いた。

「じゃあ今の黒鉄くんは珠雫さんの力でなんとか動けるように形を整えられているだけで、体の半分を無くした重傷者なんですね」

「あ、あの……ホント、すみません」

「不可抗力ですから。そんな姿じゃ霊装デバイスを出したところで、よく似た霊装デバイスだと思われるでしょうし。日本刀型はこの国の人間では珍しくないですからね」

　刀華はそう言うと、一輝の両肩にポンと手を置く。

「でも不可抗力とはいえ流石にみんなに知られるのは気まずいでしょう。ここは私に任せてください。黒鉄くんがずっと目をつむっていられるよう、エスコートしますから」

「ありがとうございます……！　助かります！」

　事情を知った刀華はこの子の面倒は自分が見ると皆に言う。

「意地でも目を開けないっていうの。とっても紳士じゃないですか。小さな紳士のプライドは守ってあげないと。大丈夫。目をつむっていても転ばないよう、私がサポートするので」

「そう？　まあ生徒会長がそう言うなら……」

　子供の扱いに一番慣れている刀華ならと、絢瀬たちは誰も反対しなかった。

「じゃあ服を脱がしますから、じっとしていてください」

　一輝を皆から切り離した刀華は、目をつむったままの彼に代わり、彼の服を脱がせる。

　一輝も別にこの姿の裸を見られるのは恥ずかしくもないので、これに身を委ゆだねた。

　そして一輝の汚れた服を脱がした刀華は、彼の手をそっと握る。

　風呂の床は滑るから、転ばないようにと。

　一輝も刀華の理解に深く感謝しながら、その頼もしい救いの手を握り返す。

　刀華のサポートは完璧かんぺきだった。

　一輝は刀華にシャンプーやボディソープの場所を教えてもらいながら、汗と汚れを落とす。

　それから湯船まで手を引いてもらい、十分に温ぬくまった後、皆と一緒に風呂を出た。

　刀華にボタンを止めてもらいながら、一輝は心の中で安堵あんどの息をつく。

　最初はどうなることかと思ったが、何事も無くトラブルを消化できた。

　それもこれも、一輝の立場を理解してくれた刀華のおかげだ。

　今度絶対にお礼をしなくては。

　そう思いながら一輝は皆と一緒に女湯を出て、





「はー、ほんとイッキってば、あんな格好でどこにいったのかしら。……ってトウカさんじゃない。久しぶり。…………[image: ]」



「お、お兄様ッ!?　どうして女湯から!?」

「え？　えええ！　これが噂のミニ先輩!?」

「あらあらめっちゃくちゃカワイイじゃな～いッ！」




　社会的に死んだ。





◆◇◆◇◆






「つまりアタシたちとはぐれた後、街をさまよっていたら綾辻センパイに逢って、服が血みどろだったから一緒にお風呂に来たと」

「はい……」

　女湯でステラに見つかった後、一輝は問答無用でタクシーに叩き込こまれ破軍学園に連れて帰られ、そして今、寮室の冷たいフローリングの上に正座させられていた。

　一方ステラはベッドの一段目に腰を掛け、一輝を見下ろしている。

　まるで奉行ぶぎょうとそれに処断される白洲しらすの罪人のようだ。

　お奉行様は長い脚を威圧的に組みながら、虫を見るような目で罪人を見下ろし、詰問する。

「そして自分の姿が子供になっているのをこれ幸いに女湯に入り込んだと」

「こ、子供が混浴になってるなんて知らなかったんだ！　本当だよ！」

「だったらその場でさっさと逃げればいいでしょう！　なに脱衣所まで入ってんのよ！」

「こ、この身体での実戦って初めてだったから、思いのほか体力を使いすぎちゃって……」

「ふん！　そんなこといって、ホントは子供のふりして女湯を覗きたかっただけなんでしょ！　えっち！　ヘンタイ！　サッッイテー！」


「うぅぅ……」



　蔑さげすみの言葉がザクザクと一輝の心に突き刺さる。

　突き刺さるのは、本人もまた同感だったからだ。

　どんな理由、経緯であれ、男があの場所に入っていい道理はない。

　情状酌量じょうじょうしゃくりょうの余地なし。文句なしの重罪だ。

　だから一輝は理解を求めることを諦あきらめた。諦めて、

「……今回のことは全面的に僕が悪かった。本当にごめん。謝りたいんだけど、何をしたら許してくれる？　なんでもするからっ」

　ステラの怒りを鎮める方法を模索する。

　というのも、今回別に一輝はステラの裸を覗き見たわけではないからだ。ステラ自身に直接的な被害が出ていないのだから、何を以て償いとなるのか、何を以て反省の証明としてくれるのか、そこが難しい。

　ステラの胸三寸むねさんずんになる。

　だから一輝は尋ねた。

　求められればどんな償いだってするから、教えて欲しいと。

　これにステラはぷいっ、と不機嫌そうにそっぽを向いて……、

「……ドキドキしたの？」

「え？」

「皆の裸みて、ドキドキしたの？」

　やはり不機嫌そうな声で問うてくる。

　これに一輝はぶんぶんと首を振って否定を返した。

「い、いやいや！　見てない！　見てないよッ！　ずっと下向いてたし……！」

「噓うそ。トウカさんとは仲良く手を繫つないでたじゃない」

「あれは僕のことに気付いた東堂さんが、僕が目をつむっていられるように気を利きかしてくれただけなんだ。そりゃ状況が状況だったから緊張でドキドキはしたけどさ……。でも何も見てないよ。そんなの皆に悪いし、なにより、ステラにも悪い気がして……」


「…………」



　正直に話すと、ステラはそっぽを向いたまま少し頰ほおを赤くする。

　それから目をつむってしばし沈黙。

　罪人は白洲の上で沙汰さたを待つ。

　やがてステラは口を開いた。

「わかったわ。イッキはみんなの裸を覗いてない。それは信じてあげる」

「じゃあ！」

「でも許さない」

「ええ……」

　それじゃあどうすれば。

　すっかり弱ってしまう一輝に対し、ステラは言う。

「なんでもするって、さっき言ったわよね」

「う、うん。それでステラが許してくれるなら……」

「だったら、……アタシとも一緒にお風呂はいりなさいよっ」

「は、はいい!?」

　予想もしていなかった沙汰に驚きの声を上げる一輝。

　そんなことをしていったい何の意味が。

　というかそもそも風呂にはさっき入ったばかりなのに。

　困惑する一輝に対し、ステラは言う。

　ぷくーっと頰っぺたをフグのように膨らませて、

「だってだって！　みんなばっかりずるいじゃない！　アタシだってちっちゃいイッキとお風呂入りたいわよ！」
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　連れ込まれた脱衣所。

　背中に衣きぬ擦ずれの音を聞きながら、一輝は思う。

（ど、どうしてこんなことに……）

「～♪　～♪」

　ステラは先ほどまでとは打って変わってご機嫌だ。

　背後から楽し気な鼻歌が聞こえてくる。

　そしてしばらくすると、

「おまたせ。イッキ」

　ポンと、ステラの腰くらいに低くなってしまった頭に手を乗せられる。

　振り返ると、ステラはタオルすら巻かずに立っていた。

「す、ステラ……！　せめてタオルを巻いてよっ」

「あら照れてるの？　今更？　この前あんなに好き勝手弄もてあそんだくせに」

　挑発的な笑みを浮かべながら自分の大きな乳房を持ち上げて見せるステラ。

　くにゅりと柔らかく形を変える胸の動きに、記憶にまだ生々しく残る初夜の感触が蘇よみがえってきて、一輝は顔を真っ赤にして目を逸そらした。

「い、いやまあそうだけどっ、それはそうなんだけどさっ、だからってなれるものでもないっていうか……！　ステラは恥ずかしくないの？」

「アタシ？　まあ照れ臭くはあるけど、見せるだけで恥ずかしいっていうのはあんまりないわね。だって、アタシはもう心も体もイッキのものなんだし。そうでしょ？」

「ぅ……」

「違うの？」

「ち、違わない……」

　そこは一輝としてもはっきりと主張しておきたい部分だった。

　この一輝の答えにステラは満足げに微笑むと、

「それに今日は一緒にお風呂入るだけなんだから。さあ早く入って」

　一輝の小さくなった肩を、寮のバスルームの中へと押す。

「ほら、そこ座って。頭洗ってあげる」

「い、いいよ。さっき自分で洗ったし……」

「イッキ気付いてないの？　まだちょっと臭いわよ。貴方」

「え。ほんと」

「どうせ女湯から早く出たくていい加減に洗ったんでしょ」

　その通りだった。

　今までとても自分の匂においを確かめるような状況ではなかったので気付かなかったが、確かに少しまだ磯いそっぽい臭いと鉄臭い臭気が髪や体に残っている。

「ほら、いいから座りなさい。アタシが綺麗きれいにしてあげるから」

「う、うん……」

　一輝が椅子いすに腰を下ろすと、ステラは背後に膝立ちになって、シャワーで一輝の髪を濡らしながら丁寧に撫でつけはじめる。

　だがその体勢でいると、

（む、胸がうなじに……っ）

　たぷたぷと柔らかく温かい感触が、時折うなじを擽くすぐってくる。

　ステラの胸はとにかく大きい。

　本人は当てているつもりはないのだろうが、ステラがシャンプーを泡立てた手を動かすたび、うなじや頰に当たってしまうのだ。

　そのたびに一輝は自分の中にムラムラとした感情が湧わき上がってくるのを感じて、その水蜜すいみつ桃とうのような肉に手を伸ばしたくなるが、こんな身体では何もできはしない。

　なんともやり場のない、ともすれば情けない気分になってしまって、大変居心地が悪かった。

　しかし何でもやると言った手前、今更逃げることもできない。

　まあこれでステラが女湯の件を許してくれるなら……。

　そう思いながら、一輝はステラに身を預ける。

　ただ……

「ふふ。肩もこんなに華奢きゃしゃになって。可愛い」


「…………」



　小さな自分を楽し気に見つめるステラの様子に、男としてすこし不安になってくる。

「……ステラはさ、小さい僕の方がいいの？」

　そう。もしかしてステラは本来の自分より小さな今の自分の方が好きなのではないか、という不安だ。

　それを口にした一輝に対しステラは、小さく噴き出した。

「ぷっ、も、もしかしてイッキ、ちっちゃい自分にヤキモチ妬やいてる？」


「…………すこし」



「も～！」

「うわっ!?　す、すすすステラ!?」

　突然ステラに後ろから抱きしめられる。

　大きな胸の間に顔が挟まれ、心臓が爆発ばくはつするんじゃないかと思うほど心拍数が跳ね上がった。

　真っ赤になった一輝の耳に、ステラは囁ささやく。

「もちろん普段のイッキが一番好きに決まってるでしょ～」

「……でも、なんかステラ普段より楽しそうだから」

「んー、そうね。なんていうのかな。今のイッキを見てると考えるのよ。アタシとイッキに子供が出来て、それが男の子だったらこんな感じなのかなって。そう思ったら、なんかすっごく可愛く見えちゃって」

「こ、子供!?　そ、そんなこと考えてたの!?」

　ステラが今の自分の姿に見ていたものに一輝は驚く。

　これにステラは小首を傾げた。

「あら？　別にヘンでもないでしょう。イッキは約束通りヴァーミリオンを救ってくれたんだもの。お父様だってもう反対しないわよ」

「そう、かなぁ」

「まあしたらしたで埋めるだけだし」

　冗談に聞こえない。

「でもまだ僕たち学生だよ……？」

「もちろんアタシだって学生の間に作ろうとは思わないけど、三年なんてあっという間よ。それにルナ姉が皇位継承権を放棄した今、ヴァーミリオンの次期国王はアタシなんだから、世継ぎのことを考えるのは当然でしょう」

　そういうとステラは身体を離し、シャワーで一輝の髪のシャンプーを流す。

　その水流が目に入らないよう目を閉じながら、一輝は心の中でステラの言葉を反芻はんすうする。

　世継ぎ。

　言われてみればその通りだ。

　ルナアイズが皇位継承権を放棄し、隣国クレーデルラント王国に嫁いだ以上、ヴァーミリオンの皇位を継ぐ者はステラ以外に居ない。

　つまり自分の子供が将来的には一国の王になるわけだ。

「改めて考えると、とんでもない逆タマというかなんというか、僕はすごい大人物に手を出したんだな……」

「フフ。アタシはママと違って身体が丈夫だから、きっとたくさん産めるわ。卒業したらいっぱいがんばってもらうから、覚悟してよね。あなた」

　言うとステラは一輝の髪の毛から水気を拭い、もう一度彼の小さな体を愛いとおしそうに抱きしめた。
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　風呂から上がった後、二人はジャージに着替えると寮の外に出た。

　別に今からトレーニングをしようというわけじゃない。

　ただ寝るにはまた二十二時と早すぎる時間だったので、学園の近くを散歩しようと思い立ったのだ。

　寮の外に出ると、学園のあちこちで街中同様、勝利の祝宴が開かれている。

「みんなまだ騒いでるわ。元気ねぇ」

「今回は学生騎士にも広く召集がかかったらしいからね」

　中には七星剣武祭代表選抜にすらエントリーしなかった者たちも大勢いたことだろう。

　初めての命がけの戦い。

　それを生き抜いた喜びが、彼らに疲れを忘れさせているのだ。

　宴はきっと朝まで続くことだろう。

　だが二人はそれを微笑ほほえましく見つめるも、しかし喧騒けんそうから距離をとる。

　ヴァーミリオン、そして日本、大変な戦いが続いた。

　今はすこし、二人の時間が欲しかったのだ。

　静寂を求め、二人は破軍学園の敷地の外へ出る。

　周囲をぐるりと囲む山道には流石に人はいなかった。

　目指すのは普段のランニングコースで、一番眺めのいい場所。

　学園の近くの湖を見渡せる、木々の開けた崖だ。

　昼間の曇り空が噓のように、空は星々で輝いている。

　丸い月も鮮やかで、湖面に映すとさぞ映えるだろうと思ったからだ。

　その期待は裏切られなかった。

　二人はガードレールに手をつくと、空と地に瞬く綺羅きら星ぼしの群を眺める。

「……風が冷たくて気持ちがいいわね」

「もう夏の盛りも過ぎたからね」

　破軍の立地が自然の多い場所だから、というのもあるが、空気が程よく冷たくて、湯あみで火照った肌に心地いい。

　しばらく風に揺られる木々のさざめきに耳を傾ける。

　穏やかな時間だ。

　ずっとステラと二人、こうしていられたらいいのに。

　そう思う一輝の横で、ステラは赤い髪をふわりと回し、絶景に背を向ける。

　どうしたんだろうと視線を追うと、ステラは斜面に並ぶ木々の向こうに見える、破軍学園の校舎を見上げていた。

　背後の絶景を見つめるより楽し気な瞳ひとみで。

「……この学園にアタシが入学して、まだほんの四カ月しかたってないのよね。でも色々なことがあったわ。本当に……。ヴァーミリオンから飛び出して、こんなに自分が成長できるなんて思ってもみなかった。それに、こんなに大好きな人が出来るなんてことも」

　言うと、ステラはそっと一輝の小さな手に自分の手を重ねる。

「それは、僕も同じだよ」

　そっと重ねられた手を優しく握り返し、一輝はステラに向き直る。

「僕は去年も一年生をやっていたわけだけど、ステラが来てからの四カ月は、その一年分の何倍も濃密な時間だった。もう四カ月前の自分が思い出せないくらい、いろんなことが変わったよ」

　目の前の少女を見つめる。

　目鼻立ちがはっきりしている端正な作りの顔。

　艶つやのある紅蓮の髪の毛に、それが良く映える白くきめ細かい肌。

　そしてなにより、自分と同じ高みを見つめるルビーの瞳。

　目の前の少女の何もかもが愛おしい。

　何一つだって誰かに譲ろうとは思えない。

　たとえ彼女の隣に居ることに、どれほどの責任が伴うとしても。

　彼女と並び立ち続けるためなら、何もかもが上等だ。

　なんだってできる、なんだってやってやると、心からそう思う。

「自分がここまで夢中になる恋をするなんて、四カ月前には想像もできなかった。ましてや、自分に子供が出来たらなんてことを考えるようになるなんて……ね」

「……不安？」

「ちょっとね」

　強がっても仕方のないことだ。

　一輝は正直に頷いた。

「……自分に親が務まるのかとか、どういう風に接したらいいんだろうとか、不安だよ。なにしろ僕は、あんまり父親の背中を見てこなかったからね」


「…………」



「だけど……」

「だけど？」

「同じくらい、ううん、不安な気持ち以上に、待ち遠しくて仕方ない」

　それも、正直な本心だった。

　さっきステラに世継ぎと言及されるまで、子供が生まれたときのことなんて考えていなかったが、言われて想像してみると、……自分とステラの間に命が生まれるというのは、なんというか、自分の人生でこれ以上ないくらい素晴らしいことに思えたのだ。

「特にステラに似た可愛い女の子だったら……って考えたら、さっきのステラのテンションの高さもちょっとわかったよ」

「でしょ？」

　ステラはクスクスと微笑むと、身をかがめた。

　そして一輝と視線を合わせて、問いかける。

「ねえイッキ。これからもずっと一緒にいてくれる？」

　いや、これは問いかけたわけじゃない。

　改めて尋ねるにしては愚問もいいところだから。

　ステラは一輝に甘えた。

　彼が自分の望む答えを返してくれると信じて。

「もちろんだよ」

　それを裏切る理由なんて、この世のどこを探してもありはしない。

　一輝は彼女の欲しい答えを、そして自分の偽りのない思いを言葉にして返す。

「ここは僕の場所だ。誰にも譲るもんか」


「…………」



　そして二人は、満天の星の下、どちらからともなく、愛おしい恋人の唇を求めたのだ。





◆◇◆◇◆






　米軍基地深部。

《超人》エイブラハムたちを斬きり進み、南郷、エーデルワイス、シャオリーの三人はついに最深部へと続く長い廊下までやってきた。

「いたた……、噂に聞いていた通り、ものすごく強いっすね。あのそっくりさんたち。見えない力でいきなり腕を折られた時はビックリしたっすよ」

　シャオリーは《念動力サイコキネシス》で捻じり折られ裏向きになった利き腕うでを、反対の腕で無理矢理ひっくり返すと、ステラから奪った《竜の新陳代謝》で治癒する。

「一人ならともかく、このレベルの伐刀者ブレイザーを複数同時に相手にするのは、なかなかつらいですね……。しかも《念話テレパシー》による意思疎通で完璧な連携を行ってくる。まるで昆虫のよう」

　隣を走るエーデルワイスも、シャオリーほどの重傷は負っていないが、彼女の余剰魔力で編まれた、霊装デバイスに匹敵ひってきする強度を持つ甲冑かっちゅうのあちこちが欠け、白い肌からも所々血が滲にじんでいる。

　今エーデルワイスが評したように、《超人》エイブラハムは個ではなく群として戦うときに比類なき性能を発揮する《魔人デスペラード》だ。

　これを圧倒的な数的不利の状況で無数に相手にするのは、世界最強の剣士といえど骨の折れる戦いだった。

「南郷さん、よく一人でもたせましたね」

「ふー……、ひょ、ひょひょ、まあワシはこれでも《無缺むけつ》と呼ばれた守備が売りの騎士じゃからの……。守勢に回ればなんとかなるわい。……でも、こういう風に攻勢に出るとやっぱり持て余すのぉ。あやつらは」

　そういう南郷は三人の中で一番消耗していた。

　顔の半分が焼けただれ、片眼が無くなっている。

　呼吸も浅く、顔色も蒼白で、強がってこそいるがすぐにでも治療しなければ命に係わるのがはっきりとわかるほどの重傷だった。

　だが、エーデルワイスは気遣いを見せない。

　南郷の命以上に優先しなければならないことがあり、それを南郷も──この気高き老騎士も望んでいると知っているからだ。

　そして、

「しかし、苦労の甲斐かいあってやっとたどり着いたわい」

　ようやくのこと、三人は米軍基地の最深部にある格納シェルターに到達する。

　長い通路の先のシェルター入り口は、巨大な鉄の隔壁で閉ざされているが、

「シャオリーさん。お願いします」

「あい！　わかったっす！」

《紅蓮の皇女》の能力を保持する《饕餮》にかかれば、突破は造作もないことだ。

　シャオリーは己おのれの籠手こての霊装デバイス《蛮鬼》に青い炎を纏わせる。

　纏わせ折り重ね、火炎を揺らめく炎から輝く光へと集束しゅうそく。

　青白い光を纏う拳で、

「《天壌焼き焦がす竜王の焰カルサリティオ・サラマンドラ》ッ!!」

　ステラの伐刀絶技ノウブルアーツの中で最強の火力を、崩拳ほうけんを通して隔壁に見舞う。

　その炎熱の拳は一撃で、まるでシャボン玉の膜を割るように厚さ２メートルの鋼鉄壁を溶かし崩し、大穴をあけた。

　中は飛行機の格納庫のような広く天井てんじょうの高い空間になっており、その中心に照明に照らされた氷の玉座が鎮座していた。

　それを見つけた南郷は、懐かしさに残った右目を細める。

「《暴君》……ひさしいのぉ」

　かの者の姿を最後に視たのは、大戦の裏側で《白髭公しろひげこう》や龍馬と共に殴り込みをかけて以来だった。

　というのも《暴君》の秘密は世界の秘密。『守り人』以外玉座の間には立ち入らない取り決めが定められたからだ。

「へえぇ、これがかの有名な《暴君》アダムス・ゲーティア殿っすか」

　南郷が玉座の死体を《暴君》と呼んだのを聞いたシャオリーが、興味津々きょうみしんしんといった様子で走り寄る。

　しかし玉座の前に立った彼女は首を傾げた。

「でもあれ？　どうして死んでるっすか？」

「死んでいるのではありませんよ。存在の時間ごと、氷漬けにされているのです。私の師匠──龍馬師匠せんせいによって」

　シャオリーの疑問に、南郷と歩幅を合わせて玉座に向かうエーデルワイスが答える。

　亡骸に突き刺さっている一振りの日本刀。

　それは《大英雄》黒鉄龍馬の二刀霊装デバイス《氷牙》のうちの一本なのだ。

　大戦の裏で行われた真の決戦。

《精神操作マインドコントロール》によって戦争を裏から操あやつっていた《暴君》と、今の《連盟》のリーダーである《白髭公》が率いた特務部隊による戦いは、龍馬の半身ともいえる《氷牙》一本を引き換えに、《暴君》の命をその時間ごと凍り付かせることで決着した。

　故にこれ以降、龍馬はその能力の半分、いやそれ以上を失い第一線を退くこととなったのだ。

　……彼の宿敵であった南郷としては、いろいろと物申したい部分でもある。が、

「まあ何を言ったところでお主には聞こえぬわな。なにせ──……ん？」

　と、一瞬南郷が言葉を詰まらせた、そのときだった。

　今まで玉座を照らす分しか点ついていなかった格納庫の内部照明が一斉に光を放ち、格納庫全体を真昼のような明るさで照らす。

　そして、

「ハハハ。ようやく追い詰めたぞ！　ネズミども！」

　南郷の背後、唯一の出入口からアイランズと三十人ほどのエイブラハムが中に押し入ってきた。

「ちょこまかちょこまかと逃げ回りおって。しかもいつの間にか数まで増えているとは！　まったくまったく厄介な連中だ。しかし、所詮しょせんは三人。《サイオン》の敵じゃあない！」

　アイランズが指を鳴らす。

　瞬間、彼の周りにいたエイブラハムたちが《瞬間移動テレポート》。

　玉座を中心に円を描くよう、三人を取り囲んだ。

「っ……」

「アイヤー……これはちょーっと数が多いうえに、場所も悪いっすねぇ……」

　エーデルワイスとシャオリーはすぐに向き直り、戦いの構えをとる。

　この状況にエーデルワイスの額にも汗の珠が浮かぶ。

　遮蔽しゃへい物も何も無い開けた場所で、四方を囲まれた。

　このまま戦いに入れば、自分とシャオリーはまだしも、傷と疲労を抱えている南郷は間違いなく命を落とすだろうことが、彼女にはわかったからだ。

　だが──、

「カール・アイランズ!!」

「──っ！」

「南郷さん!?」

　そんなエーデルワイスの心配を他所よそに、南郷は無謀にも《魔笛まてき》を手にアイランズに襲い掛かった。

　もちろんこれをエイブラハムは許さない。

　進路を塞ふさぐように《瞬間移動テレポート》し、火炎と電撃を纏う拳を南郷目掛け振り下ろす。

「南郷さん！　一人で突っ込むのは無茶ですッ！」

　その迎撃をとっさに割って入ったエーデルワイスが二刀で弾く。

　そして南郷の無茶な特攻を諫いさめる、が──

「────っ」

　その言葉は南郷に届かなかった。

　彼はエーデルワイスが止めるのも聞かず、彼女の脇わきを走り抜ける。

（どうしてそこまで……！）

　取り乱すのか。

　わからないが、ともかく南郷を守らねば。

　エーデルワイスは己の『契約』を司つかさどる能力を霊装デバイスに宿らせ、

「《暴力による征服スカードオーダー》ッ！」

　それは傷を与えた相手に対し、強い命令権を獲得できる伐刀絶技ノウブルアーツだ。

　エーデルワイスはこの能力を用い、今しがた止めた二人のエイブラハムに斬撃ざんげきを加える。

　それによって二人を一時的に支配下に置き、なおもアイランズへ向かう南郷の傍そばに現れたエイブラハムに嗾けしかけた。

　エーデルワイスの機転で二度迎撃を躱した南郷は、ついに彼の踏み込みならば一歩で潰つぶせる距離にアイランズを捕らえる。

「ヒィッ!?」

　アイランズは逃げ出そうとするが、もう遅い。

　踵きびすを返す暇すら与えず、南郷は真っすぐアイランズへ飛び掛かると、アイランズを床に押し倒し、《魔笛》で肩を突き貫いて床に縫い付けた。

「ぐあっ！」

　そしてアイランズを磔はりつけにした南郷は、彼に向かって叫ぶ。

「やった……っ」

　危険な特攻だったが、功を奏した。

　敵のリーダーであるアイランズを人質にとれば、この状況を打開できる。

　エーデルワイスとシャオリーはそう思う。

　思って、ほんの少しの安堵を覚える。

　だが、

　──南郷は違った。

　彼は強い動揺と焦燥しょうそうを滲ませた声で、叫ぶ。




「貴様……！　《暴君》の、アダムス・ゲーティアの霊装デバイスを何処へやった!!」




「ッッ!!」

　その南郷の叫びに、エーデルワイスはゾッとするものを感じ、《暴君》の死体に目を向ける。

　そして、彼女も気付いた。

　その死体が握っているはずの血色の長剣。

　霊装デバイス《ブルトザオガー》が失われていることに。

　これに肩を貫かれた痛みに悶絶もんぜつしていたアイランズは──




　黄ばんだ歯の並ぶ口を大きく開け、チェシャ猫のように嗤わらった。




「ッッ!!」

　マズイ、と南郷は思うもすでに遅かった。

　直後、床に縫い付けたアイランズの身体、そのタルのような肥満体から白い鎌かまのようなものが無数に飛び出し、南郷の身体を左右から突き貫く。

「が、ぁあ!?」

「南郷さんッ!!」

「《闘神》殿っ！」

　アイランズの肉を突き破り出てきた白い鎌のようなもの。

　それはアイランズの巨大化した肋骨ろっこつだった。


「影武者……！　アイランズの《魔法生物》か……っ！」



　血を吐きながら南郷がアイランズを睨みつける。

　するとアイランズの顔が頭のてっぺんから顎あごまで真っ二つに裂け、巨大な一つの口となって、ゲラゲラ笑いはじめた。

「ハハハハッ。いかにもいかにも。そのとおりだ。本物の私は南郷さん、アンタが遅延戦闘をしている間にさっさと引き揚げさせてもらったよ。何しろ日本でこのあと、大事な用があるものでね。太平洋艦隊が勝つにしろ負けるにしろ、私は私の目的を果たすために動かねばならないんだ」

「っ、《暴君》の死体を使って、大戦を起こす、気か……っ」

　巨大な唇が舌打ちする。

「ノンノン。それは仕事であって目的ではないなぁ。月影君たちには言ったのだがね、私は大統領プレジデントたちのやろうとしていることに興味はないのだよ。それに相乗りして私の目的が達せられるなら、別にかまわないという程度でね。

　だが大統領たちのプランが上手うまく行く保証はない。日本は手ごわい。アンタがここに出張ってきたのは朗報だが、あの《世界時計ワールドクロック》がまだとどまっている以上、戦いはどう転ぶかわからない。……ならば私としては大統領たちが失敗しても、目的を果たせるようにしたいのさ」

「何が、狙ねらいなのじゃ……、何をしようとしておる！」

　その問いに、巨大な口の中からにょろりと伸びてきた、先端にアイランズの顔が付いた触手が、肋骨に串刺しにされた南郷に耳打ちする。

　己が目的。超能力者の研究者として目指すもの。それは──




「史上最強の生命体の創造」




「────っ!?」

「私はね、私の手によって『人間』という生命体を完成させたいのだよ。

　史上最強の超能力者、歴史上もっとも人を逸脱いつだつした者、《暴君》の遺伝子を使えばそれが叶かなうと思った。

　だが……君たちも戦ってみて感じただろう。エイブは不完全だ。能力は申し分ないが、所詮はこの『デコイ』と同じ私の《魔法生物》。精神性が到底人間とは言えない。まるで機械だ。だから基礎的な能力は高くても、《魔人デスペラード》特有の運命を乗り越える力を持っていない。それではダメだ。ただの木偶でく。欠陥品なのさ」

　自分で作っておきながら、アイランズはエイブラハム本人たちを前に、何の気遣いもない侮蔑ぶべつを吐き出す。

「私の《魔法生物》では私の範疇はんちゅうを超える物にはならない。究極に至るには、やはり人としてこの世に生を受けさせなければならない」

　アイランズは言う。

　そのためには『究極の魂』と、『究極の肉体』の二つが必要だと。『究極の魂』は《暴君》の霊装デバイス《ブルトザオガー》から抽出するとしても、肉体の方が難題だった。そんな強い肉体を宿すことのできる『母体』に全く心当たりがなかったからだ。




「……そう、なかったんだよ。エイブの目を通して、あの七星剣武祭決勝を見るまでは！」




　その言葉に、同じ場所に居合わせたエーデルワイスの顔色が変わる。

　彼の目的が何か。それを察したがためだ。

　しかし、

「さて、そろそろ時間だ」

　それを挫くじく時間は、彼女にはなかった。

「アイヤ!?　なんの音っすかこれ!?」

　地響き。巨大な地鳴りが格納庫全体を揺らす。

「《暴君》の魂《ブルトザオガー》は回収した。そこにある抜け殻は、私の目的には必要ないんでね。君たちに差し上げよう。手向たむけとして。一緒に埋葬してやろうとも」

「いかん……！」

　アイランズの口ぶりに南郷は事態の深刻さに気付く。

　しかし、

「ここは地下20メートル地点。厚さ20メートルぶんの落盤と土砂流。さしもの《魔人デスペラード》三人もひとたまりも無いだろう？」

　──何もかもが遅すぎた。

《暴君》の死体を囮おとりに使われ、その罠わなに南郷たちは嵌はまってしまった。

　その時点で勝負は決していたのだ。

　次の瞬間、格納庫の天井が崩れ落ち、砕けた岩盤と土砂流が降ふり注そそいでくる。

　それは瞬く間に、地下に存在していた格納庫という空洞を埋め尽くし、押しつぶした。

　その中に居た人間全員、もろともに。





◆◇◆◇◆






　愛おしい少女の唇を求め、目を瞑つむる。

　直後、風が吹いた。

　先ほどまで二人を撫でていた、心地よい風ではない。

　魔力を孕はらんだ、黒い風が。

　とっさに一輝は目を開ける。

　その視界に映ったのは、




　ステラに背後から組み付く──《サイオン》のエイブラハムの姿だった。




「ッ────！」
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　ステラはすぐに霊装デバイスを顕現しようとする。

　だが、一瞬の油断が致命傷だった。

　ステラが詠唱を唱える前に、エイブラハムはステラの喉から頸椎けいついへ《放電能力エレキネシス》を放つ。

　それにより強制的に脳をショートさせ、意識を切断する。

　一輝の方に手を伸ばし、そのままぐったりと意識を失うステラ。

　しかしエイブラハムがステラを気絶させるワンアクションのうちに、一輝は《陰鉄いんてつ》を顕現し、その切っ先をエイブラハムの顔面目掛け突き出す。

　これをエイブラハムは──避けなかった。

「えっ!?」

　ずぶりとエイブラハムの喉笛のどぶえを《陰鉄》の黒い刃が貫く。

　貫かれたエイブラハムは、続けてとんでもない行動に出る。

　その刃を自ら深く突き刺すように、前に踏み込んだのだ。

　前に踏み込み、喉を抉えぐられながら、一輝の小さな体を上から押しつぶすように組み付く。

　そう、組み付いたのだ。

　──エイブラハムの手にはいつの間にか、ステラが居なかった。

　いったいどこに。

　怒りの形相ぎょうそうでエイブラハムの喉を引き裂き、組み付きから脱しようとする一輝。

　そのときだった。

「ハハハッ！　でかしたぞエイブ！」

　道路の向こう。

　一輝たちがやってきた側とは反対の闇やみの中から、笑い声が上がったのは。

　一輝は自分に組み付くエイブラハムの肩越しに、その笑い声の主を見つける。

　ぐったりとしたステラを両手に抱きかかえる、白衣の老人の姿を。

「《サイオン》が敗れるのは少々予想外ではあったが、目的が果たされるならばそれでよし！　十全じゅうぜんに良し！　ハハハッ！」

　肥満体の上から白衣を羽織った禿頭とくとうの老人は、ヤニで黄ばんだ歯を見せながらゲラゲラと楽し気に笑う。

　その顔を一輝はニュースなどで見たことがあった。

　米国政財界の重鎮にして、同国が誇る天才科学者。

　あの《エンタープライズ》の改造も手掛けた、《大教授グランドプロフェッサー》カール・アイランズ。

　つまり、敵だ。

「米軍ッ!!　まだ潜んでいたのかッ!!」

「おーおーおー。誰かと思えば《剣神》と名高いイッキ黒鉄君じゃないか。ああそうか。君は確かこの少女の婚約者だったか」

「ステラを放せェッ！」

「あぁ……ならば残念なお知らせだが、この少女は私が貰う。彼女には私の悲願、私の夢、『究極の生命体』を生み出す聖母になってもらう」


「ふ、ざけるなぁーーーーーーッッ!!」



　目の前の男が何を言っているのか。

　何をしようとしているのか。

　一輝には何一つわからない。

　わからないが、確信があった。

　今ここでこの男を殺さなければ、取り返しのつかないことになるという確信が。

　一輝は迷わず、まだ回復しきっていない虎とらの子この魔力を放出。

　その放出圧に乗せ、組み付かれた状態から剣を振るい、エイブラハムの首を刎はねる。

　そして一気にアイランズに飛び掛かろうとし、

「エイブ」

　首のない死体に、後ろから羽交はがい締じめにされた。

「ぐっ!?」

　振りほどこうとするも、身体を持ち上げられて踏ん張りがきかない。

　子供の腕力だけでは羽交い締めを脱することはできない。

　ならばと一輝は脇腹わきばらからエイブラハムの心臓を突き刺す。

　ダメ押しの一撃。しかし、

「エイブは《エンタープライズ》の生体金属と同じで私の能力で生み出した《魔法生物》だ。だからその構成を変化させることも自在でね」

　アイランズがヤニに汚れた歯で笑う。

　そのときだ。

　一輝は背中に熱量を感じた。

　その熱量はすぐに炎のように熱くなって、直後──

「グッバイ。もう会うこともないだろう」

「ステ────」




　一輝を羽交い締めにしていたエイブラハムの身体が、大爆発を起こした。




　夜の静寂を粉みじんにする轟音ごうおんと爆風。

　その威力いりょくを前に、何もかもが炎に飲まれて見えなくなる。

　一輝の姿も、ステラを呼ぶ一輝の声も、何もかも。

　それをアイランズは満足げに見つめ、《細胞魔法》によって自らの背中に蝙蝠こうもりのような羽を生やして、夜の空の中へ飛び立つ。

《紅蓮の皇女》ステラ・ヴァーミリオンと共に。




　濛々もうもうと立ち昇る黒煙。

　何事かと集まってくる人々。

　倒れ伏す、瀕死の黒鉄一輝の姿を見つけ、悲鳴を上げる珠雫。

　それが開戦の狼煙のろしだった。

　最後の戦いが始まる。

　連れ去られた愛する少女の命運をかけた戦い。

　月影が恐れ、天童てんどうが嘆いた、この世に深い夜をもたらす者との戦いが。











あとがき






　落第騎士18巻ご購読ありがとうございます。

　海空です。お久しぶりです。




　なんか世の中が大変なことになってしまいましたね。コロナのせいで。

　影響を受けてない業界なんてないってレベルのパニックですが、読者の皆さんは大丈夫でしたかね？　自分はあまり大丈夫じゃないです。混乱のピークだった四月に新作『カノジョの妹とキスをした』を出したので。ええ。ドンピシャで巻き込まれました（死んだ魚の目）。

　あと自分は基本外のカフェや真夜中のファミレスで執筆するバイオリズムでずっとやってきた作家なものですから、ここが今完全に乱されててもう大変なことになってます。五年くらいずっと続けてきた習慣なものですから……頭働かなさ過ぎて吐きそう。

　ただこのあとがきを書いている五月の今では書店の方も時短営業ではありますが、営業再開し始めているようで、このまま社会全体が元に戻ってくれればいいなぁと願います。




　近況報告はこの辺にして本編のお話。

　今回から落第騎士の英雄譚は最終エピソードに入ります。

　その内容は単純明快。囚われのお姫様を助け出すため魔王の城へ乗り込む勇者ご一行の王道アクションです。

　最終エピソードにしてようやくヒロインっぽい立場になりましたね、ステラ（笑）。

　ただまあ囚われたお姫様のまま終わるような子ではないのもご存じの通りなので、一輝ともども活躍を期待して頂ければ、と思います。




　最後になりましたが謝辞になります。

　担当の小原さんをはじめＧＡ編集部のみなさん、今回もエチエチアツアツなイラストをつけてくださったをんさん（とくに珠雫と合一状態の一輝、めっちゃカッコよかったです！）、ありがとうございました。

　そしてこの作品を支えてくれている読者の皆さんも、本当にありがとうございます。

　思えばずいぶんと長いシリーズになった本作も、今回でラストエピソード。泣いても笑ってもこれっきりなので、自分としても最高のものを届けられるよう頑張ろうと思います。




　それではまた次巻でお会いしましょう！







著者

海空りく（みそら りく）

　新作の『カノジョの妹とキスをした。』もよろしく！




イラスト

をん

　福岡在住のイラストレーター。

　久しぶりにディスプレイ環境を変えてみました。

　これで前より快適になるはず！

　http://ashybrid.nobody.jp/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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https://ga.sbcr.jp/
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